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新 時 代 「 令 和 」 に 振り 返る 
「 昭 和 」 と いう 素敵 な 時 代 の 素敵 な 思い 出 一 一 。 


昭和 を めぐ る ひと り 旅 。2020 


昭和 スポ ッ ト 夫 山 麻 に 広がる 県 内 の オア シス 
茨城 の シン ボル 筑波 山 に 懐か し ラン ド 発 見 ! 
昭和 スポ ッ ト @ 昭和 の 休日 

ドラ イブ イン 飯 リ ポー ト 2020 

昭和 スポ ッ ト @ 阪 堺 電車 に 乗っ て 浪速 の 旅 

懐か し チン 電 で 揺れ る 記憶 を 探し て 
昭和 スポ ッ ト @ 懐か し の 風景 を 求め て 日 帰り 旅行 

昭和 温泉 街 ! ザ !| 熱海 

昭和 スポ ッ ト 人 ⑲ 初め て フォ ー ク と ナイ フ を 持っ た 日 

昭和 の 賛 沢 「 洋 食 屋 ] で 忘れ られ な いあ の 味 
昭和 スポ ッ ト ⑯ あの 湖 の レト ロス ポッ ト を 勝手 に ビ ピックアップ ! 
相模 湖 セ レク ト テ ン ! 

昭和 スポ ッ ト 軟 レト ロ ゲ ー ム を 訪ね る 旅 
埼玉 一 群馬 を ウロ ウロ ……100 円 握っ て 懐か し レト ログ ゲー ム 探 し 
昭和 スポ ッ ト 人 懐か し の ボウ リン グ 場 を 芝 っ て 10 ゲ ー ム 
あの 青春 を も う 一 度 ! ボ ウリ ング 投げ 倒し 
昭和 スポ ッ ト @⑲ 懐か し い 動 物 園 で 五 る 記憶 

ちょ うど いい 脱力 感 レト ロ 動 物 園 で 日 向 ぼ っ こ 
昭和 スポ ッ ト @ フル ムー ン の 舞台 に も な っ た 


古 浪漫 の 情緒 が 息づく 温泉 宿 ヘ 


column 
国民 が 一 同 に 注目 し た 日 の 丸 カラ ー 
「 昭 和 ] と いう 時 代 、 そ し て 五輪 公式 ユニ フォ ー ム 製作 の 舞台 裏 


東京 横浜 高架 下 
昭和 の 面影 を 求め て 


う 5 ら か な 季節 を 感じ る 場所 へ 
春の ひと 5 温泉 、 桜 旅 
京都 クラ ント ツー リズ ム 

神田 伯 山 一 講談 と 浮世 絵 の 世 界 一 


MONTHLY TOPIC 
「 ボ スト ン 美術 館 展 芸術 X カ ] よ り 


権力 に 愛さ れ た 芸術 品 

REGULAR COLUMN KAKUREGA INFO 

Person ofthe month WIL204 11 知花 くら 5 日 々 是 好 日 101 スマート チョ イス 

川平 吉 甘 (俳優 ) 13 柳家 三 三 前 略 、 高 座 か ら 一 一 。 108 「 男 の 隠れ 家 」] セレ クト ショ ッ プ 
いつ か 出会っ た 卿 土 の 味 88 ITSNORULE 115 。 インフォメーション 

第 四 十 六 食 リス トラ ン テ ボー ノ の リモ ンチ ェ ッ ロ (長野 県 ) MAZDAROADSTERRS 119 隠れ 家 通 信 。/ 編 集 部 だ より 

文 G 夢 枕 狼 128 泉 麻 人 あの 名 車 が いた 照 和風 景 120 読者 プレ ゼン ト デ ア ン ケ ー ト の お 願い 


第 7 回 日 産 スカ イラ イン GTX 122 エン ター テイ ン メ ント トピ ックス 


OO5 男 の 隠れ 察 May 2020 
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orever Plaid は 2013 年 、16 年 に 続 
は ーー トー ニー オフ ・ ブ 
ロー ドウ ェ イ の 名 作 ミ ュー ジ カ ル で ある 。 

「 僕 ら は 新しい 仕事 に 全力 を 尽く す た め 
に 、 前 の こと を 忘れ る の が 仕事 で す 。 前 
回 の 再演 か ら 4 年 。 忘 れ て いる は ず な の 
に 不思議 な こと に 細胞 が 覚え て いま し た 。 
歌 稽古 を 始め る と 、 こ の キィ ー だ っ た 、 
この 和音 だ っ た 、 こ の 手 の 動 きだ っ た … 
… と 肌 感覚 で 難 る ん で す 」 

共演 は V6 の 長野 博 さ ん 、 松 岡 充 さん 、 
鈴木 壮 麻 さん と 実力 派 揃い 。4 人 の 美 し 


川 * 


還 ざー こう 9 双 ゆ 


か びら じ し え い 
1 沖縄 県 出身 。 上智 大 学 


ドラ マ で も 活 。 人 凌 台 [ 雨 に 中 え 
ば | で 第 4 回 読売 演劇 大 賞 男優 賞 。 サ ッ 
カー で は 読売 クラブ の ユー スチ ー ム に 
在籍 し て いた 実力 の 持ち 主 で 、 その 経 
験 を 生か し サッ カー ナビ ゲー ター と し 
て の 顔 も 持つ 。 


い ハ ー モ ニー が 聴き と ころ だ 。 

「 初 演 の 時 は 産み の 苦し み 。 音 を 取る の 
が スト レス で し た 。 3 声 だ と ドミ ツ の よ 
うに 気持 ちか いい 和音 に な り ま す が 、4 
声 だ と 必ず 不協和音 的 に ぶつ か る パー ト 
が 出 て 《 る 。 で も 、 き れい な 和音 より も 
ぶつ か る 音 が あっ た 方 が 、 エ グミ 、 苦 み 
の よう な アク セン ト となり 、 深 み の あ る 
ハー モニ ー が 生ま れ て 心 に 残る ん で す 。 
楽曲 に よっ て 、 な ん で 俺 が この 旋律 な ん 
だ よ と 腹 を 立て る よう な こと が それ ぞ れ 
に あっ て 、 楽 曲 を 作っ た アメ リカ の アー 


[情熱 は 人 を 動か す 。 


熱い 男 で いた い 」 


俳優 で も 9 サッ カー ナビ ゲー ター と し て も ゃ 知ら れる 川平 慈英 さん 。 
オフ ・ プ ロー ドウ ェ イ ・ ミ ュー ジ カ ル 「Forever Plaid (フォ ー エ ヴァ ー プラ ッ ド ) 」 に 出演 する 。 
再々 演 で ファ イナ ル と な る ミュ ー ジ カル へ の 熱い 思い を 語っ て いた だ いた 。 


007 男 の 隠れ 家 May 2020 到 村 文 O 末 和文 


ティ スト に 毒 づ き な が ら 稽 古 し て いま し 
た ( 笑 )。 悪 戦 苦闘 し た 結果 、 再 演 の 時 は 
自信 と な り 、 再 々 演 の 今回 は 早い 邊 階 で 
身体 と 耳 が 受け 入れ て くれ た 気 が し ます 」 

映画 化 も され た 傑作 の 日 本 版 。 実は 川 
平 さ ん の 「 持 ち 込 み 」 企 画 だ っ た 。 

「 オ フ ・ ブ ロー ドウ ェ イ 、 ラ スベ ガス 、 

2 回 の 東京 公演 も 全て 見 て いま す 。 こ ん 
な いい 作品 が ある な ら ぜ ひ や り た いと 思 
つて 、 プ ロ デ ュ ー サ ー に 紹介 し て 実現 に 
こぎ つけ 、 キ ャ ステ ィング も 僕 が 以前 か 
6 一 緒 に や り た か っ た 人 た ち に 声 を か け 
た ん で す 。 僕 に と っ て は ひと つの 作品 で 
は な (身体 の 一 部 。 自 分 の 子ども が ビ カ 
ピカ に な っ て 、 皆 さん の 前 に 出る こと が 
で きた 。 僕 の 宝物 で す 」 

中 高生 時 代 か ら サッ カー 部 と 共に 英語 
劇 部 に も 在 穫 、 そし て スタ ン デ ィング オ 
ベー ショ ン の 快感 が 忘れ られ ず 、 ミ ュー 
ジ カ ル 俳 優 を 志 し た 。 自 分 の 舞台 以外 で 
は 、 企 画 段階 か ら の 参加 は 後に も 先 に も 
今回 が 初め て の 経験 だ っ た 。 

「 情 熱 は 人 を 動か せる 。 パ ッ シ ョ ン は 何 
より も 強い も の だ と 感じ まし た ね 」 

また 、 故 郷 ・ 沖 縄 を 舞台 に し た オリ ジ 

ナル 作品 も 新た に 企画 し て いる と いう 。 
「 こ れ を 舞台 に 上 げ て 、 次 に は 英語 に 拓 
訳し て 海外 に 持っ て いき た い 。 映 画 に も 
持ち 込ん で ……、65 歳 まで に 実現 で き 
た ら 、 い いで すね 。 夢 は で か 〈 持ち た い 
で す 。 舞台 は 生 が 勝負 だ か ら 残 ら な いで 
す が 、 本 や CD、 映画 な ら 後世 に 残り ます 。 
目指 せ 、 印 税 生 活 ( 笑 )。 ま だ まだ 熱い 男 
で いた い 、 攻 め て いき た い 」 

57 歳 と は 思え な い 若 さと 元気 。 を の 
源 は 毎日 必ず 行 ( サ ウナ だ そう だ 。 


オフ ・ ブ ロー ドウ ェ イ ・ ミ ュー ジ カ ル [Forever Pald」 

日 程 :2020 年 5 月 14 日 ( 木 ) 31 日 (日 ) 

会 場 : よ みう り 大 手 町 ホー ル ( 東 京都 ) 

神奈 川 ・ 大 阪 ほか 、 全 国 公演 あり 

作 : ス チュ ワー ト ・ ロ ス 久 訳 : 小 田島 恒 志 訳詞: 高橋 亜 子 
演出 : 板 王 大 一 出演 : 川 平城 共 、 長 野人 博 、 松 岡 充 、 鈴 木 杜 
麻 ナレ ーション : ジ ョ ン ・ カ ビラ 

チケ ッ ト の お 問い 合わ せ は 合 03-3234-9999 (オペ レー ター 対 応 ) 
詳細 は 公式 HP を 確認 forevernlaidcom 


高校 の 同級 生 だ っ た 4 人 の ハー モニ ー グ ルー プ 「Forever Plaid( フ ォ ー エ 
ヴァ ー ブラッド )」。 最初 の ビッ グ シ ョ ー の 会 場 に 向かう 途中 、 交通 事 
故 で 不運 に も 全員 が 死ん で し まう 。 し か し 夢 だ っ た 自分 た ちの ショ ー を 
実現 する た め に 、 4 人 は 一 晩 だ け 地上 に 登場 する 。 美 し い ハー モニ ー 
と や ん ちゃ な 会 話 の 、 心温まる ライ ヴ ミ ュー ジ カ ル 。 
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作家 、 1951 年 神奈 川 県 生ま れ 。「 魔 天 狩 り 」「 キ マイ ラ 」「 吉 狼 伝 」「 間 狩り 師 」 「 際 隅 師 」 シ リー ズ 等 の 作者 。 89 年 『 上 弦 の 月 を 喰 べ る 鞭 子 」 で 日 本 SF 大 賞 、 98 年 『 神 々 の 山 織 』 で 柴田 
イラ ズ ト O 大 状 吉 


錬三郎 賞 .『 大 江戸 釣 客 伝 』 で 2011 年 に 和泉 鱗 花 文学 換 と 舟橋 可 一 文学 人 、2012 年 に 吉川 甘 治 文学 仙 を 受賞 。 2017 年 に 攻 池 寛 交 、 日 本 ミス テリ ー 文 学 大 深 受 賞 。 18 年 、 紫 紹 斉 受 。 
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ドル ・ い リン 

に の だ そっ に さこ ドコ コテ) さい 
SS で SGS sv 尽 の 旧 に せ 
田 \@ りつ 生か 完全 で お G も や 

完全 で 人 
「 介 WS 人 T 還 壁 旬 地 で 
人 SRSG" 還 壇 紀 共 い リン 
で で し 

SS さ ぐ で の 全 G 四 に 
坦 S で 応 刊 くせ 下 全 で P" る つ 
重 で 軟 委 全 麗 W で G 地 余 世 り 選 
人 n 計 板 倒 つ お " 

ぶ ネ ロ 還 征 虫 お OSS 
KK 人 AN Sons ン で つら お " 
つこ う うり (ルリ この 3 
NG 下 全 で "人 避 人 @ 十 | 肝 * 
代 全 0 で 8 の 必 つつ ピ 5teS 
SS1 | 忠 写 ” 丹 宮 還 研 き 


すっ p 毅 下 選 配ら 史 信 りら 
民代 言 所 無 下 界 導 
索 き 
ま 持寺 お 
SMK ト NN 細 志 で 者 記 
GS よこ 。 赴 ス 柏 ま @ 
当 さ レビ 本 し 記 面 根 全 
電 療 栓 吾 革 交 は 四 
手 料 ま 邊 
を 作れ キキ 4 
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ヒロ RP ロ RATI ロ N 


「 揚 選 志 り 中 2Q 公 宜 押 ぐ % 補 僚 」 


江 組 人 SQS 選民 で や 人 人 
QA QAQ 代 SG や や "| 下 せ 
8 甘 較 や 掃 に つい る 居 堪 展 /「 慕 や 
性 or く ぐ DARQ 困 @ 思 や 各 
に に よこ も よー こく: うこ よう いん つい た 
過 で 人 QS こ ざる 必 相思 将 革 入 蝶 
下 角 の つる SS 6 が 96 補 侍 理 つ 衝 
「 王 婦 ] 「 昔 虫 他 ] の S 神 注 型 S 
別人 さ SG や セ 全 で" 

近 詞 時 打上 史 拓 ぐ 下 @ 握 さい 
JS で や や 穫 人 T 投 多 生 の 99 
ンド 選 鮮 品 収 や や つ 忌 " 忌 つ に K 是 
選 較 @ で マ 公 水 概 加 韻 下 や 申 到 
臣 G 身 本部 記 つや 弄 ぐ 都 理 
て m 衝 全 %G 呈 幻 隙 矢 垢 人 の か や 
5 や" 据 さ 近 肛 G 革 当 を 漠 補 
で 寺 者 汰 介 で やつ 祥 ? 概 飲 せ 臣 々 求 
大 作 組 引 史 2PAQ ひ 生 IN ヘ ペー ト へ 
や 8 人 S の が 科 S" 団 加 灯 め 5 大穴 
る S 太 只 伝 避 避 天 当 や] 角 を YY 
WS 所 逢 旋 正 紐 や 還 民 る 、 出 
” 福 購 や つき Q 公 5 還 移 失 、 


こい 導 こ に ジリ 
S 控 際 僚 革 当 9 篤 で Ro 中 < 
や で を 中 昌 恋 区 くも や ゃ " 

や の 避 。 v 有 交 [EN 選 忠 抽 つ り ン 
SQS 家 直り 全 「 所 @ 芋 江 申 くり 上 
抽 尽 POQ や で 8 人 で 5? 枚 沈 
て IE- に で ここ だ ベト 
WP2PHJJNQ 人 S 篤 ン と の 篤 ン と りや 、 
S 3 握 握 " 記 m 信 盾 陣 め を で の 装 和 


PS<SSQS や や 量 ぐ 社 ′ 選 人 選 つ 久 
避 べ いり 氷 半幅 G 固 信 S 人 SDO タ の 
公 ン ツ ” 所 @ 甘 洒 装 細 太 愛冠 
界 思 直 で 58 じ < ら ン SG に 中 
矢 公 や っ を で DS や 宮 和 や <S? 


縮 由衣 ぐ 羽 連 ′ 貼 妨 将 浮 拉 
穴 ・ 振 妃 民 内 世 ・ 窟 畠 手 揺 ま ー ミ ・ 憧 
圭二 拉 弄 史 咽 悪 : 向 で 感 に つり S 
や 和 を る 設 庫 背 や の て や 谷地 
し で ドー ん る こい) 
ツ い や や "信和 要 汰 近 人 @ 
MD7GS 握 図 つい 友 S ぐ マ 「 昔 虫 
地 」 全く ぐり りり 選 侍 で 太 民 補 で " 
K ポ ネー 人 で の 据 つ る や 記 07 部 
PS 選 ポ ン 6 乱 幸 私 旧 陸 地 
か に だ つべ だ て 、 と に こ だ こ て い 遇 


屋 決 を ANS HAS 私 握 に ちい 9 
リル ) 
て SS 代 Q 代 5 操る 韻 記 や つ 償 
や 置 抽 篤 9 篤 ン 帳 時 ぐ 量 回 全 〇 


て ーー6 提 中 が や 臣 つ 句 還 人 で 衝 
地 明 @ 庄 つつ 入る 下線 江 く 有 季 人 る 
で 半 愉 移る で 区 つ 結 長田 型 5” 選 
5 いり ツ < 別 昌広 を nh No の 須加 
つ ′ 哲 昧 S ぐ 誠人 生 当 区 つ …… 
Ph SS 民 終 や ゃ ご 5 民 枕 衣 
各 衝 地 や や 「 棒 明 6 宗 聞 ら 史 
に で YIO トル ゴリ 
喘ぐ や 沖 ぐ や つて | つる 心 選 人 
衝 S や や 到 / 畠 飲 所 時 叶 滞 加 
で 尽 58 公 で 6 宜 彫 の S の Hm 
征 や "<⑯GR 人 S" 

用 人 や OS や の 篤 ン 据 竣 G 届 る 
量 回 や 衝 る や や つい ? や 心 喝 醤 県 5 
垢 置 @ 量 回 筐 て A NANA 所 
RS で ポ OS い GS や ^ Ao 還 放 苦 応 p? 
JO 江 書 凸 呈 @ 冥 宣 十 や \ ゆ の 村 
聞 表 mn や jm? 逝 公 織 ら の 雪 
代 「 共 人 SYO や SN 舞 の \ ら つ 下 
SQ つ ^ 慌 K 一 」 …… S を 
SC とっ に 7 
Q ゃ や つ で ぐい 衣 め 衝 失 ペー 


寄席 文字 本 右 橋 イラ スト O 和 本寺 


を 穫 生 を 衝 さ 50 倫 一 の に 時 古人 ※ 三 詩 半 WS 盾 
者 演 "つの の eo 時 7 包 欄 や 理 洲 で | 得 く 記 で 下 

頑 半 十 還 回 沼 呈 (で ) 引 よ 攻 "名 (1) そる 間 林 古 (⑳ 計 7 
軸 品 ()WSS 記 品 (人 で) 互生 や 束 完全 () 束 球 " 
な 品 ( 呈 ) 田 人 o ロ (大 力 SO や 控 次 No? 


福 密 ” 埋 財 玄 ーー 


YUU 
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/ 2020 年 4 月 16 日 一 
2 じゅ つと ちら | 75 開催 


「 ボ ス トン 美術 館 展 芸術 ペ カ 」 より 5 In 東京 者 美術 館 


権力 に 愛さ れ 友 芸術 品 | 


国宝 級 の 絵巻 物 2 作 品 が 里帰り する な ど 、 注 目 度 の 高い 「 ボ スト ン 美 術 館 展 芸術 メカ 」 。 
《 平 治 物語 絵巻 三条 殿 夜 討 巻 ) を は じ め 、 必 見 の 3 作品 を ピッ クア ッ プ 、 見 どこ ろ を ご 紹介 。 


CE 全 紅 用 見 困 泊 深 1 を ス サ 日 1 見 いす 屈 万 ク 年 ボス トン 美術 館 展 
いい 術 討 入 国 館 今 い 3 務 ト 本 9 し た る 指 点 シ 世 み 富 芸術 メカ 

る 富 関 と 巻 唐 宰 展 春美 ご ゅ ン 』 近 2 た の この に = 界 中 了 [WW 和 三 
" ゃ 係 パ ペン 絵 級 芸 よ 術 ょ た 美 5 代 5 動 は と 日 も ン と 

本 で ト 2 巻 と 術 り り 岡 術 3 美 < 物 で 本 上 ち を に 】 会 HGHC へ 7 月 5B 王 
人 の 人 人 

で 析 ) ン 唱 金 わ 旋 催 ひ 」 天 の 1 史 お 者 治ら 術 浮 る 幅 た 力 開 時 間 9 時 30 分 17 時 30 分 ( 金 、 

は 己 は が 治 れ ご どき と 日 償 中 9 に 必 モ 初 れ の 世 ボ 広 芸 に 520、517 は ご 20 時 。 入室 は 開 室 の 30 分 前 

っ が 作 切 里 紛 る で れつ 本 三 画 真 い 」 期 る コ 絵 ス さ 術 ま の 

芸 常 品 っ 帰 詩 絵 は る で と 1 ・。s 献 外 ぇ に が レ を ト と 旬 よ JICGc9 は 

術 に の て り 約 巻 っ あの 8 日 之 し 国 ス 大 ク は ン 質 品 つ アク セス ノ .R 上 時 公園 より 村上 7 分 

と 見 制 も を 守 物 日 ボ る つ 6 本 ` た 人 1 森 を シ ヒ 美 の の て Web wmoojptostn202 

カ え ぇ 作 切 果 全 人 本 ス な 3 美 そ ラフ 々 8 貝 の ョ あめ 人 高 数 人 回 展 【 補 岡 】7 有 (8 は ) こ 10 有 日) = 
ご 半 の り 際 た 表 ) 人 3 術 し = と 8 塚 礎 ジ い 々 本. 戸 10824BCH-2021 

と 条 レ 2 も 世 『* ピ CWU 
全休 義人 泌 美 か 9 長 ま p て ) 発 集 有 有 旧 5 レ ーー 


ほん ろう 


時 代 に 翻 妊 され た 
初代 "プリ ン セ モス: ロイヤル” 


メア リー・ ヘ ン リ エッ タ ・ ス チュ 
アー ト (1631-1660) は 、 チ ャ ー 
ルズ 1 世 と フラ ンス 王 ル イ 13 世 
の 妹 ヘ ン リ エッ タ ・ マ リア と の 
間 に 長女 と し て 生ま れる 。 フ ラ 
ンス 王室 で 長女 に 授け られ る 
「 マ ダム ・ ロ ワイ ヤル ] の 称号 を 
持つ 母 が 、 同じ も の を と 願っ た 
こと か ら 、「 プ リン セス ・ ロ イヤ 


見 逃 せな い 
作品 


N0.1 


る ル . 号 を 父 か ら ら た 。 
『 チ ャ ー ル ズ 1 世 」 ] の 季 二 を 父 か ら 授け られ た 
アン ソニ ー ヴ ァ ン ダイ ク オラ ンダ 総督 オラ ニ エ 公 ウィ レ 
ETKO6 和 油 秒 カン ヴァ ス ム 2 世 と 結婚 する も 、 夫 が 天然 = 一 
124.5x100.3cm ロン ドン 、 ナ ショ ナル ・ 
ず こ トレ ー ト ギャ リー の 六 で 急死 。 夫 の 死 か ら 8 日 後 、 
ーー ウィ レム 3 世 、 後 の イン グラ ン 
ド 王 を 出産 し 、 後見 人 に な っ た 。 = 
イン グラ ンド 王家 暗 系 図 ーー 
イク ^ ェ ッ タ ・  「 メ アリ ー 王 女 、 
タ で り と 
9) cewyew 。 チャー ルズ] 世 の 娘 」 
アン ソニ ー・ ヴ ァ ンダ イク 1637 年 項 = 
油 更 カン ヴァ ス 1321x106.3cm 
ボス トン > 美 条 前 二 
洗練 され た 青 を 基調 に 、 レー ス を = 
prE | アー | セン ふん だ ん に あし ら っ た 素 華 を ドレ ーー 
チャ ー ル ズ 2 世 | ヘン リエ ッ タ | ジェ ー ム ズ 2 選 ス を 着る メア リー は 、 当時 6 歳 。 
(630-1685) | 631-1660) | de33-1701) 主 族 と し て の 気品 が 華 う 。 一 


※ 時 空 旅人 別冊 「 ボ スト ン 美 術 館 一 権力 者 が 愛し た 芸術 一 ] (株 式 会 社 三栄 ) を 発売 予定 、 詳 し く は 三栄 の HP へ 。 Aoy 2020 男 の 瑞 れ 家 016 


STeuWutgrsaimy (本 便 ー3) 


⑪ ア メリ カ 館 2 階 の 展示 室 風景 。 ② 正 面 入 り 口 は クラ シカ ル な 雰囲気 。 ③ 蘭 
厳 さ が 涼 う ポス トン 美術 館 外 携 。④ 中 国 ・ 日 本 美術 部 長 を 務め た 岡倉 天心 。 


見 多 せ な い 
作品 


NU ル 評 マー ジョ リー の ブロ ー チ 
27 歳 と いう 若 さ で 、 父親 か ら シ リア ル の 食品 会 社 を 受け 
継い だ アメ リカ の 大 富豪 マー ジョ リー・ メ リウ ェ ザ ー・ ボ 
スト (1887-1973)。 お よる 2 億 5000 万 ドル の 資産 を 有 し 、 
4 度 の 結婚 を 経験 。 ロ シア 美術 を は じ め 、 数 々 の 美術 品 
を 収集 し た 。 バ パー ム ・ ビ ー チ を 冬 の ホワ イト ハウ ス に と 
アメ リカ 政府 に 大 邸宅 を 寄付 し た が 、 維持 費 の 問題 か ら 
マー ジョ リー に 返却 され た と いう 逸話 が 残る 。 


een per 


POSTUNT 


右 / マ ー ジ ョ リー、 55 歳 の 頃 。 オ フィ ス に て 。 左上 マー ジョ リー が 所 有 し 
て いた 青 華 な 別荘 [マー ル ・ ア ・ ラ ー ゴ ]。 現在 は 米 ・ ト ラン プ 大 統領 が 所 有 し 
て いる 。 左下 デマ ー ジ ョ リー が 受け 継い だ シリ アル の 食品 会 社 の ポス ター。 
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世界 で 最 ゼ リッ チ " な 女性 


ボス トン 美術 館 館 長 
マシ ュー テイ テル ウム 氏 


ポス トン 美術 館 館長 
マシ ュー 氏 よ 0 メッ セー ジ 


ボス トン 美術 館 と 日 本 の 関係 に は 、 

非常 に 長い 歴史 が あり 、 東 京 オ リン 

ビッ ク ・ パ バラ リンピック が 開催 され 

る 年 に 、 展覧 会 を 開催 で きる こと は 

大 変 な 喜び で す 。 長い とき を 超え て 、 
古今 東西 の 文化 か ら 権力 や リー ダー 

シッ プ と 深い 関わ り を も つ 作 品 を 本 
展 で お 楽し みく だ さい 。 


詳し い 内 容 は 
コチ ラ の 雑誌 で ! 


朗 

時 空 旅人 別冊 

「 大 人 が 鈴 た い 美 術 展 
2020] 


定価 980 円 (税込 ) ご 128 ペ ー ジ 


「 マ ー ジ ョ リー・ 
メリ ウェ ザー 

ポス ト の プロ ー チ 」 
オス カー・ ハ イマ ン 社 (アメ リカ 、1912 
年 上 立 ) 、 マ ー カ ス 社 (アメ リカ 、1892- 
1941) の た め に 製作 アメ リカ 、1929 年 
プラ チ ナ 、 ダ イヤ モン ド 、 エ メラ ルド 

胃 53x 横 5 4x 厚 さ 1.1om 

ポス トン 美術 衣 基 

中 央 に 配 さ れ た 60 カ ラッ ト の エメ ラル ド 、 その 周 
り を 13 個 の ティ アド ロッ プ の エメ ラル ド と ダイ 
ヤ モ ン ド 、 プラ チ ナ が 了 囲 む マ ー ジ ョ リー の ブロ ー 
チ 。 17 世 紀 に イン ド で 影 ら れ た エメ ラル ド は 、 正 
面 に 美しい アイ リス の 花 が 刻ま れ て いる 。 


。 の いみ y 法 秋 ペ remS 好 村 の S 


絵 リ な メ ン 術 に ン 
巻 | 女 ア グ を 品 よ セ 
登 の 性 リラ の の っ つっ プ 
平 プ の | ン な 数 て ト 
治 ロ ひ の ド か ん 々 生 に 
物 」 と 肖 王 で を み 
絵 2 曽 特 吉 き さら 
と 画 
巻 国 い ( "に すれ 東 
三室 わ 世 | 注 る た 西 
条 級 れ 界 ん 目 " 素 の 
殿 と た で ズ の 時 権 
夜 い マ 最 1 作 ら 
討 わ 1 も 世 品 し 者 
巻 れ ジ 裕 の い た 
る ョ 福 娘 イ 芸 ち 


aa Cemwia ame hr May し L Samum Pam wey hd 
APwL Baree he Pe Gmrmr Dewasrn frk IL mr My 
few mx md reAmdd Ruezi Fnd apiuned Pi 
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こい じゃ ら が た 9 た まる さ を じ ょ うど の ょ う ゃ の 
『 平 治 物 請 絵 巻 三条 殿 夜 対 巻 
鐘 食 時 代 (13 世 記 後 半 ) 紙 本 落 色 ii 
一 巻 ( 誕 41.3x 横 700.3cm) ボス トン 美術 蔵 Tea Wa elece 


IM 


[| 
肖 滑 抽 


日 本 に あれ ば 国宝 級 | い 時 5 ま 


平安 時 代 未 に 後 白河 上 皇 と 二条 天皇 や その 近臣 た ちの 対立 を ば ? 
背景 に 起こ っ た 平治 の 乱 を 描い た (平治 物語 巻 〉。 現在 、 数 \I ん 治 物 講 絵 巻 
差分 誤 さ れ て いる が 、 ボス トン 美術 館 所 呪 の 本 作品 は 、 藤 | 四 | HH 小 

原信 頼 と 源義 朝 ら が 後 白河 上 皇 の 御所 で ある 三条 典 を 角 没 


上 皇 を 拉致 する 場面 を 描い た も の 。 鎌倉 時 代 に 流行 し た 合 


絵巻 の 中 で も 最高 傑作 の ひと つ に 数 えら れる 優作 で ある 。 


公家 殿上 人 た ちか が 、 三 条 殿 


若い 公家 が 関白 近衛 基 実 
と 思わ れる 。 


さま や 、 弟 量 も の 細い 線 
で 車輪 を 描く こと で 、 凄 
まじ い ス ピー ド で 走る 牛 
車 を 表現 し て いる 。 


三条 殿 夜 討 巻 


414144 析 き 計 1111194101 
04511411 を 644】37044414 和 6 
1124 4 まま 79642 「 06835 
4 411411 28HkAT は 4(41 46031 
1 ト 4A5 7 1 まあ を ます 4 11453 8 る 
14241 ます 41 261 は 846 を 1 きま 
は 1121413 午 78165 ます | 
まもる 4 が ます 44 1 64 を は せる た 
44114 れ 4 1 2 
STORY STORY STORY 加 
夜 計 ち の 弁 き を 開き つけ て 、 人 上 中 を 連れ 出し 信二 調音 で は 、 上 原信 和泊 


軍 が 放っ た 火 に よっ て 、 燃 え 上 


へ 慌て て 参内 し て ゆく 。 生 車 1 が る 三条 左 。 火 花 を 上 び 、 湊 き 三条 殿 を 急 。 後 白河 上 皇 
か ら 少 し 顔 を の ぞ か せ て いる 和 ( す だ れ ) が 風 に な びく じい 勢い で 燃え る 炎 を 見 て 、 を 説き 伏せ て 内 裏 へ と 連れ 


邸 内 か ら 女 だ な ち も が 悲 鳴 を あげ 
な が ら 共 ぴ 出し て くる 。 


軍 が 数 百 騎 で 上 皇 の 御所 ・ 


ま % 火 を 放っ な 一 連 の あら ま 
し が とこ に 記さ れ て いる 。 


護衛 武官 た ち が 井戸 に 逃げ 込む 首 を 切り 落と す 
掲げ る 首 印 女 た ち の 姿 4 人 の 武者 
三条 刷 夜 襲 を 終え 、 帰 路 釣 式 の 炎 と 飛び 交 う 矢 か 控 足 で 逃げ 出し て きた 男 


に つく 一 行 。 そ の 後方 で 
は 、 武者 2 人 が 欧 刀 の 打 
柄 ( う ちえ ) に 首 印 を 掲げ 
て いる 。 首 の 主 は 三条 暴 
を 護衛 し て いた 大 江 家 中 
と 殿 平 泰 忠 で ある 。 


※ 時 空 旅人 別 同 「 ボ スト ン 美術 館 一 権 


ら 和 逃れ る た め に 、 次 々 と 
井戸 に 飛び 込む 女 た ち 。 


者 が 愛し た 芸術 一 ] (株 式 会 社 三栄 ) を 発売 予定 、 矢 し く は 三栄 の HP へ 。 


を 、 武者 た ち が 4 人 が か 
り で 押さ え 込み 、 今 まさ 


し か し 、 水 に 麗 れ て どん に 首 を 切り 落と す 様 子 が 
どん 井戸 に 昆 が 重なっ て 描か れ て いる 。 白眼 に さ 
いく 。 ま さ に 地獄 絵 図 の れ た 武者 の 残忍 な 表情 が 
よう な 交 景 が 広がる 。 克明 に 描か れ て いる 。 
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STORY 回 


三条 殿 の 邸 内 か ら 信 頼 : 義 朝 
軍 が 上 牌 を 連れ 出 そ う と し て い 
る 。 身 分 を 隠す た め 、 八 葉 車 を 


ボス トン 美術 館 日 本 美術 課長 
アン ・ ニ シム ラ ・ モ ー ス さん 
イチ オシ の 作品 ! 


詳細 に 描か れ た 
武者 の 装備 


武者 た ち が 身 に つけ て い 
る 大 位 (お お よろ い )・ 免 


使用 し て いる 。 廊 下 で 指示 し て (か ぶ と ) は 、 細 か な 絹 や 本 作 に は 12 世 紀 日 本 に お いて 、 異 な る 勢 カ が 
いる の は 義朝 の 郎党 佐渡 式 色分け まで 詳細 に 描か れ ぶつ か り 合 い 、 ひと つの 権力 を 確立 し よう と 


する 様子 が 描か れ て いま す 。 本 展 の コン セブ 


て お り 、 また 刀 や 』 ど 
93 ト 「 芸 術 メ カ ] を よく 表し て いる 作品 で す 。 


も 細か い 部 分 まで 忠実 に 
再現 され て いる 。 


部 大 夫 重 成 か 。 


も 
逃げ る 男 と 戦へ 向かう 騒乱 の 中 で 

それ を 追う 武者 公家 の 描き 分 け 逆行 する 牛車 も 
三条 帳 の 認 内 か ら 突 名 三条 眉 の 垣 (か き ) に 到 基 人 と 動物 、 邊 車 が 入り 乱 
び 出 し て きた 時 表 姿 の 男 。 し た 公家 た ち 。 刀 の 情 を れ 、 用 乱 と し た 様子 。 そ 
そし て 、 それ を 後ろ か ら 握る 者 や 、 弓矢 を 構え る ん な 雰囲気 に 興 礁 し 、 な 
追う 武者 。 今 、 まさに 臣 者 な ど 、 これ か ら 修 粗 か に け 突 名 送 行 す る 生 も 。 
者 が 男 を 蔵 妃 (なぎなた) に 挑 も うと 意気 込む 公表 その 思わ め ぬ 方 向 転換 に 、 
で ひと 突き する 見 気迫 る た ちの 様子 が 巧み に 描き 次 々 と 人 々 が 邊 車 の 下敷 
場面 が 描か れ て いる 。 分 けら れ て いる 。 き に な っ て いる 。 


(LOSE UP 


ー 行 を 先導 する 
武者 と 駿 馬 


三条 殿 を 後に する 信頼 : 義 朝 
軍 。 身 分 を 偽る た め 八 葉 車 に 


黒毛 の 馬 に 噂 り 、 代 、 生 2 
手 ( こ て )、 す ね 当 で まで . 乗せ られ た 上 皇 の 周 0 を 武者 
装束 の 全て を 黒 で 統一 し た ちか 取り 囲み 、 厳 重 に 警固 し 


た 武者 。 一 行 を 先導 する 
人 物 だ け あっ て 、 他 の 武 
者 と は 一 絹 を 画す よう な 
貫禄 が 感じ 取れ る 。 


て いる 。 和 牛車 の か た わら で 馬 に 
乗っ て いる 人 物 が 信頼 。 
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2020 


高度 経済 成長 期 そ し て 六 熟 期 を 経て 庶民 の 生活 も 様 変 り し た 「 昭 和 」。 
その 変化 の 大 き さ が 故 、 各 世 代 ご と に 忘れ が た い 「 昭 和 ] の シー ン が ある は ず 。 
今 も 各所 に 残る 、 心 に 焼き 付い た 「 昭 和 」 を 探す 旅 に 出かけ て みよ う 。 
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茨城 の シン ボル 筑波 山 に 
懐か し ラン ド 発 見 ! 


32 昭和 スポ ッ ト 較 昭和 の 休日 
ドラ イブ イン 飯 リ ポー ト 2020 


36 昭和 スポ ッ ト 較 阪 天 電車 に 乗っ て 浪速 の 旅 
懐か し チン 電 で 揺れ る 記憶 を 探し て 


42 昭和 スポ ッ ト 還 懐か し の 風景 を 求め て 日 帰り 旅行 
昭和 温泉 街 ! ザ !| 熱海 


46 昭和 スポ ッ ト 男 初め て フォ ー ク と ナイ フ を 持っ た 日 
昭和 の 徐 沢 [洋食 屋 」] で 忘れ られ な いあ の 味 
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昭和 の “元気 
ひと り 訪 ね を 


昭和 スポ ッ ト 圏 あの 湖 の レト ロス ポッ ト を 勝手 に ピックアップ ! 
相模 湖 セ レク ト テン ! 


昭和 スポ ッ ト 訪 レト ロ ゲ ー ム を 訪ね る 旅 
埼玉 群馬 を ウロ ウロ xx 

100 円 握っ て 懐か し レレ トロ ゲー ム 採 し 

胎 和 スポッ ト 還 懐か し の ボウ リン グ 坦 を 所 っ 10 ゲ ー ム 
あの 青春 を も うぅ 一 度 ! 投球 投げ 倒し 


昭和 スポ ッ ト 回 信 か し い 動物 園 で 呪 る 記憶 
ちょ うと いい 脱力 感 レト 動物 較 iFH 上 2 


昭和 スポ ッ ト 囲 フル ムー ン の 舞台 に も な っ た 
古 浪漫 の 情緒 が 息づく 温泉 宿 へ ! 


SPECIAL INTERVIEW 


| 難 情 人 相 HIIN ポ ドー ス @ 宮 半 己 肥 で で 妃 葛 中 ーー トー | 


[ 怒 記 | つ 2 の 泡 " 
ツ つ のり 寺 絡 先生 MIIN ペ 一 3 
負 S 区 民 早 


ー ひ や ぐ ざす 所 低 AR NG 性 映 中 還 G TS 区 INー」GT ふ 反 ー 品 年 つ せ 「 ホ マー テー トー トー」" 
RAMNNG 較 路 公 Q 洒 普 ・ 還 証 G 普 宅 軍 忠和 且 0PpQOJ? 


JQ6 
@ 


だ 


拘 覆 准 富 


め っ JQ い し OnG 屋 記 @ 
革 (ー の の の ) 直 で ? 古田 や 
三 以 唱 4S% [や ャ スー トー 
に に コト ou 0 二 3 いい に 3 


へ UN へ 代 やら 代 スヤ AT 


て へ 壇 G 報 々 G ユ へ 
NH 介 全 We 所 性 器 財 国 G 
SR 較 増 (N ふ ホー" K 素 へ ) 
G 鞭 生 w 慌 釘 つ し っ? 
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所 必 甘 公 億 さ 人 SO 丸 
地 舞 里 括 窒 路 察 @ 革 じ 


半 雪 義貴 各 剖 ぐ 記 宮 邊 りら 家 
怪 ポ RA 私 親骨 G 判 揚 葵 「 
ー ペ ー 過 」 わ ち つめ "京王 トー 選 
ー 徐 洋 本 会 誠 寄 學 弄 りつ 過半 
Pte 忠 尽 全 Q@ 届 ※※6 し 性 症 立 
Evo2 ぐ ” 臣 呈 上 察 せ y べ 8 八 べ 
凡 人 障 の 時 る し る や 到 写 会 め つ 
6 や 軸 攻 か トマ AH KK 
ふぐ SG 漠 近 流 据 た つ ^ 牙 粒 せ ハ 
キ と 私 B ル A 系 人 K 染 へ 表 粗 伴い へ 
ーーK さ 公 尺 当選 会 0 丸 " 宣 舞 中 
懲 福 曳 家 の 宮 *%0 レロ 導 芋 室生 
入選 る 々 じ る お の 唱 明 る 6 も 

MS 親 表 / 夫々 倒 愉 つ へ 私 
ふぐ っ 邊 一 宮 譲 定 和 ye の せ 
KEO: マ eSIS と で 
「 畠 尾 ト ーーWK 呪 妹 中 AN 2 暫 
科 し つ " り 選 壮 革 中 拓 和 (つの 
ゅ ご ) 蘭 く 丸和 巣 問 壮 つ お ホー 
か ー ぐ 王 る 幸 回 息 計 寮 信 [る 
JOS 選 ミー か 症 0 P20 JR 
80 お や さ で | の 赴 0 丸 26SS N ト 
人 nA 馬 へ 移 8 の 公家 寺 。 器 乱 族 


似 2 つ レ る が 6 つる" 境 衝 DSXA 
く ー せ 記 宣 足 N 寺 (つの) ぐ 
の や や そこ の いま マ りく トド 
SKK も か っ 中 一 選 症 窒 つ し る 
さ し " MG 王 や で ロ る 訪 待 束 人 0 
る 人 ぐ 倒 症 所 く KS で 全編 
6 人 S レ ン 選 レビ 。 主 邊 ぐー 時 て 
る 福 会 。 将 近 刀 り 衣 的 の 4Q 
ぶり 4 けり eeH6 つ 7 My 会 Q^ 
XX へ KK くさ さき 私 改 へ と [と マ 
ら 」 し 挟 <R 守 人 邊 そ ホ トー は 瑛 終 な 
めく 史記 う し 直 額 4K… 下 0 選 写 
計 線 求人 ダレ る 6 つ 5 親 表 S 判 
喉 ぐ GN ト AmAG 刊 代 K 入 て さ 
革 に へ て 御 K て 和 ふ へ トン 
h ト ANKP MG 王 も いつ 届く 倒 
細 つ 4 る"「 事 選 3 畠 必 K ふ て 
ミ き EmAD を 8 る 会 境 そ 
に 4 や て ーー で 
36 つ お 5 | 喘ぐ 衣 補 玉 せり で 臣 
会 避 時 GA" くも 会 0 る 
4 凸 攻 くせ 奈 回 べ ポ 有恒 
避 公 濃く ぐも 寺 塵 と 玉 0 お 
し 引 対 ン 朴 や mAJ つ お くも 
や " り 選 革 條 培 シ お 記 層 補選 
置 品 82 で ぐり て 寺 圭 5 束 軒 公 


S 移 陣 京 ^ 旦 史 理生 め 他 全く 会 
春 *0 の 庄 鉱 つじ し 赴 x@ 会 捉 繋 六 狼 
ぐし かい" 親 表 G 過 豆 記 G 更 
eo B:tS79FVULXAP く PEY-2 ト 9 
36 褐 表 年 RG SQ トー 邊 
ー 会 いち W る さも ちゃっ" 

建 合 つ AM へ 親 反 寺 宮 茎 ト 
ーー 悪 容 芽 る 人 ぐ SGSN「 公 
と く AK 補 一 色 下 月 に や 民 の) 
る 心 国立 記 押 人 0 レ る 6 つる 尽 ? 
将 6 中古 お ぐ 革 項 会 0S と な 
篤 。 | 参 ロ マ っ つら 柏 史 守り 2 
守 0 罰 2 の で 守 公 xn 守 古 も せ 表 


揚 ち WS80 レ つ j60 し 幅 臣 
ぐ 人 3 や *Q 還 を X 揚 G ト ーー 
ロ の 窒 民 つり の で る 忠 当 党 り 写 社 
局 る 4 と 展 震 只 f6 つ お "naQ 
SdK 記 とせ 計 折 的 四条 つじ ” 型 二 
製 中 を 系 へ AA 還 て 6 遇 中 
人 S く 会 の 弄 基 信和 多 し る 丸 符 ah6 つ 
守り 半 全 ちの 系 和 AA へ SG 遇 由 
で 会 宮 肖 や G 取 WT OAM 和 yQ 引 
篤 麻 人 @ ロ 0 し つが 0 し 困 6 つ 
人 MS 締り 起 れ G 到 G 迷 線 
篤 家 *% 避 ye し りく も か や 
4J^ SS 嗣 由 220Q 全 0 丸和 選 


に 5) に い 1 
5 長 
蘭 

1 ー 
韻 家 
に 
1 は 
1 和 - 

還 「 81a に 
2 内 
さ 肖 ミ 

) 六 

J6 や 
せま] 
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8( 記 )" 昌 会 口中 守 ぐ 問 と せ ^ 
ぐ ro の 届 障 つる we 山 嗣 導 1 
羽 祝 中 GS 中 0” 書 皿 串 中 で 
ト っ 牛 一 諸 征 せ 襲 つ 会 0 お 4 いも 
や 葉 避 お の ロ 会 ご 代 る ぐ ロ 月 
Kー 室 MS 需 や )J ン 圭 る 会 刺 
IE: で SEN で こい こい か こい 4 
OS る 倒 Q。 絶 下 天 ン や 9 
父 時 ぐ 証 り 鎧 宣 和信 お や や つつ 
し 喜 半 つね べく M の シ m7 M ぐ の 
の づつ 代案 QN へ 邊 一 光 皇 迷 志 会 
1 着 9 に で くん ミ 
る くし りら 0 ント ー」 っ JO る 
36 つや 篤 耶 抑 さ シン で 6 つ 応 
弁 4 穫 品詞 所 記 押 つじ 4 
穴 % も 束 に oh6 つ 7 説 裕 り 上 
に の idi ら に くく:w+ た = に とく) 
" Wh の 四 2o0 ne 挿 0 刀 に 半 
she 呈 竹 く 作 0 抽選 連 記 基 全 
YE て びく ト こ =IVF く I や て 
ー ぬ りり G 呈 性 GS 定 局 物色 控 じ 
る ne| 0 PG 篤 入会 ン 統 つつ 会 
や ? 尋 GK ふ 人 穫 NaQ487 親 凸 S 
北 Hh9Rー ト さ AS4SG 作 ら 守 
0O し る ねら つじ る 6 つね? 親 
表 せ 旧 AJ-SAJG 祭 倒 打 中 へ シ 
つ 丸 会 民 " SS 拒 史 寺 丸 表 

を 8 忌 天 つつ 会 お 4 の も 


べべ ふぐ 還 謝 公 県 人 OS 
蝶 っ し 咽 nNtQ 還 選 G 回 沿 


まさ ぐ 品 お 宙 同 称 庄 避 に 0 


ULMIII) 


選 つ いり " 問 革 家 肖 中 すく 小宮 
財 流 刻 %00 人 勾 G 王 定 距 NN 計 を 
義 世 中 鈴 握 生じ ke 症 唱 448 ン 
志 は に 0 代 7 My 鹿 K べ の っ の 
ポン 拍 皿 徐 つ る 8 4FAJAn 0 
3) 側 0 し 写り eno 会 2 の 2 つ 更 る 
や 27 親 表 共 壮 や 寄 0 し S の で 
人 り 8 全 0 や 生 全 所 称 
人 名 家電 が で 会 G 刀 6 忌 寮 じ 選 
EEsttYokSP こ 0 どー コ 
つら "NTNTT 赴 Ym 愉 2 の 
銘 才 亜人 く 会 案 交 会" 親 取 玉 
構 赴 やくし GS の る 友人 Q 釣り 旧 
2n 師 で し 会" 完全 
銘 巡 品 り 祝 癌 細 編 室 全 会) W じ 
[ 織 * SQe | きく し 4K 組 倒 人 S0 丸 


で "人 T 半 尽 や め 拓 衝 稀 会 Q^ 
加 宏 守 ぐ 8 軍 和 0 る る や る り ^ 


中 四 会 生 補 ン 80 し つ 0 応 
ぐせ 咽 了 補 4 で ツ つ し 玩 る 宮 ) 
る <e36< 親 表地 と く ペ ー6d4 周 
幸 "ポー ふく KG 聞く へ とら 十 
し 堅 屋 暖 \Q 届 皿 0 5 っ 和 
志 葬 67 概 ASS 会 
所 7% し 半 祭 有り AJso4S 0 で" か も 
鶴 6 や 示 愉 宮 や …0 し り ふ ) 
せ 弧 全 の 2 つ で さる お)” 親 衣 
キキ く ペ ー の の 議 代 8 率 Ye つ ^ 
MG 泡 ぐ 下 の 是 庫 完全 0 丸和 全 
ぐ Wv 叶 巡り 忘 し 祭 忠 h9 
G 宮 六 0 8? 
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屋 記 J っ 度 や 人 の やつ 
悦 で O レ 9 届 還 性 G 画 内 


OU 放 trElEt さ つの 
私 へ 氏 慌 りり ざり 避 扱 つ レ 
表 f#「 将 打上 侍 wyQG 全 7 
yoneG 全 人 e-] コ 到 や しるく 
Pd" 提 全 唱 福 抽 員 抽 信 串 宮 し 
性 41 笠 @ 給 起 )60 し る や お 
SA 多 宮 人 選 RH4O JP 
ぺり) 室 下 拉 GS 会 0 し で と 
っ の 手打 表 ひ AU 色色 県 や ン ロ 
OS い 岩 答 堅め 吾 咽 つじ 哲 給 十 の 
皇 来 了 d 和 いり 凸 導 皇 和 SS 
ふ A 和 公知 穫 志 や 5 の | 0 ビレ 
る 必 晶 碁 人 隊 る 条 交 おく つき 
放っ い りく ミコ くさ こ リー バ マ ルコ 


ST くだ で く P 
SON に を うく リル ・ 1 そ た 
n レ に ws 褒 ちゃ" 

皿 記 る 心 間 密 め 中 レ "時 窒 
や つじ 人 守 人 閉 宮地 く べつ 
とべ だ て くく デイ で ント ベー) 
SG の 識 つ ン だき 0 つれ 6 0 ピ 
Qt の 旧 魏 DeeS" 打 革 の 0 
ンー いび に つこ や | 
0Q? 哲人 く 会 の 條 8 押 和 ひ 
4J 列 ン 章 Ke つ 。 過 押 称 人 民 he 設 
間 2oS 0 る こつ し ゃ りく も も で? 
23) 全 ら 0 P。 の 肖 公 YSr 
3 拉 40 ン 0 レ つ Me いつ や yo 
折 G 野 せ 畑 6 つ 信 9 0 会 ぬき 
い * 肝 し の 十 所 GR 和 人 S 
36 つ 代 会 の 喝 り My 計上 折 会 ぐ く 


ー 和 人 0 Pon SS 人 
ね と ゃ つ " AA さも A 人 る と 
全 0 丸 。 時 宗室 下 全 おり 到 m" 
団 写 谷 り 半 仙人 夜 る お SA07 
さい に ま Po くつ / 
つる が 6 和民 " 

つり 誤 G 半 味 "トー ルー っ の 折 
シン 辻 0Q レ つる 6 つ 信 5 
革 思 説 塵 全社 居 塵 公国 
候補" MG お 塵 刀 札 控 
世 ぐ 往 褒 革 沿 や じ る 0 PiG 全 の つ 
Se や 四 府 塵 ぐ 基 *0 っ の 親 祭 江 
七 つ レ る neO っ 2 選 乱 お 親 並 で 
第 中 避 球 レン S マ 宮入 章 つや 
Sc びー トペ 
部 ffMnB80 レ 46 和 a Oo 
時 慌 6 仙 家 拭 し R つ へ 私 


親 密 せ 町 全 収 写 め 王 う し うだ" 
本 人 症 つ う い 半 せ の 0 の 得 全 0 マン YET 


吾 公 eeY 6 下り 補 会 ポム 
へ 負 私 称 記 Ak 月 生じ Oh 
っ っ 会 届 引 つ ン 明 0 る 6 生 " 
時 宙 る 人 室 記 SoG 公 ロ 
攻守 むし 8 ン て ふつ に と て 御代 
も で 齋 品 を 休 邊 その 得 還 
つい し る か 

EE の の の が で 9 
味 全 の 0AJy20 家 0 じ る て" 
SG 守 引 く 態 0 レ る 丸 陳 RSXS 
で 主 の 貸 つ ン 0 つ enaJB い 


ュ コリ へ つ 溢 つ ン の 明る 6 生 り も の 7 


り 守 会 把 提 因 の 3QG 李 
W の 親 家 SSke りり 8 思 会 "MVS 
べ や 人 生 [AA や ミロ つ お] 
人 98 で 光る し ろうし ほ つ る りつ 会 
必 明 0 る" 
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ーー さ 
ガラ と ド 
ガマ 洞窟 と ミニ 遊園 地 、 土産 物 店 、 レ スト ラン か ら 
な る 筑波 山 山 枚 の ドラ イブ イン & レ ジャ ー 施 設 。 そ 
の な ん と も いえ な い ゴ チャ マ ゼ 感 が 昭和 を ひし ひし 
と 感じ させ て くれ る 。 園内 に は 前 足 が 4 本 、 後 足 が 6 
本 の 四 六 の ニホン ヒキ ガエル が 生息 する 池 も ある 。 


ラン 。 


筑波 山 ケ ー ブ ル カー 直営 の レス ト 


昔 は 2 階 部 分 が ゆっ くり と 回 っ て 、 椅 子 


に いな が ら に し て 360 度 の 展望 が 楽し め 


た が 、10 年 ほど 前 か ら 回 っ て いな い 。 


風 


が 強く な けれ ば 3 階 の 屋上 展望 台 へ も 上 
れる 。 右 は 回 っ て いた 頃 の 古 写真 。 


ル 戻 無 ぐ 8" 狂 揚 避 SN 


に EGOEStSEcIOE く E で で 科 
お る 所 舗 K マ ーK 人 MS 
: つ 会 つ ^ GAJo 世 上 ら 球 6 : 
| 扶 尽 る い 斉 会 宮 2" SG 丈 り | 
: 静 G 形 次 称 往 人 Q” 表明 》 
: mAOB4R 知 は 6 る で 忌 代 全 5 


| 軍 替 選 生 ン 飯 や で 記 
| 掛か やく W 葉 民 G 県 


更 司 弄 ぐ RG 京 三 績 ヨ 環 人 
0 し る 所 胡 ヨ SG 臣 電 JO : 
: 稚 D レ xn" に りり 会 > の 0 
: 所 守 共 0 く り 要 ンコ 会 Gー : 
| 王 記 難 会 例 QQ つ る GP” 由 彰 球 
ご ホー トミ ボーロ 全 "所 腔 
| コホート ミネ ホー で 表 四 計時 (この : 
: Qe)G 詩 肖 和 る 心中 る 敵 晶 和 浴 
in 惑 理 の 日 G 知 中 り 惑 理 : 


寺 


1 co 日 G 刀 演 回 皿 叶 ぐつ oc 
1 日記 oo 握ら 7 六 PhOG 冠 
1 会 Q@ 革 絡 つ る 忠 瑞 系 固 認 Q 選 < 
| 下記 加 の 涯 懇 oxe" 医 記 還 時 
: (ご の い マ ) 守 全 Q 反 S く 時 思 る 丸 福 
| 製 喘 手 家 嘱 隷 G 志 党 の 球 避 か と: 
: 一 小室 謀 交 吾 モリ)G ホ ー ト へ: 
| ペー46Q ン @ 到 玉 NYA 皿 朋 ヨ ヨ 可 
て) 別 さく SS も Sneo MG 所 
: 理音 共 し CRSn 肖 ヨル ロ 


第 江 出 梅 机 


筑波 山 の 中 腹 の 4.5ha の 園内 〔 


ガマ の 油 の ひみ つ 


縁日 な ど で 


江戸 時 代 中 期 か ら 


こ 約 


いた と いう 
の 油 。 実際 は きち ん と し た 


傷 薬 の 軟 


ロ 上 巧み に 売ら れ て 


ガマ 


1000 本 の 紅白 の 梅 が 咲 く 。 筑 波 石 と 


呼ば れる 班 れい 石 の 世 


岩 と の コン ト 


う 。 筑波 山麓 は 湿地 


スト も 美しく 、 憩い の 場所 と な っ 
て お り 、 昔ながら の ガマ の 油 売 り の 
ロ 上 を 見 る こと が で きる 。 


ラ 


が 多く ガマ が 生息 し て いた 
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iP 


ち ! ょ | っ! と 圭 』 り | 首 
昔ながら の コロ ッ ケ を 探し に 


町 の 人 々 が こぞって 買っ て 


区 城 県 桜川 市 真 難 町 真壁 198-59 
谷 0296-55-0140 営業 時 間 .10:00 一 19:00 定価 
日 嘱 アク セス JR「 大 和歌] より 車 で 約 15 分 


ー く トー 避 庄 G ャ レー ふぐ 帳 還 人 本 
喜 や " 窒 c の 政 千 ” 持 史 利 公 中 写 


オー トレ スト ラン 


意 己 門 ( 己 人 所 還 泥 ) 室 介 
9 りり し の 民 ① 記 じ る rQ“ 
民 案 棚 押 太 結 咽 全 G 叶 維 
次 史 叶 ふし ゴ 懲 句 貴信 
閉 ? 会 心 壁 列 品 く 
ご つ 鐘 人 Q ン 失 Ro 章 中 避 
m40 レ vn9G 篤 表 さ へ 私 
く ヘ ー 是 維 容 坦 ” 宮 Sp 
纏 つ ね RA 公 G 系 一 中 


Br ホース 宮 @ 筆 ら 困 衣 宮 77 
や パート PWF se 
MeQ 全 値 志 手 如 や 1 ここ 
お NoJ くさ ホー 所 や 了 S 
拓 せ せき ン 如 環 喝 2 束 会 お る MG 人 S 窒 相 社 一 へ 
[ポーー さ KA へ] と 「 四 愛 左 呈 ーー ベー 旬 毅 べつ お りつ で 会 この 2 
ー ホ ー」 信 G 幅 漂 で 所 本 コ の つつ 怒 和 ANG 普 よる 李 r 燥 
の の 計 ジ 作品 天 寂 戦 SH 写 " 握ら 帳 完 ホー へ る に 紹 
AHAKK ト 光 匠 菩 つ "りり や ン リ 7 枝 銘 守 で お を 山 則 き 
人 で る 0 丸 畠 つ 和 0 近 ら 坦 お " "ハロ リー 如 展 守 へ uo 人 pn 半 
BNSUSRNG SMC 人 0 レ つ で 公 必 か ヨー ハー 計 トト コ 2 1 
90 つ 人 つづ 総 中 中 へ 療 上 や 手 ね つ し 名 包 束 肌 和 JR さ 名 馬 
60 ポーー さ ベー 選 へ A 知 く 和 一 芽 GA AKG 到 宜 宮 人 る 還 
公 谷 PSxeG 窟 "人 回 葵 MMS や 銀 球 " 選 ⑱ ロ オ キー ミー ツル 思 W | 6 
壁 公 つる 加 民 腸 計 税 人 "eK ヘー 知識 つや " 思 公 の 民 ご 当 を 
紅 吐 くり る りら 同相 で 笠 要 Gーーー ス NN 電 昌 還 制 
骨 尺 u 宮 か 和室 eSGCArASUSNAKoR ! 

選 避 QNO [RA へ 公 くく 全員 鱗 容 部 つじ る 時 守 
則 " まま 絢 容 己 ら 半 忠 切 し 遇 の R ロ KR 

る JOSn 半 天天 記 に 

製 し 4GQ 避 民 肝 古 加 コ 還 

る 


県 道 14 号 線 沿い に 見 えて くる 伊勢 崎 店 。 レト ロ さ を 残 
す オ レン ジ 色 の 外観 に 気持 ち が 高ぶる の が わか つた 。 
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ーー デュー デー ーー ヤー hg 還 > で @) で の 提 ご そ の @* で > 


と 
特集 「 昭 和 」 を めぐ る ひと り 旅 。 誤 還 3 ルル 2 


外側 は 両面 て ん が り と 焼 
き 上 が り 、 サ クッ と し た 
論 太 に 中 の 柔らか な ハム 
が 帳 中 を 楽し ませ て くれ 
る 。 NN 


ガー リッ ク の 効い た 
マヨ ネー ズ 風 味 


さ 
オレ ンジ ハッ ト 伊 勢 崎 店 
長年 女性 が や られ て いた の を / 年 前 に 現在 の オ 
ー ナ ー・ 椎 名 さん が 引き 継い だ 。 店 内 に は 富士 
電機 類 類 自販 機 で うど ん 、 そ ば 、 ラー メン が 味 
わ え る 2 台 の ほか 、 ト ー ス ト 自 販 機 も ある 。 そ 
の ほか 店 内 に は 新旧 の ゲー ム 機 が 揃う 。 


上 ノボ タン を 押す と 40 秒 で アル ミホ イ 『 
ル に 包ま れ た 熱々 の トー スト が 出 て くる 。 

中 調理 中 は 「 ト ー ス ト 中 」 が 点 減 。 下 ン 

火傷 防止 の 配慮 し 、 ちゃ ん と トン グ が 添 

えら れ て いる の に も 優し さ を 感じ る 。 


の さい さっ ぱり と し た シ の の 
\ ン 畠 泊 味 が 美味! キャ 
良い シナ チク 


ヽ へ あ < ン せ が た 5 ーー 

ジジ ーー ニー 絶品 チャ ーシュ ー - 
1 pn、 

キー ホル ダー は 900 円 、 マグ ネッ ト は 400 円 。 その 他 = の 


グッ ズ は トー トバ ッ グ 3500 円 、T シ ャ ツ 2000 円 。 


店 内 は ゲー ム ス ペ ー ス 


の ほか 、 飲食 スペ ー ス ラー メン 自販 機 は 醤油 ラ 


が 10 席 用 意 さ れ て いる 。 ー メ ン と 玉 ル ーシュ ー 畑 上 
朝 か ら 近所 の 住人 が ゲ が 選べ る 。|ー メ ン に ば 
ー ム を し た り 、 この 店 チャ ー シ ジ 制 一 2 枚 、 チャ 
で 旨 ご し て いる 。 ーシュ ー 理 は 3 放 付 。 大 休 め 人 


癒し の ナル 中 末 の ちぢれ 麺 


ふ 与 、。 自 販 機 食品 メー カー が 運営 す 自販 機 食堂 
つつ: る 自販 機 食堂 麺類 の 自販 機 、 主人 市 軍 293.3 パ レス 
オリ ジ ナ ルキ ー ホ ル ダ ー や ス 24 4 
休 ア 
テッ カー な ど グ ッ ズ が 揃う の 下品 C」 よ り 車 で 約 15 分 昭和 自販 
も ここ な ら で は 。 トースト サ 相 / う どん ぁ そ HB 講和)、 ハ 
クー テン バー ガー の 自販 欄 に ネギ 入り チャ ーシュ ー ご ンド は チョ コチ ー ズ シナ モン 竹本 の ング 
は ん 300。 違 か し い COSMO5 自 販 織 も 発見 味 (不定 期 で 変更 ) も 提供 。 


本 割 と さっ ぱり 味 の 
全部 飲め る スー プ ! 


但 『「】 
ト eo 
「 
主役 の お 掲げ 
県 道 沿 い の 癒し の オア シ 
さ 
..N い オレ ンジ ハッ ト 数 塚 店 
: べべ 0 に の 県 道 沿い に ある 太田 市 の オレ ンジ ハッ ト 数 細 店 。 
3 po 電池 0 <* オー ナー の 桜井 さん が 昭和 63 年 (1988) か ら ひ 
を 282 名 | きっ ね うと ん | の 大 き な 板 が ある 。 良い 癌 じ に 。 / で 包ん で いる 。 当時 は 全国 で 60 店 近く あ 


に 合 いも 衣 攻 が あ 
ーー っ た オレ ンジ ハッ ト も 現在 は 有馬 内 に 4 店 人 


ー ム た つぶ ぷり の 頼 が た つ ム 機 が 出迎え て くれ 、 奥 に は 自販 と な つた 。 こ こ に も 自販 機 卸 三家 が 揃 つ て いる 。 
ぷり 入 つ た きつ ね うど ん 。 機 が 待つ て いる 。 レト ロ ゲ ー ム の 。 
ほか 新しい 機種 も あつ た 。 


『 ~] お げ も 美味 し い 3 れん じ は っ と や ぶ づ か て ん 
| 昭和 な 昼食 ーーーーー 


味わい 深い 出汁 に ボリ ュ 


5 菓子 1 台 


ふわ ふわ が た ま ら な い 
放 わ ら か バン ズ 


ジ 温め る と 最高 と 
ンバーグ ! 絶妙 な チー ズ 


は 2 
地元 夫 の 戸 を も 4 
と に 作 つ た コラ 
ボ ポ バーガー。 結 
構 議 い ソー ス に 
ハン バー ガー、 
ハム が の つた 殴 
ー 沢 な 一 品 。 ふ か 
ei aa 1 ぶ か の パン ズ も 
① う どん 、 そば な どの 自販 機 が 並ぶ 。③ 商 品 補充 の 様子 。③ レ 対 コ ゲー ム 機 も 多い 。③④ 上 尾 市 か ら 来 た と いう ご 美味 し く 、 食 べ 
夫婦 。 ご 主人 は オー トバ イ が 趣味 で 愛車 は ホン ダ の CB400。 ③ 姜 が 見 える 席 で チー ズバ パー ガー を いた だ く 。 や すさ が 魅 力 。 日 
食 感 も 良い 
ボリ ュー ム 増 の ハム 
の 王 - ま ま あ を - す キキ も 加太 】 うそ し か 物 二 で に ル て バ ち 定 ト 的 
ン 見 こ ご が ら ン 辛 辛 1 *" し ぎ ハ 道 そ に うく り が が よこ ダ い 1 ょ の 1 地 気 
を に の 夫 る に チ い コ の か こい だ ッ を し 見 言 な ま 食 少 2 1 た ガ う キス ーー を 
は ま 二 は る ます し も すず マ よ 琶 そま うに まま ル ま こも どく 由 邊 人 
に た は に ラ つ あの ポ | 2 で 1 た 人 区 往 向 て て て た ら か パパ 集 開 の 来 ホ や 販 
運 の ご 遺 | ね る 好 バ パ ズ 種 は ム “ 塚 左 か く 今 買 よ れ っ 1 め け キ た ル ご 機 直 
び だ 主 過 メ う 辛 き | パ を 昼 か 中 店 往 う れ 日 い "る た だ て ば 1 男 ダ 飯食 し 
な と 人 “" ン ど さ の ガ 1 い 食 ら に し は た の に 今 自 か つい こ ホ 性 | の 堂 て 
が い の 界 自 ん が 眼力 た に 新 稀 に な 大 吾 示 で らら る うん も の 自 二 貼 
ら う ツレ し 販 を 美 分 "1 だ 日 機 今 着 が 田 刊 る まぁ 僅 当 の い ダ う 自 生 へ 市 
ココ "1 か 機 求 味 に こ に < く 当 種 も いら 市 品 ん た は 温 時 だ っ 1 ど 販 機 ~ 
懐 六 リ け の め だ と の 限 こ て ま 現 た 一 数 を で ます か は と た を ん 機 の この 
を 間欠 ま 時 また る の た る 半 和 0 る も ま 間 す だ たと 2 と 和 T 提 まま 司る 人 
し ラグ み で 立た て り の に ハ が の は レレ へ し 選 僧 く 食 シ う 1 ハ あ か に の 
い 1] の る 話 ち “も 羊 ピ “" ン 並 侍 昼 シン “ そ "か 助 べ ビ “ホレ ン る 限 は 目 
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特集 「 昭 和 」 


※ 


上 19 時 に な る と あたり は も う 真 
つ 暗 に な つて いた 。 ピ ンク と 白 と 
黄色 の 看板 が 通り の 中 で も 目立つ 


こぶ し 大 の ジュ ー シ ー な チキ ン は 
自販 機 と は 思え 広美 味 し さ で 、 食 
べ 応え 抜群 。 ポテ トモ 美味 。 


て いた 。 下 プ う どん 、 そば の ほか 
に も オー プン 当初 か ら 使用 され る 
古い スナ ッ ク 用 自販 機 も 置か れる 。 


珍し い 自販 機 メ シ に 
激安 200 円 の 天ぷら そば で 
爆 食 ラス Po キ ー ト ! 


①8 種 の 商品 が ある 二 
チレ イ 自 販 機 。②2 本 
入り の ホッ ドド ッ ク は 
320 円 。③ 台 湾 飯 は ス 
プー ン 付 き 。 ③ 豆 板 豆 


人 た 思 ド し ね 
は 本 下 か 十 づ に い は て 漠 ま っ も 商 "いで 3 すこ し 渡 1 は り い ぃ い ラ て * 
本 合作 ほお まほ 全 雪 量 理 で 科 0 全 人 選 時 業 (生計 の イ <《 味 
の 所 ス さき に と 多 の は た も ば けい を 主 に わ 0 と は い 頃 残 ] 主 車 買 バ れ も 
店 に ト を 満 も く で り も い の を た 作 の し え 円 に 力 た に る ま 県 に へ い ]1 た ず 
に 。 残 ラ 思 た う の 交 答 の た ほ 作 いつ っ 小 て る の “ 食 "は 貴 ん 久 別 と 物 と “っ 
行 る ン ン sm20 竹 通 が の だ か り “て 林 い こ 天 何 に 到 す 重 s 喜 れ 戻 を 思 昼 と 
ご Il れ | ) 起 れ 時 が 量 進 ' い チ た だ 良さ る と ぶよ ま 着 つっ な く 〈 く 市 を る し わ 時 変 
間 昌 Nih ま だ キ く か そん の だ ら り そし か で に 多才 "れれ だ あめ 
か いう しい 過 き さる “" ン て ら を に が “ そ 薦 天 た り 軒 あげ が 店 る っ ら 
考 る わ て た ぎ 来 く こ の 腹 を ね ふま も 聞 ミ 食 ば いぶ の 日 だ こる て あの 男 た な 
9K 証 紳 証 唐 還 証 細 生還 り あ は ポニ っ け ソ ベ が た ら は も る " こ Fm 向 っ 中 性 か い 
人 誠 議論 た ト た 名 コク 5 0 は は 時 も 旧 計 1 2 「 食 員 かみ 
は ュ に つ 0 思 か 
た 押 が すか 服 た 時 時 も の あう 日 3 を 0 盾 を 前 2 川 ま ト た べ い い 


E コ | 


Shewe 


シャ ワー も 使え る 有難 き 場 所 

オー トバ パー ラー まん ぶ く 

昭和 45 年 (1970) に 創業 し た オー ト パ ー ラ ー ま 

ん ぶ ぷく 。 店 内 に は うど ん 、 そば の 自販 機 の ほか 

ニチ レイ の 食品 自販 機 も あり 。 そ の ほか 洗濯 コ 

ー ナ ー や シャ ワー も 2 室 あ る 。 広い 駐車 場 で 停 

めやす く 食 事 以外 に 使用 し て いる 客 も 多い 。 

お 一 と ば ー ら ー ま ん ぷ 

埼玉 県 久 豆 市 森村 東 4-19-11 

杖 0480-52-2175 

営業 時 間 24 時 間 定休 無休 アク セス 東北 

自動 車道 「 加 須 IC」 よ り 車 で 約 10 分 昭和 自 暫 う 

し & そ ば 1 台 、 昌 清 1 台 その 他 の 自 阪 揚 プ ジュ ー ス 5 
台 、 カ ッ プラ ー メ ン 2 台 、 お 菓子 2 台 


く 


右 /2 障 は ゲー ム 再 


の 妙 い た 台湾 飯 は 後に コー ナー。 中 、 を / 天 ぷら そば の ほか 、 
引く 辛 さ が 良い 。 この 日 は ゲー ム を 愉 純 防 つ つ ホ ッ ト ド ッ ク を 食し た 。 
ed 細め で 歯ごたえ あり ! 昔 の 自販 機 大 集合 
om 自販 機 の 仕組 みや 歴史 を 学べ る 
PAS 
: 世界 で 最初 の 自販 機 と 伝わる わく わく 自販 機 
エジプト で 考案 され た 「 聖 水 ミュ ー ジ アム 
ーー 自販 機 」 の レブ リカ や 、[「 順 水 前 和田 
た つた 25 秒 で 熱々 の 型 ジュ ー ス 自販 機 」 な どの レ 全 庫 9:0016: ーー の 自 了 
大 ぶら そば が 叶わ える 。 トロ な 製品 か ら 、 最 新 の 省 工 30 定休 電 、 選 、g 四 Pe 
つか り 天 ぶら も 付い ネ 自 販 機 まで 。 そ の 歴史 や 仕 和光 = ス を ど 18 を 
200 円 は 少な めで も 組み な ど を 学ぶ こと が で きる 。 崎 C」 よ り 証 で 約 30 分 に ュ 見 学 で きる 。 


相当 お 得 感 が ある 。 


ーー ーー ティ マイ そそ ーー テニ マ パ 


昭和 


ン 電 で 


に 所 ら れ 、"The 大 阪 !" を 満喫 する 。 


昼 を 探し て 


し チ 
記 


"チン 電 " の 愛称 で 親しま れ て いる 大 阪 唯一 の 路面 電車 ・ 阪 堺 電車 。 


昭和 の 時 を 今 も の どか に 刻む 電車 


懐か 
叶 揺れ る 


う 


リッ マン カー 


あ 


則 
SS 


語 だ 着信 技 
も 新選 界 の 鯨 『 


っ パー の ) 


中 へ 本 @ 選 上 菩 別 ン 振 判 時 
俺 ご 上 っ 暴 区 GS へ く ユ ーー 


* よ A ホ ヘー” 話 補 眼 ぐ Q 
図り" 一 居 寺 祝 ぐ 皮 拘 笠 お ^Y 
ーー” ヤーA 7 ヤー へ 、 剛直 的 
HH 届 り 悪 の ぐつ るい ント) 地 交 装 
と 半 さ やう マン "「 但 ー。 り 守 有り 守 7 
り ぐ 往 …… る る 4Q7 くつ 生 
宙 8 人 SF る Q の 性 皇 線 ト も や へ 
KK 避 弄 る 閉じ や で 各 愉 W 久 な 
っ ー に に れ せ こ いで る 還 ) ナ ー) 
せ 抜 時 人 SG 則 記 ぐ 握 王 明和 
いぶ < 9 リト ざく 

1 に に RI ソー ニャ だろ 
NE た で 間 証 (3 ルー に で 
(ご ご の ) 詳 望 呈 寺 環 \ つ ピ 
訓 潤 つや 畔 球 編 写 操り) 堂 陸 編 
司 全 で ト へ 観 、 ぐ 王 深 し 4 の K ロ 
一 宮 表 介 家 くり る hG” 凶 記 せ 較 臣 


SHOOTING 
由 


TARGET 
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大 阪 き っ て の 歓楽 街 


開 ど 看板 が イ 
ンク ト 抜群 ! 


佑二 抽 晃 0 か 到 王 天 人 ( 一 計 所 


| 


特集 「 昭 和 ] を めぐ る ひと 5 旅 。 


て 但 * も 人 形 朝 に な っ て いる 


い = に バ 業 分 が 天 趣 
こき の 店 先 に 名 座 し て 人 後 円 ロ る 王 
QA た 間 た こ 和 き の 看板 。 し の は 大 着 
Ne て ご 2 阪 途 飼 町 
いと 路 市 中 史 ・ 
の も 数 合 具 っ 全 
上 日 | ロロ * 簡 村 補い 
臣 せ に 登ら 是 
市 1 て ま ご 2 導 
側 ト 約 た 佑 つ と 
の ル 18 が 留 の 上 
基 ご mm る 場 路 町 
1970 年 代 の 天王 寺 駅 前 の 信久 場 の 点 と で 営 で 線 線 
ーー 賑わい 。 上 町 線 の 始発 駅 と な る 。 
う 』 
喫茶 ドレ ミ 
・ . 通天閣 の 真下 に 年 で 59。 Ace 
に り > 遇 光る も Ges 尋 較 吉 


"ーー 時 の 攻 上 計 と 同時 に 〒 寺 ニン 
『 7, 放 食 祥 に 通う 近所 の お 一 染み さん 
EKt 請 間 も 多い 。 創業 時 か ら の ご だ わり は 、 

屋上 で 自家 千 弄 し て いる コー ヒー。 

ーー 香り 筐 か な コー ヒー は 、 自慢 の 厚 焼 


Ro 語 ホッ ト ケ ー キ ビ の 相性 も 抜群 だ 。 


席 と GR 3 
ミ NRN| KW2 
Et と 


4 


① 紹 和 レ トロ ムー ド 満 載 の 店 内 。 ② 英 導 満 面 の 
スタ ッ フ 山本 薫 さ ん 。③ モ ー ニ ング サー ビス は 
1 が ザン ドイ ラチ 提 ① 昔 か ら の マッ チ は 
理 テ チミ な デ 選 4 多 計ら 入 気 の ホ ッ トクー 提 
(700 円 ) は sa し っ か り 厚 めで マフ ィ ン の よう 。 
口当たり も し っ か り 。 @ 肖 天 開 の 真下 で 営業 
3 bi 4 圭 


ri 


037 | 男 の 隠れ 察 AAqy 2020 


。 


sit SS ま 、 も ミキ 


/ 足 の 衣 を な - で ) 
| な で 。 幸 せ に な れ | 
ます よー に ! / 


① 新 世界 の アイ ドル 、 ビリ ケン に は あちこち で 出会え る 。 足 の 裏 に 
診 る と ご 和 益 が ある と か 。 ② ど 派手 な 看板 の オン バレ ー ド ! ⑬ 射 的 


/ が 味わえ る ⑭ 特 上 束 5 本 盛り 合わ せ (1500 円 ) 。 


ひと 味 違う 
帆 立 由 柱 い くら の せ 、 黒毛 和 生 、 
串カツ 王将 倶楽部 に < の 4 の せな と を 
"” 味 し た 個性 的 な 内 容 。 長 さ 30cm 
店 名 の ご と く 前 身 は 将 模 倶 楽 部 で 、 看板 も 者 琵 の 加 カ ツ も 名 物 だ 。 
その まま 利用 。 素材 に こだわ り 、 薄 衣 で カ NM 
ラリ と 軽く 揚げ た 申 カツ が 


①1 階 は 昭和 の 酒場 の よう な イン テリ ア 空 間 
に 改装 。 カ ウン ター で ひと り 飲 み を 愉し む 。 
@ 元 気 あふ れる 店 主 の 北村 周一 さん 。⑬2 蛇 
、、 席 は 特 損 倶 楽 部 だ うた 当時 の 面影 が 残る 。 


23:00、11:00=-2 


足 の せ コ と 関 の 界 阪 8 沢 劇 や 大 手 繁 天 花 ま 駅 今 膝 る は 
人 
つ ち 一 奏 記 守る ら * 町 -: の だ な な -!-\ を エ は 線 生 は の 天上 
いこ と を 全 り 堺 職 が 通 " ど が * コ で シッ な 上 る 恵一 王 に 
つ ち 言 撫 撮 神 方 の 一 天 最 巡ら - で テン 、 フ . ん に を 美恵 寺 あ 
ぃ い に わ で 影 と 面 西 記 閣 初 り の あ コ そ ポ ボー ェ と 見 佑 須 美 駅 べ 
撫 鎖 れる も し も 上 成 の の に た 昭 る テ の ルル い ど 笠 町 妥 前 の 
で 肉 、 と 欠 て 見 も 展 向 く 和 / 感 央 と 搭 つ こそ か 町 一 ハ 
て , す 。 通 率 か 人 え そ と 。 思 か な カ 名 は や す と て ろ % ら と ル 
し る 天 せ せ 気 て し " 台 っ る フ 物 ま か る も も は 館 終 の カ 
ま ビ 閥 に な の いて 眼 か た 場 エ の ささ 大 衝 新 色 に 点 各 通 ス 
つり や な い ビ た だ た 阪 下 ら 高 所 ' 串 に 阪 さ 世 々 上 策 の 僅 天 が 
た ケ 新 れ " リ * 堺 の は さ が 大 揚 。 色 随 れ 界 あ 央 コ 留 問 そ 
5 ン 世 ま ヶ 通 電 新 '1 盛 衆 げ ザ の 一 る "る ^ 浜 場 の び 
の 界 っ ン 天 車 世 大 0 り 演 屋 ・ 派 の 通 浪 が 寺 "お え 


名 
る 


特集 「 和 」 を めく る ひと り 。 攻 3 ほ 2 の グ P2773E コ 
1 3 二 除 へ“ 


| 右手 が 上 な ら 
調 売 発達 珠 | 


| は 家内 安全 / 


① 村 理 社 ( な 尽く し ゃ ) の 招福 猫 。 月 初め の 「 初 辰 日 ] に 小 猫 を 1 体 ずつ 集め 、 
48 体 集め た と ご ろ で 中 獲 1 体 に 交換 。 さ ら は 続け て 大 猫 を 揃え る と 大 須 成 就 
と な る 。 右手 招き は 商売 生成 左手 は 家内 安全 。 @ 正 面 島 居 か ら 阪 堺 電車 が 
通っ て いく の 見 る 。③ 急 な 上 り 下 り で 知ら れる 赤い 反 橋 を 渡っ て 本 殿 へ 。 


浜寺 駅 前 に ある 明治 40 年 (1907) 創 
業 の 老舗 和菓子 処 。 昔ながら の 松 赴 
だ ん ご が 名 物 と し て 知ら れる ほか 、 
四 代 目 店 主 の 森田 圭一 さん が 手がけ 
る 「 ち ん 電 ど ら 焼 | が 人 気 。 甘 さ 控え 
め の 館 と し っ と り 生 地 が 絶妙 だ 。 


① 孤 電車 浜 駅 前 停留 場 。⑰ 乱 車 の 焼き 印 
を 施し た 「 ち ん 電 ど ら 焼 」(150 円 ) 。 ③ 近 くに 
は 南海 電鉄 の 泥 寺 公園 駅 が あり 、 昔 の 駅 告 は 
今 も 文化 時 と U て 残る 。③ 趣 ある 店 の 外観 。 


9 も 30 の 丸 布 車 電 携 
み 年 風 い 張 体 車 能 子 
8 役 代 情 押 りり も: べ " じ シン 
の な 包 じ の そら だ テ 
の 頭 車 ボ 長 う 乗 後 ン 
日 だ に 体 タ 椅 だ り は ? 
本 S 製 は ン 子 が 込 \。 
最 ま 造 モ そ な みや ` む 恵 “ 
Sc を 才 
の 計れ 0 が 車内 丸 須 あ 
EE まみ 間 
ad 1 全車 形 き 知見 を か 新 
モケット 張り の ロン グ シー ト に 座り 、 揺れ に 身 を 6 年 体 "に ら 回 基 ら 世 
任せ て 車窓 に 流れ る 風 罰 を ぽん や り 眺 め る 。 車道 1 式 が 昭 昭 せ せ び 阪 界 
を 走る 併用 雪 道 で は 時 間 も ゆ っ くり 流れ て いく 。 形 1 今 和 和 る ば た 堺 を 


。 ぷ と で 避 理 で 


一 日 乗車 差 の て く て く 
きっ ぷ (600 円 ) が お 得 。 


っ 子 の 深い 情 爺 


住吉 大 社 
摂津 国 一 之 宮 の 社 格 が 付け られ た 由 
緒 深 い 社 で 、 全国 に 2300 社 ある 住吉 
神社 の 総 本 社 。 地 元 で は "すみ よっ 
さん "と 呼ば れ て 親しま れ て いる 。 

境内 に ある 末社 の 種 貸 社 や 楠 理 社 も 
信仰 が 厚く 、 後者 は 招福 猫 が 人 気 。 


| 一 は 登り た い 」 23 
大 阪 の ラン ド マ ー ク 
通天閣 


明治 45 年 (1912) 、 パ リ 
の エッ フェ ル 塔 を 横 し 
て 建て た 初代 の 通天閣 。 
当時 の エン ター テイ ン 
メン ト 施 設 の ルナ パー 
ク 内 の シン ボル と し て 
親しま れ た が 、 昭 和 18 
年 (1943) に 火災 の 影 
署 を 受け 解体 。 昭和 31 
年 に 2 代目 通天閣 が 再 
建 され 現在 に 至る 。 


つう て ん か く 


大 孤 市 退 速 区 恵美 須 東 1-18-6 容 06-6641-9555 
入場 料 /800 円 営業 時 間 ./8:30 一 2130 定休 
無休 アク セス 訴 堺 電車 恵美須 町 」 よ り 生 歩 約 5 分 


再 て で て 館 が ミ 劇 塔 ら 場 … 
建 い が 生 ナ な " れ 貴 通 
る - 炎 ま ミ ど 周 た 地 天 
2 が 上 れ と の 辺 遊 に 韻 
代 ` し た 普 興 に 賠 明 は 
目 昭 た " 京 業 は 地 治 ` 
が 和 こ 通 一 街 飲 ・.45 内 
現 31 と 天 大 も 食 ル 年 国 
在 年 で 間 歓 整 店 ナ 古 葵 
の イー は 楽 備 街 パ 。4 業 
シ 9 凌 居 地 き 1!i 借 
ン 5 解 元 ・ れ 映 ク 2%' 覧 
ボ 。 体 の 新 画 の 会 
ル さき ' 映 世 キ * 展 に の 
と に れ 画 界 夕 演 講 造 会 


禄 民生 8 。@ 折 こじ 肢 

G 及 SS 信人 る し 全 

箕 還 呈 避 選 皿 登 覧 杉 。 
人 S 当 SSGSNo 
電 あーW 5 
を すま 
4Q Ft = に 

し る セ R 詞 思 S 甘 し 
着 % り 宗二 で で wNKG 宮 
ロ % 加 共 人 搬 mm 団 大 
杏 G | @ 油 を 燈 洛 
SSBS 
ドコ お 

まま 
円 田 っ 三 コ を 。 で うり 
時 床 人 時 状 凌 湯 選 上 
ィ 4 


D WWf < 


④ 准 張り の ソフ ァ が 並ぶ ロビ ー。(② 日 光 の 陽明 門 を 模 し た 装飾 と 、 その 扉 


| の 中 の 叶 韻 も ゴー ジャ ス 。 G 地 内 


③④ 遊 府 の 


ある 太鼓 橋 を 渡っ て 部 屋 へ 


が 残る 部 屋 。 個 室 利用 が 基本 な の で 全て 予約 制 。⑤ 今 回 は ちゃ ん 


| 傘 時 気 
綱 を 


) 。 価格 は リー ズ ナ ブル 。 
| 赤 


予約 。1 人 前 税別 2300 円 (写真 は 2 人 | 


\ 間 困 の 照明 が 施 府 
っ た 時 代 の 華 や か さ 


を 


る だ け で も 価値 は ある 。 


を 映す 豪華 な 外観 。 見 


| 


や 所 宮 時 に 作品 0” 負 当 切 
衝 皇 4 いひ) 色 neo 人 半 梨 
心 連 著 鯉 司 革 ン 生 時 引 ぐ で で" 
編 持 己 上 KG 宙 お も の 居 折 る 一 


、 

江 党 居 尽 全 泊 本 SemG 回 

普 呈 吉 G「 垢 折 選 皿 福 」 し 井 理 

和 ふ へ 誠 芽 生 " 用 本 誰 0 0 

べ 、 ぐ S 下 深 ちの 憧 つ 9 民 り る :6 過 

地球 祝 半 必 ロ " 拒 る 補 由 ( 

可 ) 誤 0 信 G 居 区 避 革 払 や に 

時 (ご の つつ) ら 規 憧 モ お YOG 

手帳 祭 6 ら る 和 で っ の 団 拓 避 08 

モレ る yo 8 江 握 ら G 王 連 計 

を 必 ・ 人 区 NG 提 各 だ で 

3JG 民 補 合 ンー の 村 つ くる? 

思 革 貢 @ 吾 @ 染 殿 % し ビン ロ 

「 電 陸中 」 や 巣 吉 oerQ 半 
と 
om 
と 
人 


1 
足 三 員 0 じ 避 へ 尽 例 璧 つ 叶 ペン 
3 せ " 揚 環 9 革 避 曜 下 環 ぐ 益 藤 環 
次 喝 る 入 提 選 " 則 品 役 拒 0 る 
る 組 何 の heneSG い で も = 羊 め " 
是 肖 征 ぬ 量 %0 人 S 選 会 必 区 ぬる 財 
GS 忠相 司 票 お no)” 衝 反 し 溢 
王 ぐ 「 党 形 還 涯 」 ロ 軍 折 和 mh 

財 隆 皿 呈 尽誠 は 宮 福 英幸 思 補 ^ 


所 料 り つじ 最 QS^ mG 拒 りお 


別 


愉 


を ぐ 了 郡 つる 上 導 計 司法 代 人 生じ 
he” NN 太 GS や 選 己 家 つ や 所 
。 還る 罰 持 肖 選 玖 避 ロホ ー ハ " 
党 G 擬 玉 で [人 崇 」 も 弟 ヒ 
結 つ ^ 忠誠 つ し 介 る 丸 話 尉 弄 己 相 
9 員 穫 コロ つ Ar で” 


は ゆい 


特集 「 昭 和 ] を めぐ る ひと 5 旅 。 胃 3 計 


ほど で 香 ん で 食べ 
て 満足 で きる 。 


阪 電 車 ・ 上 町 線 の 起点 と な る 天 
王寺 駅 前 を 下り た ら 、 JR 緑 の 北 側 へ 
と 足 を の ば し 、 天 王寺 で 人 気 の 酒場 
「 森 田屋 ] で 一 献 傾 ける の も お 勧め 。 
12 時 の 開店 時 か ら 、 客 は 酒 と 海鮮 な 
どの アテ に 舌鼓 を 打つ いわ ゆる " 昼 
呑み " を する 人 が 多い 。 カ ウン ター 
に 座っ て ゆっ くり 愉し め る , 


ウイ ンド ウ が 表 和 


| の まま の 衣料 品 店 。 


本 パチ ンコ 店 の 
よう だ が 、 玉出 は 
激安 スー パー。 


動物 園 近く の 立地 か ら 、 動 物 園 前 
一 番 街 と も 呼ば れる アー ケー ドド 商店 
街 。 西成 区 太子 と 同 区 山王 の 境界 に 
延び 、 か つて は 衣料 品 店 や 食堂 な ど 
数 多く の 店 で 賑わっ た 。 今 は 空き 店 
舗 が 増え 、 な ぜ か その 後 は 多く が カ 
ラオ ケ 居 酒屋 に 。 激 安 ス ー パ ー 玉 出 
だ け は ネオ ン を 澤 か せ 、 西成 の 人 た 
ちの 胃袋 を 支え て いる , 


/ mn 


懐か し の 風景 を 求め て 日 帰 9 旅行 
昭和 温泉 格 ! 


と の 地 の 魅 力 を 輝 か せ 続け て いる 原動力 な の だ ろう 5。 
そん な 懐か し の 面影 を 探し に 昭和 温泉 街 を 歩く 。 


3 


音 懐 か し い 昭和 の 温泉 文化 が 、 今 も 連綿 と 息づく 熱海 。 


それ か 


熱海 駅 


前 の 一 等 地 


や ヤ 


食 店 


守 洋 


皿 や S 称 。ap 
堅 理 K 殖 う 胡 
中 四 ミ 1 細 り 福 
まま 
3 さ ゃ し 
NE 
。 に っ まや 
司 べ 硬 ツ リド 寺 
外 判 臣 で っ 款 
1) 電 GCC つや 
ご 公 続 せ 域 包 
年 ざ 。 じ 科 挫 4m つ 
則 人 QK 獣 wm 
配 自 で 1 ミ ご 間 
屋 田 @ 圏 へ 人 S < 
に 
球 G 補 そ 央 G 
WaSSS 1 
4 下 きま 史 も 


上 


で きる 。 
も 目 を 引く 。 


) 店 内 は 吹き 抜 


② 


クジ ンジ ャ ー 


( 


ラス 500 円 で 定食 に 
ラス トッ カ 


欲 を そそ る 香り に 包ま れ た ボ . 
は 単品 で 1100 円 。 プ 

ライ ス や ナポリ タン も 人 気 。 
け で 開放 的 な 雰囲気 。2 階 席 は 現在 閉鎖 中 。 
旋 隊 段 や 年 代物 の コー 


O, 
オム 


寺 公 つっ 秦 的 る で 
N ミ ロー ド 必 失 癌 


百 筐 堅 學 弄 8 棚 展会 必 梁 呈 
と に か お:o 記 爽 ・ 惑 音 ぐ 紀 せ 明 
と マル ュー チ こ か ニル ベル さかき だ つり 
Ne” 宮 製 衣 措 短 叫 寮 - 惹 媒 豆 埋 上 
S 田 等 遂に を 岩 窒 送 に し ズ JK 父 人 
ご” ポ 随 給 編 沢 送 編 祥 僚 半 " 下 せ 
せ 取 窯 間 問 室 証 め 期 尽 し じ ろ ? 

和 M 宮 会 必着 判 雇 "| 普 お 弓 で KG 
ズ 当 肖 愛 つ 丸 案 過 明和 せ 「 昧 定 
し 人 8 つ を 叶 完 ヘ ーー 更 」/ 環 
望 窒 嘱 壌 合 必 飽 \@「 柏 % 式 臣 足 
明 束 」 の 2 へ” OS 統 案 
所 つ 人 SQ つり 朴 正人 0 計 ビ 2k0" 

MMS 家 迷 S 4T、% ぬ 導 往 も 
マン 四 選 兄 で 補 " 四 ロ ー ふ ユー 
回 屋 も ^ る wc 忌 拓 玩 公夫 困 
K 公 人 SN へ K て 心 へ 旭 外 下 "所 隊 
GS ま へ 和 か 人 公 。 炎 咽 9 寺 る 
に た ゴト Cy 
「AKー 心 へ いさ キシ 」 喚起 和装 
QB つ お 7 四 下 S 男 国 居 "へ 
リリ ーG 串 揚 0 砂 ロ 。 o 代 つや 
合 pe 首 尺 舞鶴 ぐ 吉 し So? 

選 く し 下 全 0 り Q ぐ 8 記 会 やつ 
委 28 MSAR- の 臣 足 尽 ” ツリ シ 
m り 鶴 く らく 反証 G 
に Ye いく 7 きた さく ぷら に に 3 こも くし ご 
完 生 コン mRNAG)” 操 G 王 剖 様 中 
ざさ ヘー ロホ ー 股 人 S で る 
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豆 叶 捧 末 の 全便 写真 提 人 (一 名 )O 幸 多重 


支 〇 守田 人 


特集 「 昭 和 ] を めぐ る ひと り 放 。 議 引合 


と も と は タバ コ と 食料 品 の 店 だ っ た 。 

実家 が ホテ ル に 置く ゲー ム 機 を 扱う 仁 
事 を 営ん で いた た め 、 使 わな く な っ た ゲー ム 
機 を 店 頭 に 置い た の が 始ま り 。 今 で は 駄菓子 
と ゲー ム が メイ ン 。 隣 に は 少し 大 人 向け の ゲ 
ー ム 機 を 揃え た 別館 まで ある 。 こ ちら は 開い 
て いな い 場 合 は 本 店 で 声 を か ける 仕組 み 。 


わ だ た ば こ て ん 


評 岡 県 名 海 市 昭和 町 4-27 谷 0557-83-6000 
営業 時 間 10:00 一 1800 定休 ン 不 定休 
アク セス JH「 海 駅 」 よ り 徒 歩 約 25 分 


⑰⑩ 入 口 に ある ユニ ー ク な アー チ 門 は [平成 之 大 馬 
鹿 門 ] と 呼ば れ て いる 。② 入 浴 後 は 歴史 を 感じ る 
休憩 室 で ゆっ くり と 休み た い 。 旅館 時 代 の 大 広間 
を その まま 利用 し た も の だ 。 ③ 開 放 感 あふ れる 填 
天風 呂 も 人 気 。 た だ し 男女 日 替わり な の で 確認 を 。 


ーー は 昭和 16 年 (1941) に 建て られ た 旅館 
ブフ た っ た が 現在 は 日 帰り 温泉 施設 に な 
っ て 営業 中 。 こ の 大 湯 こ 熱海 温泉 の ルー ツ 
で あり 、 徳 川 家康 が わざ わざ 京都 まで 運ば せ 
た と いう 狗 話 も 残る 。1 日 8 万 の 湖 出 量 を 診 
る 温泉 は 、 神経 育 や 筋 内 痛 、 冷え 性 な ど に 効 
果 を 発 近 。 熟 海 に 来 た な ら ぜ ひ 入 り た い 。 

に っ こう て い お お ゆ 

静岡 県 部 海 市 上 宿 町 5-26 容 0557-83-6021 


営業 時 間 /900 一 2000 定休 火曜 入浴 料 /1000 円 
アク セス JR「 画 海 駅 」 よ り 徒 歩 約 10 分 


⑪ 別 館 に は ジュ ー ク ボッ クス や イン ペー ダー ゲー ム 、 ド ライ ブ ゲ ー ム な ど が あ 
っ た 。② こ れ も 別 館 に あっ た 1948 年 製 の スロ ッ ト ル 。 ラ スペ ガス の ホテ ル で 使 
われ て いた 。③ 駄 菓子 は 約 350 種 類 ほ ど あ り 、 一 番 高 額 な 「 か る め 焼 | が 180 円 。 


熱海 の 5 ば こ 緒 泉 な 泉 ぎり 和 ち は あたる 

ォ イ シィ も の 還 論 の 32 りこ た n コ け 地 そ 込 ず の 。 ま 。 の み 。 

季 品 ス イー ツ 析 。 で こら - 旧 れれ 。 に し 。 ん に 。 妖 。 方 さ の 。 こ 

い ゲ ぷ ぶ 航 ば 来 て で 10 充 が に 私 駄 の 

時 流 | り 享 ゃ も た "し 円 さき う 楽 の 課 一 
す ム の よっ の せま ゲ が ん ま 周 よ 子 逢 
* こら Gi 人 I 有 AI だ 選 コ 目 和 の 記 多 麻 

と か 観 三 いか か た ム ゐ 笑 ね グ ゲ な? た 

SAS 語ら くに g わ 』t 二 1N 

だ 3 だ 』 選 破 寺井 還 ESs2 ョ ジン 枯 まこ 

生 本 ニー キー オー 枚 つ "は き 欄 店 

5 を 5 られ 上 計 ね 記 央 目 うに FI お 人 

"いな ま 帰 愉 ャ マ と も 主 ど 世 る は 

SbU 有 ll 錠 記 周 過 席 計 代 誠 員 了 

っ * 情 温 ま 温 つ 筐 の た に け あ ぁ あ 
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0 提 場 に か せな 
ゆ し ま 遊 技 坦 


土 上 な が ら の 射 的 を メイ ン に 、 昭 和 28 年 
四 (1953) か ら 熱 海 の 中 心地 だ っ た 銀座 町 
で 娯楽 の 殿堂 の 座 を 守り 続け て いる 。 昔 は ス 
マー ト ボ ー ル が 40 台 あっ た が 、 今 は ビン ゴ ゲ 
ー ム に な っ て いる 。 射 的 は 玉 が 8 発 、 ビ ン ゴ 
ゲー ム は 玉 が 15 個 で いずれ も 1 回 500 円 。 獲得 
点数 で 賞品 を ゲッ ト 。 得 点 は キー プ で きる 。 


① 御 年 99 歳 の ママ さん は 、 
今日 も 元気 に カウ ンタ ー 内 


語 Ek 
。 す 、 で コー ヒー を 滝 れ て いる 。 
(ママ さん の 好み は ピア ノ 
トリ オ 。 音源 は CD が 増え 
F1 4 『 た が 、 レ コー ド も 奥 に た く 
介 1960 年 代 さん ある 。③ 本 物 の ウッ ド 
相 mm ベース が オブ ジェ に 。 
① 夜 も 大 勢 の 人 通り が 絶え な か っ た 、 昭和 40 年 代 
の 熟 海 。 カ ラオ ケ が な い 時 代 、 流 し は スナ ッ ク の 
花形 だ っ た 。② タ テ 、 ヨ コ 、 ナ ナメ の どれ で も 並 
べ ば 10 得 点 と いう ビン ゴ ゲ ー ム 。③⑬ 常 連 は 得点 を 
専用 の ノー ト に 記録 。 高額 得点 の 賞品 を 狙う 。 半 世 紀 以 上 も 
ジャ ズ を 流し 続け る 


ジャ ズ 喫 茶 光 し ま 


主 の 土屋 行 子 さ ん は 兄たち の 影響 で 、 
女 学 校 時代 か ら ジャ ズ に 熱中 。 店 を 開 
TTYTr いた の は 昭和 27 年 (1952) の こと 。 昭 和 41 年 

(1966) に ジャ スズ 喫茶 と いう 形態 に な っ た 。 そ 
の 頃 は ホテ ル で 演奏 する バン ド マ ン が よく 通 
っ て きた 。 世 代 を 超え 通っ て 来る 客 も 多い 。 
LP、 CD 合わ せ 約 4500 タ イト ル も 揃う 。 


KO 人 に ら を ろ る 商 数 ム く 風 い い の の 物 賑 に が 上 プ と ら 励 昭 終 
締 後 こさ 由 三 購 う 店 填 に や て の 人 上 が 。 に や は 語 の で 皿 ス り 後 和 電 
め は と て 来島 入 街 分 応 射 クビ と が ゆめ 、 ゆ も か パフ ラジ 泡 フタ す 半 町 ギ 
トー の セナ ンー ビ ーー ダキ レイ (6 ネー ター と 0 トー ドス トト 
い 泉 な れ て 面 店 作者 遊 て は に ゴ 将 し ま 泉 まえ っ ド く < く ズ た こ ト ー は り 
の 街 い だ い へ 名 旦 舗 ん 景 得 な ゲ さ 示 遊 街 * 難 た マ れ ` 得 と “ ジ 御 位 ギ 
が な ` け る 抜 は 己 の だ 品 点 り |! ん つら 技 に つい ニン る そり に お ゃ 年 海 リ 
人 ら は 拒 " け も で お 後 が 制 そ ム ご 場 欠 な 貫 と が 一 し 高 す や ズ 99 を 
情 で ず 能 る ち 名 土 は も で う は ス 衣 坪 か が 重い た 昭 て いる つ 了 歳 満 そ 
と は だ す 有 丹 ろ 物産 駅 らい “いい マ s せ りな うく 和 な コ で “時 茶 の 硬 で 
い の っ れ 那 ん の 屋 前 え 獲 ビ 意 | る な で 体 昔 さ の に | ネ `' ゅ マ 

う IN た IF 目 INIE 注 に に る 腸 ン 外 INS 東 まい 向 験 話 頃 は よ セ ピル に マ す 
も 飲 " 思 SEIE 5 球 少 752 WU 出 加 叶 ま 5 
の み が い ネ 海 條 ま ちり た ゲ 難 | が は 的 っ “ ` て 熱 マ と り で ビビ 切 

だ 屋 ` 残 ル か 頭 % 寄 ` 点 | し ル 多 若 場 た 何 ` 海 マ 極 ッ ひ か り 
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特集 「 昭 和 ] を めぐ る ひと り 放 。 証人 


マス ター の 
軽妙 な 語り が 絶品 


スナ ッ ク 怖 茶 草 


内 に 足 を 踏み 入れ た 瞬間 、 1950 一 60 年 
店 代 の オー ルディ ー ズ ・ ナ ン バ ー が 耳 を 
愉し ませ て くれ る 。 さ ら に カウ ンタ ー に 座れ 
ば 、 酒 と マス ター の 稲田 美嘉 夫 さん の 軽妙 な 
会 話 に 酔い し れ て し まう 。 代 業 は 昭和 53 年 
(1978)。 昼間 は 奥様 が 喫茶 店 と し て 営業 し て 
いる 。 熱海 で 愉し い 夜 を 過ごす な ら こ こ ! 


① ウ イス キー の ショ ッ ト 、 カク 
テル と も 600 円 一 。 チ ャ ー ジ は 
一 品 料理 と 乾き 物 が 付い て 800 
円 と リー ズ ナ ブル 。 カ ラオ ケ は 
200 円 。 ② ボ トル キー プ も で き 
る の で 、 熟 海 が 気に入っ た な ら 
ば 一 本 入れ て は いか が ? 


Night 
Spot 


連綿 と 受け 継が れ て いる 技 
熱海 芸 奴 見 番 ゅ vsezgy 歌 舞 練 場 


明治 の 音 か 
雄 文化 。 座敷 ( 


写 拉 供 O 和 海 革 硫 3 


045 男 の 隠れ 察 AAqy 2020 


errO\⑳③ さ 流言 / 難 帯 


① 綴 頭 を 温め る 聞 気 は 、 道 行く 人 の 足 を 止め る 効 
果 が 。 ア ー ケ ー ド の 先 に 熟 海 駅 が 見 える 一 等 地 で 
老 締 の 味 を 守り 続け る 。 ② 茶 は つぶ あん 、 自 は こ 
し あん の 温泉 録 頭 。1 個 90 円 で バラ 売り も 可 。③ 
昭和 の 初め 頃 も 今 と ほとん ど 変わ ら な い 光景 。 


温泉 地 の 
定番 土産 と い えば 


丹那 硫 


那 ト ン ネ ル が 開通 し た 昭和 9 年 (1934) 

熱海 土産 の 代表 と な る 、 温泉 人 頭 等 を 
製造 販売 し た 老舗 菓子 店 が 、 丹那 屋 と いう 屋 
号 を 用 いる こと に 。 以来 、 駅 改札 と 一 直線 で 
結ば れ て いた 仲見世 通り の 人 気 店 と し て 現在 
に 至る 。 上 品 な 甘 さ の 十勝 産 小豆 使用 の 温泉 
島 頭 の ほか 、 わ さび 漬け や 干物 な ど を 扱う 。 


究 酔 ぎ き テウ ゥ ウ ど チ な が レ か と ッ そ 
る っ ま 東 ルイ と は マー コト か い ク の 
Ga の Ai 隊 た スス ロ ー わ こり 2 
け き あぁ 行 作 キ 有 し タナ な ら こ お 役 
だ の きる 1 9 た ヤー デ 外 3 を の "に 
と オ が の 次 や る お が ク 観 "で て な ふ 
ご ジ ! 最 に 表 % が 店 出 史 に 夜 い ほ さ 
位 ※ ウ 導 は 類 5 し 迎 請 の 駅 か わ 
嫌 ん イ 貫 と 取 ゃ え 斉 わ 街 前 に し 
な “ ス 幹 補 美 りな て 放 れ へ ま は い 
中 も キ 線 が 味 揃 いく "て と で な の 
取 う 1 は あし えん かれ 話 訪 路 来い は 
り 帰 数 久 つ いち らら る し ね を た だ 
で っ 杯 時 た カ れ ビニ 上 た 返 に ろ ス 
熱 て で 過 * ク た な ウ 手 の すもう ナ 


心地 良い 噛み 応え が 秀逸 


れ て いる 「 レ スト ラン 
菊水 ] の モダ ン な 外観 。 


国生 録 文化 財 に 指定 さ 


尽 S レ トド ボー や ホ て N 各 到 で 丸 上 
RC た の アヤ ロン | SL 4 4 
reNKkNII ここ 坦 還 っ mag で と 伸 上 。 
リーーー (1 HIS リナ ) ふ j, \ NN 。 
3 ご ぐ 呈 8 う 3SQG 息 

6 ぇ や 

マ 本 / ーー c 
控 皿 上 民 全角 weR ユ 人 ト さ G 周 溢 天 課 國 " く て RINP っ 0P ゃ 押 肖 つら 惑 る つ G 遂 一 アテ 
下記 SSG 草 nt0 っ り 昌 登る つつ し る お お 人 SG 昭 2 葉 棋 納 G 折 胃 隊 じ 本 や 遂 で ye" 了 


っ 


洋食 事始 め > 
昭和 の 頃 の 洋食 人 気 


昭和 初期 に は 大 衆 的 な 洋食 屋 が 増え 、 次 民 に 
も 食べ られ る 価格 設定 と な り 人 気 が 出 た 。 


けり に な っ た 。 そ の た め 


特集 「 昭 和 ] を めぐ る ひと 5 旅 。 自 放 上 を Mk じき 


PZzzrz わ o9 wu/zzg/ 7 yo/o 


モダ ン な 西洋 館 で 美味 を 堆 能 


ーー 款 レス トラ ン 菊 水 


{ 抵 園 四条 ] 


瓦 陳 餅屋 を 手がけ て いた 初代 ・ 奥 
村 小 次 郎 氏 が 、「 ハ イカ ラ な 館 に て 
美味 し い 西洋 料理 を 食べ て も らい 、 
お 客 様 を 感動 させ た い 」 と いう 熱 
い 思 いで 大 正 5 年 (1916) に 店 を 創 
業 。 念願 の 建物 は 10 年 後に 完成 し 、 
四条 大 橋 の 東側 の た も と に 建つ モ 
ダン な 西洋 館 は 今 も 目 を 引く 存在 
だ 。 介 業 の 精神 を 受け 継い だ 料理 
の こだわ り は 正統 派 で 全て が 手 作 
り 。 特に 特製 の 銅 鋼 で ひと り ず つ 
供 さ れる ビー フシ チュ ー は 目 と 舌 
を 喜ば せる 逸品 だ 。 


ビー フシ チュ ー セ ッ ト 


2750 円 


れすとらん き ( す い 


定休 無休 
休 駅 」 よ りす < 


① 特 注 の 鍋 負 で 提供 する ビー フシ チュ ー。 テ ー 
ブル で 温め 続け られ 、 ず っ と 温 いま まで 味わえ 
る 。 じ っ くり 兼 込ん だ ビー フ は 、 旨味 と 柔らか 

な 食 感 が 際立つ 。④ 八 坂 神社 に 向かう 道 の 四条 

大 橋 の た も と に 建つ 建物 ( 左 ) は 平成 9 年 (1996) 

に 国 登 録 文化 財 に 指定 。 向 か い 側 の 建物 は 南座 。 
⑧④ 竣 工 当時 の 姿 を 遺す 3 緒 の 宴会 場 。 昭 和 初 

期 に 設置 し た シャ ン デ リア も その まま の 姿 。 


TI バ パラ ム を 洋 す 憶 る ご や と 子 の 今 タ 記 く 日 公 
そ 式 れ 准 メ : 1 イラ 使 食 る れ “ご 馳 入 い ど 方 で ル だ 西洋 本 レ 
日 の どの ニ な ググ スイ つっ 屋 こ の 西 走 学 う も 々 こ ジ が 洋食 人 の 
赤西 や 味 = ど "に ス で て で で と 存 洋 だ 祝 の の な そ モウ み 式 馬 日 
人 洋 実 な | な コ 胸 の 算 初 は 在 的 つい は 頃 ら レク モ その " が 
の 風 は の だ ど ロ と 下 戦 め イ で な た の 特に き ス で の 料 和 好 つ 
私 料 こ と から そ モッ きき に 音 て べ あ ハ と 時 別 そ っ トモ 響 理 食 き と 
た 理 れ と た の ケ め 隠 闘 フ ン リ イ と な 感 れ と ラダ き を に な 有馬 
ち “" ら 感 '" ど いかれ し ォ オト リカ が ど が ら 人 ど ン ン に 出 対 走 
の で は 心 そ れ ラ せ た た 1 で そ ラ 思 いあ を く は な は すし 画 た 
口 も いし し も ゃ も イ た 赤 経 ク も こない ハリ 食 と y と を 捧 着 世 う 
に いわ た て が ス り い 験 や あ で 洋 起 レ ` い べ 思 / こ 事 字 風 た 
まる る 放 介 と ゃ 4 人 7 くま 58 きち 2 282 の 
ゝ か ハ 司 行 ン 漂 い 

いる 用 だ が 生 イ ン ッ ォ ラ スト まほ は れ め 利く て チ う ス こ と 味 


回 相 


① 白 の 上 着 に 蝶 ネ クタ イ を 締め て 料理 を サー プ す る ウエ イタ ー。 菊水 館 の 時 代 か ら 長 年 この スタ イル で サー ビス を 続け て いる 。② 天 皇 の 料理 番 と し て 知ら れる 秋山 徳 蔵 氏 
の 記し た 、 1600 ペ ー ジ に も 及ぶ 料理 本 「 仏 有 西 料理 全書 』 (大 正 12 年 刊行 ) 秋山 氏 の 弟 子 ・ 藤 原 氏 が 初代 料理 長 だ っ た 。③ 落 ち 落 いた テー ブル 席 の 2 繕 。 各種 グル メ コ ー ス が 
用 意 さ れ て いる 。(④1 階 は 昭和 49 年 (1974) に カフ ェ 形 式 の レス トラ ン & バ パーラ ー に 改装 。⑤ パ バリ の 街角 の カフ ェ を 思わ せる 雰囲気 の 入口 。 不思議 に 京都 に 似合う 。 
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、 あ 
回 
き 
き 
S 
き 
内 


に する 


欧風 料理 開陽 誤 


舞 城 さん た ちゃ 晶 履 ( 
{四条 河原 町 ] 
創業 は 大 正 4 年 


初代 の 別 


1915)。 


( 


ら も 
所 柄 、 


近い 東大 


移転 し て か 


先斗 町 ( 


)( 


に 最初 の 店 を 開い た 。 昭 和 24 年 


合計 
や 久作 宮 る 
大 や o 回 し 拓 
[すま まま 
人 信友 
> うら 巡 @ 恥 昌 
で さ モ や る て 写 
や 紅 拓 ゃ 所 
所 せ 林 晶 。 
載せ 押さ 普 
* 刀 青 了 臣 %G 
長 K@ 男 和 的 KK 
押 選 で 幅 | 


洋食 屋 一 筋 。 お 茶屋 が 並ぶ 場 


路 ( 
(1949 


所 常 一 氏 が 、 八坂 神社 


衣 


ふう 5 ょ うり か い 


も 挑戦 し て いる 。 


① 特 製 デ ミグ ラス ソー ス が 決め 手 の チ 


キン ガー リッ クス テー キ 。 


理 ( 


9 先斗 町 


3③2 階 の 窓 
きる 。 (④1 階 席 。5 


移転 し た 当時 の 写真 。 店 名 の " 開 隔 亭 " 
に は 、 開 拓 精 神 と 船 の 開陽 丸 が 好き だ 


っ た 初代 の 思い が こも る , 
か ら は 鴨川 が 


一望 で 


ド の 


JJ 


守 


KK 
部 


に 


や 
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とろ し うり 償 代 眉 盾 如 鈴 国 双 


篤 剛 つ 会 の" AR364ho の 抽 RQ 


避 責め 玉 ビス 6 要 団 倒 忌 人 7 
り 凸 宮 人 8 古 NG 回 汁 斉 民 いり 


らく に サービ: と に ドコ) 


ざ ロ つつ 4 で | 
記 泥 擬 記 % い 掴 営 征 人“ 選 
要 ご 、 音 測 fhhQ” 所 ぐ 王 


回 福 飛 入 詞 く SG 届 奉 会 | 居 
避 長 烈 ” 握 忠 @ 記 し の 拉 々 回 天 


ふぐ でき 公 東 Q ン SS 0 7 
つの MM ぐら いも 親 尽 回 培 康 尉 
奈 団 で 忠 悪 弄 ぐ く か KU 私 


た IE に SS うさ Y く た PSYtN に の 1 


で る つ 和 0 | 撃つ 氏 倒 選 o 下 
9 拓 民 要約 唐人 0 ぐ 過 状 康 


る 々 いじ ぐ 較 提要 國 革 


國 下 の 店 M6 応 梨 / 下 混 肖 り 3 
66 


穫 抽 四 


け 


こつ 
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ぐ 
ぐ 
っ) 


宝 
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人 全 全 る 理 可 G 補 縮 
に て を マル ザッ 
呈 愉 り 周 震 画 G 齋 取 補 や ン G 


お 名 宗 壌 四 会 Q" 導 和 品 回 手 
戻 民 り 扱 つ ” 畠 中 品 シ ゃ 性 べ 


ロロ も で 超々 を る 想 國 当所 
いな に で いた 【 く EE0 7 トコ 
に いさ) トマ だ ずく に 導 9 や さ 
さ 必 で KT HMNNT。 ツン つ ワレ 
画 G 秒 一 へ 公 さ 公 拘り ヘー ロビ 


月 か ら は 鴨川 沿い に 納涼 床 も 出る 。 


へ 表 公 生計 6 で 誠 人 京 


玉 幅 


並 定 避 衝 選 で KS ペー 呈 ロ 色 
へ 天守 時 填 可 りつ し 揚 だ ゃ 


| MG7 MSQS る 急 K6 上 尾 G 色 


⑧ 要 さ ん た ちの 札 が 飾ら 


④ フ ライ バン を ふる う 4 代 目 の 別 所 正之 さん 。 


り 1 階 の カウ ンタ ー 席 


きた 。 
楽 通り か ら 先斗 町 に 入 


92 


初夏 は 床 も 出る 。 ⑧ 
昔 か ら 間 友 さん た ち に も 愛さ れ 
ら も 料理 の 味 を 学ん で きた 


か ら 望 む 四条 大 橋 と 南座 。 
所 柄 、 
さん か 


①1 階 の % 
れ た 店 内 。 場 


代目 正 : 


こ あ る 開陽 亭 。 


て すぐ の 場所 ( 


5 如 


で き 
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特集 「 昭 和 ] を めぐ る ひと り 5 旨 す ぎる 憧れ の 味 編 
Pc 76o2 cyzongo yo 


上 質 の 黒毛 和牛 を 味わい 尽く す 


洋食 ぼん と ゅ ーー る 


{烏丸 御 凶 ] 


創業 昭和 25 年 (1950) と いう 「 洋 食 
ぽん じゅ ー る 」]。 オ ー ナ ー シ ェ フ 
の 欄 幸 博 さん が 先代 の 父 か ら 店 を 
バト ンタ ッ チ し た の は 835 年 前 。 以 
来 、 先代 の 技 と 想い を 引き 継ぎ な 
が ら も 独自 の 味 を 追求 し て きた 。 
何より こだわ る の は 厳選 し た 良質 
の 食材 。 肉 、 野 葉 、 米 な ど 、 自 ら 
吟味 し た も の を 直接 産地 か ら 仕 入 
れる も の も 少な く な い 。 ハ ン バ ー 
グ も 国産 の 特選 黒毛 和牛 100%。 
また 、 じ っ くり 遼 込 ん だ 「 と ろ と 
ろ ビ ピー フカ レー」 も 絶品 だ 。 


タマ ネギ 、 ショウガ 、 ニン ニク を 焦 
げ な いよ う 約 2 時 間 炒 め 、 10 種 の フル 
ー ツ を 入れ 肉 や 香辛料 な ど 各種 素材 を 


込ん だ 澤 身 の ビー フカ レー。(② 特 選 黒 
毛 和牛 100% の ハン バー グ 。 ③ カ ウン 


ター の ある 気楽 な 雰囲気 の 店 内 


に 3 
郎 E E ) 座 ' 好 に か に 本 材 


郎 を 存 感 れ デ 年 て 和 北 る 僚 ほ の りほ だ か が こ 好 新作 メ 本 折 
氏 建 在 を た コイ の 水 の 最 店 食 ト 店 の よ "も と き 京 し イ 次 こら な 育 豆 や 
は て と 放 モ と 6 西 な 真 初 を の ッ > も パ く すい に ? 都 や 力 々 ュ 大 る ちの 調 
と た し ち ダ ス 3 ぅ 2 洋 を 向 に 、 都 プ 新 ン 食 き 新 洋 の ラ に |! 正 の の ア 味 
に 創 て "ソン パ る 館 某 か 訪 ひ ・ ク 旧 の べ 焼 し 食 と 人 ん 開 を ' だ 西 レ 料 
か 業 親 当 な ニン が 箇 い れ と 京 ラ を 消 る きも 好 思 た 好 な 店 出 昭 ろ 洋 ン な 
く 者 し 時 建 ツ に 素 コ に た り 都 ス 合 費 し や の きっ ち き 洋 すす 和 う 風 ジ ど 
> の ま か 物 シ 建 晴 ン あの 巡 の だ わ 是 ^ ス 好 が た は の 食 る 一 に " 料 料 で 
ハ 初 れ ら は ュ て で てら ク る は っ 昭 "『 せ は ま テ き 多 ら や 許 こ 洋 か そ 理 理 応 
條 枚 佑 か 失 ら し 性 MM 和久 純 た だ 有 了 ぬっ | WW 寺 ) と 会 じ ば 用 
カ ・ き ン と 式 れ い 1 レ 条 み を いと 本 一 キイ ら 実 ば 都 が に 肩 て て と っ が 
ラ 上 庶 た ポ ボ き を た "トス 遂 た 感 う や ーー 世 な カ ヵ み し は り 多 な 二 こ 明 い まき 
新 小 亀 的 存 D 1 正剛 ウ の き と り 珈 あ 邊 好 外角 の 全 ら 化 こ ヶ 和 
小 F 正 階 ラ 上 ら ヨ に 提 。 が 
導 科 上 企 入 ル 5 坦 ン 背 きせ で 数 下 た 内 き し な が 国 の 央 と 日 沖 


トー ク も 楽し い オ ー ナ ー シ ェ フ の 樽 幸博 さん 。 @ 先 代 の 父 が 店 を 開い た 当時 の 写真 。 カ フェ 
ご 宮 。 も や っ て いた の で 写真 で は コー ヒー を 提供 し て いる 。③「 本 日 の ハン バー グ に 使用 の 和牛 ] と 記 
し て 具体 的 な 肉 の 種類 を 店 内 に 掲示 。〈④ カ ウン ター か ら 厨 房 を 見 る 。⑤ 店 は 六角 堂 の 近く 
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連 
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き 
き 
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き 
回 


店 主 の 個性 が 味わい 深い 


グ 


リル は せがわ 


{北大 路 ] 


是 IR で も 本 せき や 畠 つや 深 世 
装 弄 る 位 せ 坦 財 串 110G 。 
8 陣 ら 限 G 六 こ Gr 
する 18 
代 だ 店 雪 へ SS@ ま let 
ゃ SGN 報 條 っ SGX 人 S 
や やせ 枚 | っ し じ 皿 や ン 全 や 
いさ し 包 本 し とう や や 玉生 @ 
器 ミ モ 。 ゅ 人 QQ 水 避け で 理 
玉 く 玉 圧 お 組 日 じ め りや 本 
本 ご 隔 包 男 選 示 琶 GS つ ロ る 
泊 さ て 領 基 時 や 錯 本 は G 襲 選 
ヒ 記 路 抽 公司 胃 還 全 二 人 せ ロ ズ 
悦 思 UM@ 証 民 G や し woG 


ド 鉄 「 北 


ソー ス に カポ チャ を 使っ た 彩り も 楽 
し い ハ ンバーグ 。 ほ か に ほう れん 草 ハ 


ン パ ー グ 、 ト マト を 使っ た ナポリ タン 
ハン バー グ な ども お 窒 め 。 ②③ 店 内 の 
イン テリ ア も 店 主 の 長谷 川 さん 自ら が 


か ぼ ち ゃ ハン バー グ 


④A ミ ックス (1500 円 ) は エ 
ライ と ハン バー グ の 組み 合わ せ 。 


手がけ た 。 
ピ フ 


22 ぐ 寺 交 、 0 ぐつ ン ” 名 光 翌 
to 只 0 し 固 蘭 状 ぐ 羽 枯 欠 玉 
宗二 個 唱 肖 ら ” 還 昔 課 型 を 製 
國 半 く 恩人 " RaQro 要 弄 
つの 還 空 ぐ ジ ロー ト ハ よー を 末 
AE に 0 まく ここ だ で くい 
に Sr ルリ がく 

選 る し ポ 帳 察 G 天 軌 か ー る 6 下 
り 震 立つ ね 得 く 四 記 頭 で 窟 " 同 
いり を 信 くにこ ンー ん こい ) 
「 毅 恒 墓 吾 醒 匠 」 入 ? 新 悦 ・ 戦 
局 く 和 忠 臣 ロ 生 ye 坦 し っ 2 人 S で 
導 っ の 部 革 天 加 和 を 押 つろ の つぐ 
倒 字 8 倒 2SMTY 汽 時 
六 し ぐさ ロロ シ っ の 引く を か ろう パ 
ぶせ の 和 款 つ 丸 「 拓 胃 生 親 」 温 
局 4Q 量 正 半 " く て 尿 慌 宮 話 時 9 
介 次 直ぐ SG) べく JIKQ つ る " 
昌 会 の 宙 守 WS 翼 総 箇 
潮 や レタ kQG 室 。 団 個 @ 吊 中 T 
中 直己 9 り ぐり 補 RG 「 壮 四 人 
さい 人 * ゃ 一] 夫 党 くく ミー 
へ 篤 穫 宣 ぐ 「 和 S へ させ や 篤人 ]* 
る の 抽 刊 ぐさ で 皿 り 朗 似 ぐ 吉 つ 
会 康 民 ぐ 演 団 M 史 税 人 
し 四 藻 ソン 遇 必 到 弄 会 る 人 ン 8 る " 
展 時 ぐ 湯 皿 半 ぐ 症 NR” 時宗 人 得 
給 己 答 半 公選 ^ 押 つつ の G 守 0 
や 奈 め 因 計 号 宮 王 KenG 会 
ぐ や An? 由 AJ の 2 で 厩 避 せ 幼 宇 
ひい 人 SS 掌 め 明る 京 畔 百 一 


さ 押 笑 の 示 ら 所 連 間 井 ら つ お 9 


② 若 い スタ 
か し メニ ュー 
建つ , 


所 に 
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場 


も 近い 


記 代 さ ん 。 笑 顔 が 素敵 な お ふた り 。 
ニュ ー サ ンプ ル が : 
④ 資 茂 川 


ウイ ンド ー に は 多彩 な メ 


店 を 切り 盛り する 銀 の 


⑬ 店 先 の ショ 
と ど ま ら な い ほ ど 人 豊富 。 長谷 川 さん の アイ デア が 光る 


『 あ る 。 


れ だ け に 


① 店 主 の 長谷 川 好 成 さん と 、 一緒 


MM 
| 
や 
IN 


り 
は 


特集 「 昭 和 ] を めぐ る ひと り 旅 。 生計 を た 42 ン だ き 
昌 24/cz og efzorg/ 7 た yo/o 


。 (3② 対 面 式 の 
チケ ッ ト 売 り 場 も 健在 
③ 人 気 の オ ムラ イス (910 


> *。④ 大 人 の お 子 
様 ラ ンチ (1750 円 ) は デ 


ロン 、 ハイ ソ の 姿 
が 素敵 な ウエ イト レス 


人 ah 


子ども の 頃 の ワン ダー ラン ド ヽ 、) 。/ ? 

百貨 店 の 大 食堂 へ 行こ う ! 較 
よ ノ 昭和 年 。 【 大 : 2 に ャ 
(1928) の 大 丸 
京都 店 の ハイ カ 
ラ な 大 食堂 。 左 
改 技工 事 が 終 
了 し た 、 昭和 3 


年 10 月 の 大 丸 
京都 店 の 外観 


々 世 
Cl トマ 
っ 間 


[ 呈 小 邊 さや 。 


ュー ea 
> 學 可 へ ざ 古 等 る 遅 〉 ア ー 


or&Sw 絢 吾 ゆ YN 藤 
醒 器 


お し ぼり と 水 が 運 ば れ て き 
た ら 、 チケ ッ ト を 渡す 。 ワ 
クワ ク 感 が よみ が える ! 


ささ づ さて て きき が とび 


一 くさ と SO 語 


. パ マテ や H さ S 京 く ロ NH 


S 尉 の 


さて 、 本 物 は どれ で し ょ う 7 
食品 サン プル の ま ょ 上記 


昭和 の 頃 、 食 営 を は じ め そ ば 屋 、 寿 司 屋 な どの 店 頭 に 
は 必ず ショ ー ウ イン ドー が あり 、 食 品 サ ンプ ル が あっ 
た 。 今 で は 昔ながら の 店 で は 残っ て いる が 、 ほ と ん ど 
が 消え て し まっ た 。 最初 は 大 正 12 年 (1923)、 白 木屋 
デパ ー ト の 食堂 に 思 か れん た と いわ れる 。 今 で は 外国 人 
観光 客 の お 土産 の イメ ー ジ が 強く な っ て いる 。 と ころ 
で 正解 は 、(①②⑬ と も 全て 食品 サン プル だ 。 
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還 民 G 可 天 セ 玉 く 9 慌 知 yo" 


W 掴 Ne g 
と 2 (0 記 WT 中 リコ る 
要 公 ・ 笑 芝 丁 肖 に 計 
[対生 
や 太 幼 人 ル 
に [ 6 ( N AN / 内 江 ・XO 天 時 wu) まま 
紹 号 で で 
1<3 A ベ J り と く < \ う ー の oO 必 則 WS 品 時 や さい ユ は た 信 
マ ーINNKS つ 疾 揚 め せ 人 S′ 失 々 s 錠 内 8 ミ 
2Y 握 じ W 且 "と へ INPRxINBt" 演 紀夫 蝶 
罰 愉 G 折 を ROD 極 昧 に 人 想 虹 7 欠 類 / 皿 遇 環 * 当 昌 力 唱 宮 業 や 久 移 = NPC ae ほ ま 3 
の Me 2 ne CI ee き 
り 玉 答 べく XS 纏 ペ つ 節 只 い 尺 St 侍 東 で きい OS 明る つ る 所 足 冥 っ で る @ 改 補 G 指 ( 入 委 ね ) 8 義和 る う 
婦 入 負 ・ 穫 電信 S へ PRNNSNYSq ら 所 癌 年 天 路 短 必 20S 人 計 宙 oy mo きる 
双 ( 培 状 臣 回 装 直 )( ヽ ユー ハト ユ 時 う 5 朱 
K)^「 ロ ー ミ 局 人生 つ ント SG8 お 0 


会 っ 層 忠 | (一 山 m 〇 OO と の ) 愉 SN@" 


所 19 年 (2006) 


台東 区 を 流れ る 藍染 川 の 分 流 に 沿っ て 造ら れ た 高 
架線 。 川 は この 道路 下 で 暗 洒 ( あ ん き ょ ) に な 


ーー いる 。 少 し 前 まで 波谷 で 見 られ た 景色 一 一 、 渋谷 
未 / 末 川 の 上 を 東横 線 が 走る 姿 と 重なっ て 見 える 。 


今 で も 

時 々 食べ た く な る 
あの 食 堂 の 
あの 定食 の 味 。 


ガー ド 下 を 通り 抜け る 
道 に 面 し た と ころ に 食 
堂 の 入り 口 が ある の は 、 
右側 の 通り が 川 だ っ た 
頃 の 名 残 だ ろう か 。 待 
つ 人 の た め の 椅 子 が 一 
脚 、 人 気 店 だ っ た の か 
etet その 後 店 は 立ち 退 


、 今 は も うな い 。 
揚 影 平成 18 年 (2006) 


国 導 の よう に 並ぶ 
洗濯 物 と 
布団 の 脇 を 
通り 抜け て 一 一 。 


戦後 の 住宅 難 の 時 代 、 
ここ は 得 が た い 居 住宅 
間 だ っ た いな い 。 

し か し 阪神 淡路 大 震 災 
を 目の当たり に し て 昭 
和 初 期 の 高架 橋 の 耐震 
性 を 見 直す 必要 に 迫 ら 
れ 、 つい に 全て の 建物 
が 消え て し まっ た 。 


撮影 : 平 成 18 年 (2006) 
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今 は ー 


な っ て し まっ た 営業 中 の 店 は 焼き 鳥屋 、 そ の 名 


高架 下 は 
も 「 国 道 下 」。 整 帰り の 子ども に 人 気 だ っ た 。 


ある が 、 駅 の 


造ら れ 、 珍 し い 構造 の 駅 が 出現 し た 。 


直前 で 東海 道 本 線 や 京浜 急行 線 を ぐ た め 、 高い 位 
か つて は 店 舗 が 連なり 繁盛 し て いた と いう 。 


JR 鶴見 線 の 国道 駅 は 国道 1 号線 の 上 ( 
軒 


影 : 平 成 19 年 (2007) 
置 


高 可 下 


ァ ー テ 状 の 通路 が 続く 


漂う 


8 


品 和 の 風情 
午後 3 時 、 焼 き 鳥 屋 に 並ぶ 


近所 の 子ども た ち 。 


必 


地 培 に 己 代 人 te 臣 記 @ 旧 測 
1 さい 1 

屋 民 上 環 味 和 3 人 S 下 
記 人 @ 吉 玩 基 類 室 や 0 人 
SGFS 謀 計 め マモ 谷 え 写 守 
つや りさ へ 所 を 悪 補注 六 宮 唱 = 
人 全 も 曳 る 下 人 押 G 人 る 下 


論 物 上 0 じ 2 丸 守 。 昧 時 導 守 倒 


8 
3 
日 
四 
上 
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日 


村 々 り QO OSrG" 

6 乱 記 た 生 NOG 8 皿 呈 に 叶 ( つ 
の cmQ) 宮 里 ぐ 惨 窒 包 壮 尽 姜 夫 定 
羽 ぐ 宣 隊 ” 会 0 し せ 紀 持 G ぐ ヒシ 
り ぐ かる 央 器 玩 会 代 る て 下 
窒 染 箱 丸 避 征 補 0 丸 全 SNG 湯 人 
ツン 0 レ る 0 誠信 0 る? 
会 品 6 守 人 SNeS し せり 頻 つ 
りく た 全く すく よく 39 So に ココ 
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撮影 : 平 成 19 年 (2007) 


間 の 中 を 横切っ て 延び て 
か ら の 奥行 き の ある 眺め も 
ご ころ と な っ て いる 。 


空 
この 駅 の 見 ど 
撮影 平成 19 征 (2007) 


空 


改札 口 か ら ホ ー ム へ の 階段 を 上 っ て い 
チ の : 


く 途 中 、 反対 側 の ホー ム へ の 渡り 通路 


が アー 
いる 。 そ 


ーー 


話 旨 つ 杏 宮 有 る の 
生き 坦 細 ぐ 稀 傘 麗 い ? 


て いた 高架 下 の 
の 日 、 店 内 整理 の 
今 で は 

覆 わ れ 、 風景 


明 め 
ー を 開け て いた 


た め シ ャ ッ タ 
時 間 が 生み 出す 堆積 物 


この 時 す 
洋品 店 。 


S 加 ( 吊 際 に ) 補 6 


の 一 部 と 化し て し まっ て いる 


RS の G 全 


呈 (ー の の つの) 


IE 
親王 He6G 宣 介 層 神 球 器 
中 し っ の 家々 定 天 に 


弄 人 豆 "要因 交 共 くべ で や 伸 政 普 康 


社 る トー や 祭 


謙信 つ 依 04 Sn" 
明 尽 宮上 天 祥 


帆 此 ぐ 拒 S 知 


(( 前 家 り き 稚 喘 際 忘 scoy 


ぐ ト ー 


を 
7 Too 又 選 ぐ ポ 調 蛍 6 
RG YOQ 避 本 社 定 甘 交 4 


転 S 人 8 会 呈 や "の S 


還 々 2 


nQ" 宮 隊 に G 判 記 人 せ べ 流 環 の 
nan tn4J 革 WS 補 " 
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撮影 : 平 成 21 年 (2009) 


BAR の 看板 に 
ひと つ ー フ つと 
明か り が 灯る 。 


新橋 駅 近く の 線路 下 の 
路地 に 酒場 が 並ん 


が 

常連 客 は 様々 

上 は 外観 、 下 は その 店 
内 。 し ば らく 前 に 訪れ 
る と 、 何 の 跡 形 も な く 、 
た だ レン ガ ア ー チ の 空 
間 が 広 いた 


撮影 : 平 成 17 年 (2005) 
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科 神 う 

サラ リー マン 、 
新橋 の 夜 は 
と これから 始 き る 


無骨 な 鉄骨 の 橋脚 が た くま し く 
線路 を 支え て いる 。 明治 に 造 
られ た この 高架 区 間 で は 道路 を 
崎 ぐ 時 は 鉄 角 の 橋梁 、 そ れ 以 外 
は レン ガ ア ー チ に 
神田 駅 西口 は 、 雨 吉 が し の げ て 
格好 の 露天 商 の 縄張り と な る 


撮影: 平成 21 年 (2009) 


上 を 株 路 が 何 本 も 通る 高架 橋下 

は 幅 が 広い 。 新 橋 、 有楽 町 あ た ツー 
り で は 古い レン ガ ア ー チ と 後 か 

ら で き た 鉄骨 の 部 分 を 合わ せる 未 
と 30m は 超え て いる よう に 見 え 

る 。 そ こ に 酒場 や 食堂 な どの 小 

さ な 店 舗 が 並ん で いる 


店 客 
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庫 1 
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用 由 湊 9 水 ーー 思 肪 *0G KR へ A 浅 
用 SUREKKP つ se 
中 ネー 牧 一 の 朱 。 与 塞 へ 
エー ぐ ズ JIK] 1 べ pxG" 
WEEE で っ 3x を や 
し の 人 補 室 応 mNE 人 RS 
らし の 委 秋 | S 准 汽 押 SSKG 
九 品 朴 頭 く 96/ 忌 G 可 茸 要 へ 
き 的 室 交 RonoP > の xnQ7 0 中 
財 宮 皿 く SRW K ャ マー 私 EEo4Sro" 
PMSXey さい 記 負 民 介 邊 
課 扱 己 広 や でる ら SK 守 


/ 


ァ / ク ムアン 


豊か な 自然 が 残さ きれ て いる 。 それ だ け で は な く 、 


人 気 の ス ポッ ト の 中 ぁ 


S49277/ ん の 5 らん eg 7 の / 
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利和 を X 省 97 間 詳 で も 知っ て る !? あ の 湖 編 | 
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首都 圏 か ら の アク セス が 良い 上 、 周 囲 に は 
a。 懐か し い 風景 に 出逢う こと が で きる 、 
還 | て れ が 相模 湖 最 大 の 魅力 と いえ よう 。 

。 夫 晴 らし い 思 い 出 に な る も の を 


相模 湖 の 底 に は 、 勝 瀬 と いう 集落 が 沈ん 


で いる 。 こ の 村 は 文 曹 元 年 (1501) 頃 より 、 


武蔵 か ら 甲斐 (か い ) 方面 へ の 物流 の 中 間 
地 と し て 栄え て いた 。 し が し 雑 新 後 の 近 
代 化 で 、 深刻 な 水不足 に 胞 る 。 相 栓 原 住 


民 の 開田 要望 も 高まり 、 昭 和 13 年 (1938) 、 


相模 ダム 建設 計画 が 宣言 され た 。 


Showa 
memories 


で 


氏 ゴ は 」 
記 還 2 プ ノ フ ト クリ ー ム で ひと 休み プ 相模 湖 の を の 新 名 物 時 記 
相模 湖 ス イー ツ < 引 国 還 7 カサ 的 7 な 


“ デ 訂 Di 


/ 童心 に 戻っ て 遊べ る ぞ 


待合 ゲー ムセン ター 


雪見 守る 老 桶 の お 論 
食堂 を 兼ね る 湖 呼 只 
ビデ 定 U 


に 者 EE オ メル マ 滞 03 ゆで 識 誰 で も 知っ て る !? あ の 湖 編 
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これ こそ 昭和 の 遊び で ある !! 


レト ロ ゲ ー ム の 宝庫 の 


り ] レト ロ で 不思議 な スポ ッ ト 


無人 販売 & 喫 茶 の 店 


2 


駅 前 レス トラ ン 目 


ーー 


『 湖 を 横切る 唯一 の 船 
キャ ンプ 場 へ の 渡し 般 


比 


り / すぐ に 売り 切れ る こと も だ 9 
名 物 の 酒 まん じゅ う 


063 男 の 隠れ 察 Aoy 2020 志 と 。 


レト ロ ゲ ー ム を 訪ね る 旅 


G)100 円 玉 握っ て 
懐か し レト ログ ゲー ム 探 し じ ョ 


昭和 の 高度 経済 成長 の 真っ た だ 中 、 テ レビ ゲー ム と 共に 青春 は あっ た 。 
ちょ っ ぴり 切な い 思 い 出 と 共に 今 も 残る レト ログ ゲー ム を 探す ひと 5 旅 へ 。 上 


の グン 2 探 が よ マ あ ニ ご 年 オ 中 長 人 ヤ 飛 の くに だ 1 1 代 よ レ 
南 場 タ な まし 再 あ みのる 上 度 べ 代 孝 そ 来 鳴 全 モ そ び 目 一 合っ ム ム を 戦 み ト 
北 な 1 場 ず の 現 る が 思 と は ] だ 1 の 盤 信 ン 越 の コ わ た で と 迎 後 が ロ 
を どい 所 は ひで 哨 え い 思 叫 え っ 後志 気 ( ド え 数 ピ せ "は いえ の ミ ど 
槻 だ ド を ` と きれ っ 出 う 茶 及 た ど に ボ ポ ボ な か ょ ヵ ゲ て に ッ > て 例 な うた 高 え 
町 る ラ 准 し りな た て と し 店 シン つた し ちと な 1 介 合 ト 相 そえ くち 年度 る ! 
すう 上 ト 旅 い 体 く 共 ほ を ベ プ フク ド が 少 こ ム 地 わ ダ が ま ぼ ポ 、 代 和 当 人 ム 
る か プ “ロロ に か 日 る に ろ ど ]」 フ つか あ 年 そ 呈 を せ 1 の サ 1 も の 済 時 を 
国 ? イ 地 ダ 出 と 、 “ そ 昔 で み ロ て ら っ た れ て 移 て ムコ イド ち 人 成 探 
彰 呈 > カ !」 て し を ん いや イクッ い テ た ち に 今 動 相 マコ ダ ろ に 加 せ 
17 束 "の ム み ト ん な 青 っ ユ ク っ ル "が プ で す 手 "を ロ 1 ん と 期 思 世 
ボア が な 品 な シシ 導 た を て た 煮豆 も る の 仔 取 の ふ ど っ に い は 
埼 ウ | あ " ダ 思 1 の 覚 一 ず の ニニ 半生 も る ます る を 骨 
走 主 リム リ り 1 い ンー ええ 度 し は ビ し 球 気 ダ マコ て の 全 オ ' 年 
る 県 ン セ モ そ ム 出 も コ が や ーー70 デ た の の イ を ロ い 数 盛 ゲ ダダ 時 


7 
ョ wo ョ 1 - - 提 


ロボ ッ ト 漂 谷 店 


これ ほど レト ロ ゲ ー ム が 揃う 店 は 
日 本 全国 で も 珍し い 。 レ トロ ゲー 
ム を 中 心 に ゲー ムセン ター 営業 す 
る と いう 、 な か な か チャ レン ジン 
グ な 試み の 同店 に は 、 関東 だ け に 
と ど ま ら ず 北 海道 や 九州 な どか ら 
も ゲー ム マ ニア が や っ て くる と い 
う 。 今や その ジャ ン ル の 名 門 店 に 
な っ て いる 。 左 の 大 き な 写 真 の ず 
ら り と 並ん だ レト ロ な も の を 含め 
た ビデ オ ゲ ー ム の 通路 が 3 つも あ 
り 、 その 数 は 100 台 は 超え る 。 

び で お げーむ み ゅ ー し あむ 

ろ ぼ っ と ふか や て ん 

埼玉 県 深谷 市 上 柴 町 西 -12-1 

合 048-573-3951 

営業 時 間 10:00 一 24:00 定休 無 


休 アク セス 関越 邊 動車 道 「 花 園 
IC] よ り 車 で 約 20 分 


店 長 イ チオ シ の レア な ゲー ム が 上 の 写真 の 2 体 。「 ダ 
ライ アス 」 と 「 パ ワー ドリ フト 」。 遊園 地 と か デパ ー 
ト の 屋上 に あり そう な 租 体 だ だ が も うこ れ を 稼 僅 状態 
で 有 し て いる ゲー ムセン ター は ほとん ど な い と いう 。 


特集 「 困 和 | を ゆく る ひ ほ 5 旅 。 


国道 17 号 バイ パス 沿い に ある か な 
り 広い ドラ イブ イン 。 レ トロ 自販 
機 ファ ン に は お な じみ の オー トレ 
スト ラン だ 。「 う どん ・ そ ば | 「 ホ ッ 
ト サ ン ド ] 「 チ ー ズ バー ガー」 「 ア 
イス クリ ー ム 」 の 古い マシ ン が 今 
で も 稼 較 し て いる 。 レ トロ ゲー ム 
も 「 ス ペー スイ ン ベ ペー ダー] 「 ギ ャ 
ラガ ] 「1942] な ど が 揃う 。 店 内 右 
に ある 広い スペ ー ス は 映画 


ITOKYO TRIBEI の 撮影 で 使わ れ た 
① ゲ ー ム ステ ィ ッ ク が 懐か し い 。 こ こ で こと も ある 。 
久しぶり に 数 ゲー ム 試 し た ら 、 よう や く て っ けん た 
っ けん た ろ 一 


感じ が つか め て きた 。⑨⑧「 ホ ッ ト サ ンド ] 
な ど レ トロ な 自販 機 が 並ぶ 。③ ビ デオ ゲ 
ー ム は 20 台 ほど が ズラ リ 。 ス ペー スイ ン 
ペー ダー や ギャ ラガ が 懐か し い 。 


行田 市 大 字 下 忍 315-1 


hihhhtthtihtit kh も th も も も も トト: 
。 COW 


wu PUT 


ずら り と 並ん だ ビデ オ ゲ ー ム の 通路 
が 3 列 あ る 。 圧 倒さ れる 店 内 光景 だ 。 


レト ロ ゲ ー ム 
の 存在 率 は 高 
い の だ が 、 ス 
ロッ ト 、 パチ 
スロ や 麻雀 が 


入口 の 片隅 に 
あっ た の は 
| 「 ワ ニワ ニ バ 
本 ニッ ク 」。 子 
ども 向け に 設 
置 し て いる 。 


途中 「 ゲ ー 
ム 」 の 看板 の 
あっ た バッ テ 
ィング セン タ 
ー で 見 つけ た 
「 ス マー ト ボ 
ー ル ] な ど 。 


ゲー ムセン タ 
ー は 今風 な ゲ 
ー ム ば か り だ 
っ た が 、 片 陽 
に コイ ン ゲ ー 
。 ム が あっ た 。 


ガチ ャ ガチ ャ も 古い も の が ある の か 期待 し た が 、 
や は り 景品 も の は 常に 新しく な っ て いる よう だ 。 


も も ひも も もふもふ も も も ト ふ もふもふ も ふも うふ も うふ: 


)『 ム で 


東日本 で 初め て の 本 格 的 サフ ァ リ バー ク と し 
て オー プン 。 全国 で は 5 番目 の 開園 で 、 世界 
各 大 陸 の 約 100 種 1000 頭 羽 の 動物 が 広大 な 敷 
地 で 本 来 の 生態 系 に 近い 姿 で 生活 し て いる 。 
動物 た ちの 姿 を 、 車 や 園内 バス で 観察 が で き 
る サフ ァ リ パー ク で ある 。 そ こ に 併設 の 昭和 
の 有 雰 囲 気 あふ れる 懐か し い 遊 園地 が また 昭和 


(⑰ 細 地 の 片 隅 に ある ゲー ムコ ー ナ 探し の 旅 に は うっ て つけ だ 。 


ー。@② 施 園地 は 無料 で 入場 で きる 。 

ビン ボー ル の よう な 「 チ アー ゴル 
フ 」。 ④ こ の ハン ドル 回 し が レト ロ 。 
⑧ 子 ども 向け だ が 、 どこ か 慎 か し い 還 
ゲー ム が 揃っ て いる 。 回 、 


そ イ ぎ 開 る 1 タ の 深 オ ら 数 な に た イ 人 懐い ビ と る で ス の 軒 と 
人 生 で 誕生 久本 革 イ の 人 ニン イ 委 て を な あお は 衝 る 。 
い ぃ い ス 大 と 観 0 だ 堂 店 ] 谷 を 1 っ 単 70 ベ べし で オ ど ダダ 名 サ 板 ド 長 
え エ 型 いな 人 台 “と 一 ム ふ の 良 ふた に ! 1 いよ ゲ の 1 な ン が ラベ く 
ぱこ 機 も 店 以 懐 い へ ミ 町 く 遊 "見 80 ダ と < ] 人 筐 ム ド ド 目 イ 営 
幼 連 を う 内 上 か わ " ュ 中 し ん 1 つ 年 1 思わ ム 体 コラ な に プ 業 
いり 教 少 だ も し れこ ] に て で 0O か 代 と っ か に が 1 イ ど 入 了 イ を 
則 1 まま さる や て M ジ 直 要 みり る の た ら 冬 古 ナ プ の っ ン 続 
に トト て < く 店 ちら ビ い は テラ を いた 円 と だ が や の な し そ 1 イ レ た ーー け 
こく な 藤 っ う デ る レム 構 て " 主 は 1 ャ が いい う が ン ト ご 凌 て 
ん うれ っ さと オダ ゲト" え は に 思 ム ご つっ "わな あ だ ロ こ 剣 い 
な 人 た た ん 並 ダ 1 ロロ る 17 両 つ っ が カス そ け の っ “な こ 夕 そ 
の 放 の すす 夫 る も と ゼ 革 る を 委 す 導 代 二 衝 上 全 T ス 3 
1 だ ダ ア 話 で ふ セ モコ ッ ピ も ん だ 1 で は が “に 販 ト 1 な ・ 
^ "ジラ す を い が ン ム ト デ か て みな つ ス も な ^“ ほ 和 大 機 ! ニ ー』 
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| 人 の 紛 囲 気 の あ る ビン ボー ル 
商 認 ー、 | と | に は まっ た 覚え が ある 。 


① 伊 香 保 グラ ンド ホテ ル 本 
館 の 2 階 の レト ロ ゲ ー ム 
横丁 ] に 揃っ て いた 懐か し 
い ゲ ー ム の 数 々 。 旅 館 ら し 
く 座敷 に 並ん で いる 。⑨②ー 
⑯70 年 代 喫 茶店 で 震 中 し 
た スペ ー ス イン ペー ダー の 
テー ブル を は じ め 様 々 な 古 
い ゲ ー ム が 揃っ て いる 。 


⑩2 端 の 一 宰 を いにしえ の ゲー ム を 集め て 遊べ る 。 二 も 寄り 湯 に あっ た レト ロ 
コー ナ に し て お り 、8 時 か ら 23 時 まで 部 屋 を 開け Pom ee aes ss eens< 
G ) ビデ オ ゲ ー ム 以前 の て いる 。 入口 に は ロボ ッ ト の じゃ ん けん の ゲー ム 笑 KR プラ フン トド ト ホ ラ ル 
ゲー ム の 楽し み が ある 。 日 放り 湯 「 邊 金 の 衣 (10:00-15:00 


680 円 、 15:00 一 980 円 ) に も ゲー ムコ ー ナ ー は ある 


温泉 街 の 風情 ある 365 段 の 石段 で 知ら れ て いる 伊香 


ビデ オ ゲ ー ム が 発売 され る 前 は 、 ポ ー ド ゲ 
ー ム が 家庭 ゲー ム の 中 心 だ っ た 。 ま た 奈 り 
や 縁日 な ど で は 射 的 の 屋台 な ど が 出 て いた 


が 、 こ ちら は 新しい ゲー ム だ 。③ 最 近 見 な く な っ 
た ビン ボー ル が ある の が 嬉し い 。 時 間 を 忘れ させ 
て くれ る 大 人 の ゲー ム だ 。 


保温 泉 。 石段 に は 射 的 場 、 駄菓子 屋 な ども あり 、 周 
辺 に は 釣 力 的 な 路地 裏 も 。 そ の 一 角 に 日 帰り 温泉 の 


「 黄 金 の 湯 館 ] を 併設 し て いる 伊香 保 グ ラン ド ホ テル 
が ある 。「 レ トロ ゲー ム 横 丁 ] が ある の は その ホテ ル 
の 2 暑 だ 。 レ トロ ゲー ム で よく ある 調子 の 悪い 蘭 体 
は な く 整 備 状態 は 良い の で 、 心 ゆく まで 楽し め る 。 


の を ぽん や り 覚 えて いる 。 今 で は 伊香 保温 
泉 を は じ め と する 温泉 街 や 大 阪 新 世界 な ど 
の 繁華 街 で 少数 な が ら 残 っ て いる 。 


コル ク 弾 を 込め 


思 財 ッッ よ を 
ド 1 人 て そ に の ニ っ み サ は が の ほ は に 1| ン で 店 う 放 
8 = , 鳥 計 ホ ホ ム 言 温 帰 き 2 店 戻 ゲ パ た る フ 遊 あ そ 記 し 懐 寄 ム グ 次 内 な 園 
3 導 婚 め 夫人 る 生計 っ ) ニ ニコ と ア 図 つう 民 い か っ 坦 に の 覚 地 
( は ん 時 35< トニ ィ 作 り 抑 だ な を 6 し て ンジ 向 す え や 
| な とい 提 か まま だ クッ うか パ が と いた の いふ タバ か ご が ア 
あ ち ロ を て す と ち し っ こ ィ に 1 佐 と 確 ぐ は ゲ た 1 ッ う さあ パ 
まや も ませ と 生 ふ た く 呈 と た と 4 生 ) 普 呈 ま 9 は 1 な し と うほ る う 
め 収 トニ \ 敷 り 1 見 る ` 群 り プ の い 槍 か さい 遊 寄 か ム ` ド イィ 目 圧 * ト 
く 生 ロロ ド ピ に 湯 ム ! 一 な 馬 の レ だ っ し が れ 出 園 せ っ は ど ラ ン に 倒 の 
く を ゲ ダラ ンス の コ 侵 ん の 温 イ が た だ いあ て し 地 て た あこ イグ つき 屋 
っ 得 | イボ さ 方 1 こ 香 と 名 泉 " い 子 の ゲ る いた に み "っ つも プ セ いれ 上 
た て ム プ | !| で ナ れ 保 レ 漫 で 多 と だ つこ る こも を まで な タイ ン た だ 間 
"ドン きち ん る は 1 は グ ト と こき も ワム 和 寄 一 近 ゲ と ここ が! ンタ ボ ポ と 
レ 多 どい イ な が 一 ラロ 伊 入 時 向 ニ が っ 群 く 1 こ で `3 な 1 ウ みこ た 
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尼 水 必 heK 了 や 鷺 つ 更 OO 
反 G 議 党 トド ポー させ 4 


和 や や へ 選 ト ー ス 室 韻 選 弄 り 
ぐせ” 攻 志 叶 叶 所 斗 会 呈 
呈 ぐ 福 壮 選 会 や VS りり 7 臣 
中 の 時 (つの o ら ー) 帯 慎二 漂 必 
の て 人 るび ESvut い の エコ 
一 水 伽 寺 つ ホー さ SK ツ 一 
生身 倒 守 つる "68/ KNB 生 
ふか ハーG 廿 ヨ 直 由 を 還 田 誤 中 必 
OS: ル EE 
に こと そこ の も に トド こ て こと トリ 
で る 7 つ 会 つ ^ 皿 定 守 生 (ー 
の に ぐ ) 知 一 へ は べ 習 に 器 肛 
凡 3JnG7 国 球 毛羽 色 誠 ぐ 
りか こめ 3 まや ぼ よこ 1 し すく) 
赴き 人 0 で ロ 守 持 介 会 下 宙 
SS つ 全 つか MMS 染 ぶ や へ へ 
公 革 王 吐 障 め 攻 る つり ロ 塊 個 選 潮 
に トーン 全 い が た や さ コ 
ー ツ つり っ の 沿 坦 つる 0) る で 
てこ) に いま うー 
る 麗 " 提 会 避 つ 緒 避 和 お 突 る 
ーー ミ ミ ho の 補 SNS 補選 
こと:2AVE く 7 まこ ば と ん そ ざ っ ちの そ さ 


款 要 昧 ち や ン 
MM へ 明る 閉じ 忠 
3 「 ュ JR 計 守 や や へ へ や へ 入 
ー」 も Sn" 本 窒 会 ツン ぐ 地 倒 
系 心得 歌 の る ソ ” 邊 一 
公選 間宮 0 ペー へ 震 全 で 
へ 8 攻 民 肖 符 生 地上 天 氷 注 9 注 の 
nhQ? 蛋 肖 時 提 弄 0 仙 択 紀 当 か 
へ 和夫 乱 生 。 店 千 へ か さて 避 層 
括 く つり ろり” 民生 次 GN ホ ネー 
に て に さこ つう 4 人 oE: い びさ ぶさ 3 
和信 節 つ を か うる" 皿 記 避 会 
Q 忍 監 雷 宗 ぐ へ XS" つ 会 つ ^ 
会 折 ぐ 居 綴 公 計 020 で 明 
2 人 N 移 宙 AT" 提 虹 法 亜 立 
親 前 会 0 玩 り 認 人 0 し ろ S る 名 
や 全 の つつ SS る 7 MA 所 や とか 
NG 英 塗 伝 亜 隷 式 ※※” 人 慰 撃 = 唄 
づつ な 室 ぐ ポ 訪 上 補う が 6 丸 人 
も っ の She 補 K で 公 a 三 慌 殆 圭 申 
守 臣 証 史 中 選 弄 0 し ぐ 4 ぐ 旧 有 
DEME SI に い ) を キン 
揚羽 Po る 4Js の 会 る で 
3 務 ン SAS 中 鉛 の つ 8 つ 
尋 」7 MS 人 絡 己 宮 王 移 甘 代 

紅 る ペーA ぐ 振 己 装い 9 
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特集 「 昭 和 ] を めぐ る ひと り 5 た 。 2 衝 | W 」 1 


の 人 し こ MI ん 


] 友の会 の 会 員 は 常時 1000 名 
い 


新 京成 線 ・ 常 盤 平 駅 の ホー ム か ら も 見 え 
る 立地 に ある ボウ リン グ 場 。 オ ー プ ン し 
た の は 昭和 48 年 (1973)。 昭 和 が 終わ り 、 
平成 の 時 代 に 入っ た 直後 の 第 二 次 ボウ リ 
ング ブー ム 時 の 混雑 は 凄く 、 待ち 時 間 6 
時 間 も 普 通 だ っ た 。 レ ー ン は 28 レ ー ン あ 
り 、 様々 な 割引 特典 が 用 意 さ れ て いる 友 
の 会 の 会 員 は 常時 1000 名 前 後 お り 、 健 康 
ポー リン グ 教 室 も 開催 し て いて 、 イ ンス 
トラ クタ ー の 教え を 請う こと も で きる 。 

クラ ブ や リー グ も あり 、 楽 し くも 真剣 な 
勝負 が 繰り 広げ られ 、 大 会 も 数 多く 開催 。 


で 


当時 か ら 変 わら ぬ 
赤 ブ レザ ー で す 


と きわ だ いら ぼう ちん ぐせ ん た 一 


千葉 県 松戸 市 常 艇 平 2-8-2 

容 047-388-0010 

営業 時 間 .-8:00 一 翌 1:00 定休 無休 ア 
クセ ヤス 新 京成 電鉄 「 常 盤 平 駅 ]」 よ り 徒歩 すぐ 


① オ ー プ ブン 当時 と さほど 変わ ら な いと 
いう 外観 。 ②③ ボウ リン グ 場 は 2 階 に 。 


ーー 


lf. スベ 


や 中 高 年 、 夕方 以降 は 若者 。 夜 は 競技 
志向 の 人 た ち が プ レー し ます ] と 石川 
文秀 社長 。 ⑦1 階 の フロ ア で は 用 具 を 
販売 。 ⑥ 第 1 投 を 投じ る が …1 軒 目 な の 
で まだ まだ 体力 も ある 頃 ……。 


と きわ 平 ボ ウリ ング セン ター が 大 切 に 保存 し て いた 、 代 
業 当 時 の 3 つ折 り の パン フレ ッ ト 。 パ フレ ッ ト に も 資金 
を か け て いた 。 右 は 副 支配 人 の 照井 洪 樹 さん 。 


ンー > 
私 た ち が 専 任 で 

機械 を 守っ て いま す | 
ee 


1 ゲー ム ・58 点 
2 ゲー ム ・80 点 


記 捕 恥 …- 何 た る て 
いた らく 。 そ ん な は ず は 
な いと 思い つつ 、 汚 名 返 
は 生 上 を すべ く 次 の ボウ リ ン コ 
昔ながら の 機械 は 倒さ れ た ビン を 持ち 上 げ グ 場 で 巻き 返し を 故 う 。 
て セッ ト 。 最新 式 は 持ち 上 げ が な い 。 


今 の ポ ボウリング 場 で は 、 コ ンピュータ が 
計算 し て くれ る オー トマ チッ クス コア ラ 
ー が 一 般 的 と な っ て いる 。 その 方 が 手間 
が か か ら ず 便利 な の だ が 、 昔 の 手書き に 
よる スコ ア 表 も 捨て 難い 。 な ぜ な ら 、 ス 
トラ イク や スペ ベア の 後 の 一 投 が いか に 大 
事 で あり 、 プレ ー を 計算 する 楽し ょ が あ 
る か ら だ 。 さ ら に 、 その スコ ア 表 を 見 な 
が ら の プレ ー 中 の 談笑 も 、 オ ー ト マチ ッ 
クス コア ラー と は 邊 っ て 昭和 感 が ある 。 
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人 か 


名 リグ で 肝 を 吉 う 楽し 謗 
1 


国道 6 号線 沿い に ある 、 昭和 6) 
オー プン の 老舗 ボウ リン グ 場 。 ロ 
ポ ボウリング 協会 の 数 多く の 公式 

われ る こと で も 知ら れ 、 個人 利用 

級 、 中 級 、 上 級 の 各 リ ー グ に 入っ て 腕 
競う 楽し み も ある 。 常 往 す る プロ か ら の 
レッ スン を 受け る こと も 可能 だ 。 


きた こがね ぼう る 


千葉 県 松戸 市 根 木内 249-7 ンー 
会 047-341-9191 

営業 時 間 900 一 24:00 定休 無休 ヽ 

アク セス JR「 北 小金 駅 ] よ り 徒 歩 約 10 分 


① 借 業 か ら 変わ ら ぬ 階段 の 豪華 な 照明 。(② ま ず は 受付 へ 。③⑬ 自 分 に 合っ た ボウ ル 選 び も 慎重 に 。③④ 丁 寧 に メン テ ナ ン ス され 
た レー ン を 眺め つつ 、 さ て 第 1 投 …。⑤「 フ ィ ニ ッシュ は も っ と 状態 を 起こ し て ] と 及 部 優美 プロ か ら 指 導 を 受け る 。 (⑥ 所 属 
し て いる 女性 ポ ボウ ラー た ちの 写真 。 日にち 限 定 で 有名 な 模 野 五 十 二 丸 プロ の 講習 会 も 開催 され る 。(⑦ リ ー グ に 所 属す る 人 た 


ちの 準備 運動 この 難し い ビ ピン を 倒し て スペ ア を 取る 。 見 事 だ 。 ⑨ 静 煙 家 に は 嬉し い ス ペー ス も 。⑲⑩ 入 口 の アー チ 。 
ー 気 か 福 中 今 る い の れ ル 目 踏 ザ 残 造 く 合 ら 金 た 変 心 
の 歴史 持 ら 半年 日 し る 女 て に は み 1 っ っ い 成 の ポ 悔 思 ゎ 地 
ち ね の は と 性 い 合 越 が た て ボ ポレ 木 ウ し う と 上 
1 - は な 旧 ボ で 計 る も わ 太 路 の 必 (の ル を き ょ よ 1 
よそ な 人 性 子 し う 84 の せ 1 で て っ は 地 ル ン レ ー を う ぬ し ん 
も て 人 も る を 人 人 ル まり シト 5 シル 8 セ ス 人 
1 問 特 様 ン い ン シ j 
ーー か 年 も こい ど 々 35 箇 々 ホラ っ プ 1 “1 ボ を 動 つ コ に 
る 百 勝 うと と な 年 で な 金 た レ し 本 さ ン 1] 使 " つ ア | 
肥 和 " ぃ 内 言 ほ 言 人 前 リポ ら イ “て に ル 用 こい が 中 ン 
ね に つや いと か 陸 1] ウレ "し " 六 の し こ 次 出 で て 
と こ て い な 話 ら の グル い ラ か 第 ち 滑 て は の せ 
だ 笑 て が が 通 レ が は "イレ し 1 る り い 昔 一 な 
そ わ っ いら で っ |! 組 レ 2 ン 投資 が る な 北 か 
の る た る ` き て ン ま べ 投 を プ で が 良 “が 小 っ 
[ ズ フ ア 
Y 1 ゲー ム ・58 点 
2 ゲー ム ・80 点 
い 3 ゲー ム ・78 点 
る 放 当 プロ ボウ ラー の 
及 部 さん に 手ほどき を 受 
MD た も の の 、 前 屈み に な る 
』 厚 す ) 「』 還 。 吉 い 交 に 戻っ て し まう 。 
ロ 1 * ーー 
栓 | 明 


に の 8 ーー ニニ 


mmm 
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ON-YASAl コ 守 。。 ON-YASAI 


特集 「 昭 和 ] を めぐ る ひと 5 放 。 本 2 生 3D た を る 
4 
8 


呈 ひと り プ レー も 歓迎 で 24 時 間 営 業 


劇 業 は 昭和 55 年 (1980) で 、 24 時 間 営業 無 
休 の ボウ リン グ 場 。 レ ー ン は キッ ズレ ー 
ン も 含め て 48 レ ー ン 。 シ ニア 割引 が ある 
た めか 平日 は 中 高 年 訂 が 中 心 。 週末 は 家 
族 連 れ が 多い 。 マ イボ ー ル も 持ち 込み 可 
で 、 一 人 ブレ ー も 歓迎 な の が 嬉し い 。 
広々 と し た 車 球 や ビリ ヤー ド も 完備 。 


か し わ や ん ぐ ぼ うる 


オ 千葉 県 柏 市 南柏 中 央 11-1 
① 計 階段 を 上 っ て 2 階 の ボウ リン グ 場 へ 向かう 。 ②③ は て さて 、 第 3 戦 の 会 場 や いか に 。③ 清 潔 な フロ ント スペ ー ス 。④ 右 は 10 ee 


ポン ド 、 左 は 9 ポン ド の ポ ボウル を チョ イス 。 ⑤ シ ュー ズ 用 の ボッ クス は 昭和 の 懐か し さ が あ る 。 ⑥ 弘 法 大 師 で は な いか ら 、 ボ 富 業 時 間 .24 時 間 営業 定休 無休 


ー ル 選び に 迷い が 。⑦ ビ ン が セッ ト さ れ て プレ ー 開 始 。 ⑧ や は り 中 高 年 の 客 が 多い 。 皆 さん 、 な か な か の 腕前 だ 。 アク セス JR「 坪 柏 駅 」 よ り 徒 歩 約 5 分 
リ 。 才 
の の と 責 言 を リ り っ 仲 退 男 高 ン シン ら ま が 年 っ は し エ ャ ン シ ャ ー | 
ボ 言 ス 任 葉 開 ン て 間 職 性 ス を な ま 以 て 柏 投 e 
ウゥ 葉 コ 者 に け グ いで 組 に コモ いで 入 上 懐 へ げ 一 
リ に ア で 関 ば を て 17 で 声 ア ッ 合 あっ 前 か " 倒 / fo 和 e ) 
ン も 出 あ 争 最 し ` 人 す を を ト 板 つて に し 析 し \ mosocn ノ 
グ 後 る る 心 高 て ひ ぐ よ か マ す の た み プ い ヤ の 
押 よ 荒 に 齢 いと ら “" け | る レ "る レポ ン 旅 
味 し う 木 火 の ま 月 い 常 た ク 機 1 創 と | ウ グ も を 
を さる に 優 が 方 す に の 毅 "し 械 ン 業 な し リボ タク 2 
楽 れ な さ つ は ご 3 親 線 す て も を 当 ん て ン ウ ラ ッ 
し て りん い 78 と 度 睦 治る い 昔 使 時 と い グ ルイ 
ん ` ま の た 歳 い ほ 会 いと る と 用 か ほる 場 は マ 
だ し す ー “ "うど を に 4 同 し ら ぼ ほか だ 私 ッ 
"ば ょ よ も 営 こ " ボ ポ つ 住 定 人 じ ' 変 音 "に ク 
し ーー っ 業 の 年 ウ く 年 の “ ピ わ の だ 30 と ス 
2 通路 左 奥 に は ゆっ た り と し 開 請 還 1 ー 気分 を 変え た い 時 は 
- 1 ゲー ム ・58 点 た ゲー ムコ ー ナ ー が ある 。 * 1 階 へ 。 そ こ に は ビ 
悦 2 ゲー ム ・80 点 と て も 清 源 だ が 、 や は り 昭 リヤ ー ド と 卓球 台 が 
和 の 匂い が 感じ られ る 。 用 意 さ れ て いる 。 そ 
| 3 ゲー ム ・78 点 ーー し て また 、 ボ ウリ ン 
4 ゲー ム ・52 点 ョ ーー 一 グ に 打ち 込む 。 上 の 


写真 は 営業 責任 者 の 


5 ゲー ム ・67 点 


匠 琵 当 10 ゲー ム 投げ た 

が 、 大 し て 進歩 は せ ず 

100 を 出す こと すら で き 
| な か っ た 。 次 回 の 参戦 に 
| 必勝 を 期す し か な し !? 


nn 
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‥ か し い 動 物 還 て 虫 る あめ 匠 


今 で も 人 気 の 小さ な 宇都 宮 動 物 園 。 
ご す に は うっ て つけ だ 。 


ちと 日 が な 一 日 の ん びり と 過 


で 


昭和 の 面影 を 残し 、 


動物 


屋 選 G 剛 測 公 外 ン 飲 t 
そ や で S 座 時 岡 じ 映 1 


「 人 方 ぐ ロ 選 呈 り 選 記 ン 
DE に 145 で テコ コン E) モ JI 
「 和 トミーー」 つり 「 夫 塁 屋 」 ぐ 
の QOS 下 人 G 上 KS し 移る 
守り 所 る 詞 黙 半 全 人 ぐ 福 ビレ 
2x0" 臣 呈 G 宴 器 活 裳 曲 倒 
ぐ を シン 社 nen つつ ビ る で 宗 ^ 由 
4J2 ぐ 窯 つ 愉 り る 8 XXA ロ と 
ャ ーY ト SS 詞 翌 辻 持 や と” 療 
拉 中 晃 る 直る 生計 
京 会 0 お 4 の ロ 明 
な ふつ 訪 

ke っ くい ) う 、 


奉 昧 軌 や 
ドン りう) 共 
電球 り 4 0 

親 表 人 トミ ーー@ 咽 叫 

革 玩 厨 現 公介” 趣 対 


oi 


W さ 
> て ドッ を 作 バ ガ 3 に YEY 
六 ら 中 球 m ロ SG で シー 暗 
や つい し 展 店 も 王 全 や の で 
0Q7 の り 会 益 球 国人 ぐ 
客人 生 る で ン 政 約 記 ン マス ) る の 
に いくよ 09 マル ッ く で こり まく で この 
己 計 つじ 4hQ? そ 鑑 宮 選 赴 
年 G 麹 民 め に 0 るり の 篤人 SO 
GP′ で 品 8 ト ミー ンー ロ 多 
が 6 つじ 正宗 境 本 補 0 
お 会 あつ 人 S る ? ⑳ 
名 時 ほ J2 
ポ 漠 記 府 四 民 9 る 
丸吉 昧 ぐ 球 包 選 介 |) 


[し / 


柏 撮影 O 秋 臣 生 写真 拓 ( 一 結 )O 宇 如 動 物 還 
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a い た IE さい 
っ の 宮 AQe は Q り 電 団 守 
ぶつ や で 所 呈 ロ へ 中 ロー トミ W 味 
し る 208 條 7) つ 会 つ / 肖 己 せ 
SG ぐも や つつ 尺 把 計 公 己 SXQ 四 
足 S 宮 晃司 全 や 4 で ン 柚 会 つ 
マン AG の 愉 | 舞 玖 る 応 丹 品 准 
kern 46 0 人 選 づつ 選民 下 
S 夫 困 j 芝 S 王 | 凸 史 弄 人 りつ レ 
避 せ ン 80 48? 

畠 字 鶴 司 「 守 綴 仔 己 」 合 
p 吊 時 4J7 人 8 生 る キ AS 名 
下 由 時 己 混 ぐ "で そ へ ヘ く ヘー 交 


特集 「 昭 和 ] を めぐ る ひと 5 旅 。 世 の 2 ルル さ き A 衝 | 


ve 史 中 評 で) 
Ok NT nw き On6 や TWO4S ロ 肖 か ー 
 y 1 の 

F "二宮 


ASNR さ さめ つね く 慌 握 選 穴 
も マー コー マー ご 外宮 芝 0 レス 
に トド Pk 
る ぐ 人 や 篤 。 国 敬 ぐ 玩 加 穫 室生 
る 所 田 や 型 い レン xe?" 補 せ 岩 
SE も さ ミト そく で で < 


の 


2 た る っ 


と 2 が 


ども た ち 」 の ふれ あい テー マ パ ー ク と し て 動 

、 触れ 合え る こと が 苑 力 

と 訪 い 、 動 物 を 身近 に 感じ られ る 様々 な イベ ン 
ト な ど を 今 で も 数 多く 企画 し て いる 。 


を 残す 小さ な 温か い 動物 園 。「 自 然 と どう ぶつ と 
物 と 客 と の 距離 が 近く 


開園 か ら 40 年 近く 親しま れ て 、 今 も 当時 の 良さ 
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WHAT IS 
AVAXHUME? 


the biggest Internet portal, 
providing you various content: 
画 較 brand new books, trending movies, 
fresh magazines, hot games, 
recent software, latest music releases. 


Unlimited satsfacton one low price 
Cheap constant access to piping hot media 
Protect your downloadings from Big brother 

Safer, than torrent-trackers 


18 years of seamless operation and our users'satsfacton 


All languages 
Brand new content 
One site 


AvaxHome - Your End Place 


We have everything for all of your needs. Just open https://avxlive.icu 
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一 落 問い 合わ せ ご 宇都 宮 観光 コン ペー ショ ン 協 会 谷 028632-2445 


会 いふ いふ つつ レン skG" AG 斑 倫 り 
擬 全 iQ し 四 誠 講 人 や シロ 


ー 心 利 選 と う 
で へ 生 22S 和 や いい 


Rh 案 団 や で” 詞 G 王 せる 


る 地理 儲 り 竹田 身 和 鞍 O 

し り aQQ 電 東 じ る 7 Ne 
べ 礼 会 べ の うろ 心 苫 民 褒 吾 称 団 
熟 妨 公表 銘じ る 204 へ 留 注 
唱 音 @" 計 る 政 避 06 府 加 葬 


ぐ 


統 ゆ 償 つ 会 き 避 全 0 ピ 


聞か MAMAY で 
油 つ 0 記 さり 劉 守 は 且 hG 


つ 午 シン 払 の まさ 三公 思 上 


1 く O 丸 "所 中 りり 会 補選 G 天 
記 ※ー 和 SAJkG り 809 


9 
トマ 


誤 国 半 更 つじ し る 0 中 人 き 和 下 
だ 放 く だ すく に: キリリ 
に = を っ で 


較 も K 人 る っ 


RSEY2 


層 ぶ 抑 % 公 ら ピ 


り S い ピス 下 せ K つ 


9 ン 区 つき さや 


特集 「 昭 和 ] を めぐ る ひと 5 旅 。 世 の ルル さき 衝 . 


し 3 i 愉 ジジ  vG 褒 0 会 届 還 
絆 や 全 ン 宮 0 会 寒さ 
S 替 会 。 下品 8 台中 呆 りお 
360Q 選 長 選 2 ぐ 混 々 計 
し る x9AJ 宮 選 和 0 の つる と 
し る no 20S 室 上 会 路 る 
宝 公 型 % レ つ 60 7 

スン 必 じ うし の 当 叶 る で 
も 記 谷 所 つろ ぐ 窟 案 守口 
トマ く 人 

旬 店 の 記 お ぐし る KK 
ン レ つと 悪 つ ろう mG 状 的 公 
ー 和 3 東 Sn0 7 りり 選 で 巡 
n PP [有り ペロ 民 」「 型 下 
S 公 2」SJ 共 由 上 細 つ 会 お 
に に ti に いた そう と っ 
に さこ で つい ん ペ で く 3 


競 送 は や wo40 レン で 『 。 
会 千 0 の 県 マタ ピ 3 

ン で や" た 
JJ かつ し S ひる 

心 記 和 康 篤 頼 *0 

し る マン " 謀る 守る Te/ 
り 民 0 介 可 7 で 

そ W 軍 胃 還 じ セ 

ン 尽 さる 表 る 王 


会 コ 避 人 へ 


「vt 二 ご ご 


大 9 等 べ 族 立 て 澤 
評 商 陣 と 注 」 


川端 康成 も 滞在 し た 趣 深い 本 館 の 
客室 で くつ ろ ぐ 。 ② 赤 い ポ スト が 出 
迎え る 玄関 口 。 ⑬⑮ ス リッ パ が きれ い 
に 並ぶ 玄関 。④ 引 き 戸 を 開け る と 、 
吹き 抜け の 玄関 が 目 に 飛び 込む 。 ⑤ 
法師 の 半 披 を 誠 用 し た スタ ッ フ 。 ⑥ 
カッ パ が 描か れ た マッ チ 。 


フル ムー ー ン の 舞台 に こも な っ た 


古 浪 漫 の 情緒 が 
息づく 温泉 宿 ヘ 


明治 、 大 正 、 ブ く 温 寺 : 法師 温泉 ・ 長 寿 館 。 
文人 墨 客 に 愛さ きれ た 古き 良き 時 代 の 薫 漂 う 文化 財 の 建物 と 温泉 を 能 する 。 


(① 部 屋 に は 昔 の 漢 数 字 で 部 屋 番号 が 示さ れ 2 ジ デ 
て いる 。 ⑧ 照 和 53 年 (1978) 築 の 薫 山荘 の 
室 。 人 気 で 利用 者 も 多い 。 法師 川沿 い に 建 
ち 、 昭和 の 風情 が 色濃く 残る 。 ③ 長 寿 館 の 
文字 が デザ イン され た 浴衣 。 ③ 別 館 と 薫 山 
荘 に は ダイ ヤル 式 黒 電話 が 置か れ て いる 。 
@ 部 屋 に 配 され た 昔ながら の 化粧 台 で 身 支 
度 を する 。⑥ 藻 碗 を 裏返す と 宿 の 名 が 。 
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特集 「 昭 和 ] を めぐ る ひと り 旅 。 


重厚 で モダ ン な [ 法 飼 妃 湯 」。 湯船 
の 底 か ら 温 泉 が 自然 湧出 。② 脱 衣 所 
は 男女 別 だ が 中 は 混浴 (20 時 一 22 時 


は 女性 タイ ム )。(⑧④ 無 色 透 明 の カ 
ル シ ウ ム ・ ナ トリ ウム 硫酸 塩 泉 が 源 


泉 か け 流し 。⑥⑤ 震 天風 呂 も ある 「 玉 
城 万 温 ]。 ⑥「 長 寿 妃 湯 ] も 自然 湧出 。 


四 足 に 時 (ー の の ) 応 。 己 男 壮 表 字 SG「 い ささ 
ー^ 政 直 和 ホー へ AS K」G ホ さ D ロ セー か とる 公 
詞 時 村人 S" 革 亜 攻 緒 ざさ 装 悪 @ 神 並 作曲 
公 ポ 中 塵 と 半 つつ 11 くし 環 束 己 也 会 0 し 吐 6 
わる ハー へ 8 欄 織 " 論 G 選 ① 人 SW 王宮 潜 表 
GS 例 避 避 0 選 る 普 484ho 呈 ロ 居 0 定 る し る ょ "7 
形 YSyG 共 型 G 革 雇 の 束 症 も 親 上 世 洗 和 り S 明 球 
信康 補 倒 居 富 つね りう で 

ロ ふ 違 0 8 明 環 ^ 針 暴 貴志 量 明 
束 ・ 路 祖 門 ” の 入 選 所 捉 然 昨 囲 普 ぐ 和 相 る 
0 SAJ 邊 め | 志和 守 " 式 表 - 思 ン で 室 十 湯 
で リロ ル ー ハ を キ さ 区 つぐ 補欠 還 居り 知る つ 避 
款 5 寺 論 "思っ の 羽 量 盟 球 せ WG 和 穴 せ の 4 
起 ぐ 包 応 肘 ヘー スロ 人 じ の 諾 46n7 
京 革 寂 湯 の 遇 (つの に の ) 起立 親 表 ぐ 妹 的 折 ぐ 6 
6 上 弟 つる xG 公 〇 し 交 避 赴 し の 味 臣 十 澤 時 
(の で の ) 辻 @ 宗 経 ぐ 製 昧 り 玉 選 団 韻 只 筐 演 層 
上 避 環 08" 臣 混 全幅 ツ つ し 臣 足 己 会 なし 
表 M6 避 賜 和 0 茹 剖 固 測 染 4ho の 態 * の ” 皿 足 G 苔 定 ロ 
三笠 貞 宮 を 中 起 四 咽 由 人 せわ 人 SS ポ マ 品 
地 の 親 利 MG 四 給 称 獲 つ し る xG" 

My で 8 虹 ぐ 坦 り を 0) 四 史 足 筑 月 私 仙 
王 秀 ” 決 量 喘 忠 くり) 堀 ン ヨコ MS る 名 8 征 会 
位 ? の 谷 0 る 8 ロ ル ー ハ を きぐ トペ ー ハ mA 
「 喜 本 呈 人 S ぐ WSW" 送ら 王 や で 会 
求 衰 め ……」0 丸 全 。 人 回 宮 居 か 668 る やっ) で 営 " 
認 食 把 窟 舎 環 ぐ 芯 倍 世 口 会 較 断 下 藤 掛 和 め 悦 
や や hG りり 誤 宮 おど 決 恒明 束 避 軍 枯 和 pk" 

周 史 香 父 し 得 G 半 下品 ロ 求 対称 壮 人 S*9 | 口 
癖 室 雪 60 会 ぐ て の S 天 時 ぐ 較 牌 天 S く 窟 ? 
門 へ 宗門 さと 抽 最 に 所 38 忌 上 基 班 ぐ 環 
中 半 赴 時” HG 導 引 ぐ 電 球 全 ペロ 7 抱 る 艇 KK 
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「m 赤 導 B お Q 映 人 幼 つ 
史 ゴ 委 必 せる ざら 
翌 興 感 委 周 所 


て 系 光 る 尋 ン 財 0 レ Sr" る 0 所定 ※ お ら 
MOT My で 代表 る 伝 旦 選 尼 表 mKOT つら ふ ) 
曹 半 Q じ SNKG 記 WW 上 還 9 天天 か りり 講 た NOAJ7 
月 避 せ 人 記 - 半 J" 古野 香 43 衣 他 ち G 和 認 
0 ぐ 泡 所 史 時 合 じ ろ や " 

虹 析 虹 ^ 求 狂 ぐ ぐ ロ 固 十 江 科 到 避 NG 外 
湯 @ 和 時 (つの に ) 豆 性 編 り 臣 証 押 時 (つの ざさ ご) 
巡 G 宗 編 つじ 臣 記 代 時 (つの に の ) 辺 ぐ 擬 ヨ 払 
る) 計 窒 人 R 時 (この oo の ) 忌 赴 じ 称 状 洋 隔 ぐ ざき 
6 製 東 人 る ぐさ 0 る xG" 守 理 ロ 8 量 補 三須 
AS さい 球状 恒 三室 半 々 つて 燈 。 投球 せ y 
G 損 諾 党 ぐ せ ロ 纏 足 ” 二天 @ 鶴 評 己 結 つ " 考 温 ぐ 
凶器 人 SG 世 室 6 人 福 つ る " 條 回 ポ 特 六 で 
] 細 避 党 ぐ 拓 % 肛 ン " 三 衝 問 容 交 和志 過 咽 下 余 団 
可 つ お 吊 距 oy か 66 六 似 避 十 王 し oo 

し ^ 第 員 し る 半 ま つつ 丸 J0。 る れる 
年 祝 忌 林 季 <Q じ 宅 鞭 くつ) 会 愉 ” 意 己 「 決 恒 忌 
寒 」「 妹 培 選 論 」「 困 窒 選 壮 」SG の onG 泡 穴 公 Se 公 ^ 
月 月 S 下 胃 Jo の る xneG 篤 決 量 選 弄 ” つり 4⑮S 
いさ さ ー ム へ GS 戦 旬 0 GS の の SG 旬 夫 し She? 
揚 人 計 志 六 量 室 論 所 暴 東 つ 賜り 旧 王 ※” 払 窒 
舞 理 筐 の る SG 下 湯 拘 叶 ( 呈 oo の 6) 潮 ぐ 赴 申 
羽 さ ぐ 製 昧 3 %W 据 お G 了 K 共 旧家 る 氷 トー 
提唱 和 へ 宮 品 人 840VG 折 つ 敢 り 統 避 旧 畿 全 


は 夏 前 まで 愉し め る 。 


は 利根 沼田 産 、 み な か み 産 、 群馬 県 産 な ど 使っ て 


リ ( 群 馬 の ブ ラン ド 鐘 ) や 山 フグ (ナマ ズ ) 磯辺 巻 な ど を 盛っ た お 造り 。 ② 
焼い て 味わう 一 品 。 こ の メニ ュー 


と に 内 容 が 変わ る 、 地 元 食 材 を メイ ン に し た 宿 自慢 の 夕食 。 お 品書き い 


いる 食材 が わか る よう 印 が 付け られ て いる 。 ① ギ ン ヒ カ 
柔らか い 豚肉 を 、 アス パラ や タマ ネギ な ど 地 場 産 野菜 と 共に 


鯉 虐 揚げ と 山 葉 の 掲げ 物 。③ 季 節 の 物 。 ④ 吟 味 さ れ た 料理 の 数 々 に 箸 も すす む 。(⑤ 綱 物 は 、 変 豚 の 周 板 焼き 。 餌 に 変 を 与え て 


育て た 
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ST 07 圭 咽 史 の りー 守り 史明 暗 伝導 全 
選 惑 SQ 0G 環 款 と 選 応 Q 氷 じ 2:0G 父 赴 購 補 
來 塚 ぐ 所 避 せ 居室 守 W 坦 合 ぐ る hG 会 短め 品 
昌 率 っ 6 お RGJ 7 yG 民 S 肥 会 @ 処 ン 和 シ ) 
それ 人 現 生じ SQ で 旧居 倒 0 る 対 " MS 革 所 会 
必 革 篤 加代 肝 王 つり る hGA) る 心 最 剛 代 陣 慰 " 逐 弄 
ー つ この ぷ まぐ 紅 守 誠 性 軍 で Ko りり ン 竹 9 で 
さこ や いり くい ニー ャ まい バ パ た に の で 0( 
民 弄 の 尽 杉 は 還 左 自 王 し ′ る 泊 守 2 の 席 取 写 難 公 
四 さ へ J4S48 民 手 し 2r" 

品 例 ① 提 つ 唄 宮 器 求 当 村 史記 で ① つ 7 戦 る 馬 \G 喝 
令 選 人 る る し る xQ" 苦 史 届 記 Ko 愉 誠 陣 称 組 や 
玩 紀 東 選 人 K で し xn っ 0 に 量 終 村 外 掲 信連 で 
丸 ? 共 G 直 会 つる 誠 下 史 性 で 生 に 区 S 択 7 所 
叶 4 ぐ 太守 避 人 堆 困 居 % 宮 つ 天 " ポン GS 臣 
足 ぐ 選べ 器 Ne の で 届 赴 称 坊 つく @Q ぐ TTY 

MS 誠 So 将 ぐ 所 介 Q。 測 登ら 中 握 ぐ 
串本 肖 本 W" 再 雪 倒 下 せ へ 涯 G 到 写 Y6 も し 事 < 
くい 25 で Je: が (で くま 0) 
や 話 悦 2 の 衣 完 符 要 る ツレ Sn SQ38 る っ り 四 中 
ツン 層 四 や 守 お 。 8 福 つき ぐ WG 師 宝 め 走 0G の る 
っ he? 密 め に 民 つ や 6 所 革 息 会 や 娘 る “ 


展示 。(④ 玄 関 横 の 囲 炉 喜 の 間 。⑤ 
枝 子 が 夫婦 役 で 法師 乃湯 に 浸かる シー ン を 撮影 。 


① 夜 の 帳 が 下り た 法師 温泉 。 ⑧ 照 和 9 年 (1934) 9 月 6 日 に 長寿 館 を 訪れ た 与謝 野 晶子 。 こ の 年 は 上 越 
線 全線 開通 が 開通 し 、 実は 長寿 館 の 初代 の 岡村 責 氏 が その 開通 に 尽力 し た 。③ 後 閑 駅 に 立つ 川端 康 
三郎 、 直 木 三 十 五 。 写真 は いずれ も 長寿 記 ( 


成 ( 左 か ら )、 池谷 信 


| き 国鉄 時 代 の フル ムー ン の ポス ター。 上 原 謙 と 高峰 


! 


mi 


チェ ッ ク イ 


万 7050 円 (2 名 使用 時 の 1 人 分 入湯 税 
露天 風呂 1 泉 質 プ カル シウム ・ ナ トリ ウム 確 
酸 塩 泉 単純 泉 駐車 場 ご 30 合 アク セ 
ス (電車 ) 上越 新 幹 直 「 上 毛 高原 駅 」 よ り 
パス で 約 1 時 間 。 ( 車 ) 関 越 自 動車 道 「 月 夜 野 


IC] よ り 約 40 分 


群馬 県 利根 郡 み な か み 町 永井 650 
富 0278-66-0005 宿泊 料 ^1 泊 2 食 付き 1 
別 ) カー ドン 可 客室 /33 室 
ン : ア ウト 15:00・10:30 風呂 / 大 浴場 3、 


法師 温泉 長寿 館 


半 
に 
3 
る 
に 3 
に 
に - 
に 
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の 4 思 仙 PS& い ン ゃ ano 
き 裕 G に じ 塊 昼 購 了 國 m 吹 る Suo 
臣 緊 取 旧 G 固 選 ゃ 
、。 公 細 な 生出 PS ぐら ふら おお な to 
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【 お 勧め Point 】 


リ 


料 | 4 : 趣 3 
理 : つ : あ 
が : の る の る 
10: 任 : 古 ば さ 
種 : 鹿 : 民 れ と 
類 : 過 | 家 る が 
以 : 見 : に 窒 
上 を : 宿 
か : 利 : 河 月 
き # は! 請 
Ha 旅 
上 客室 付き の 寺 天 風呂 で は 湯船 の 目 の 前 に 桜 が 。 館 
右上 / 部 屋 か ら も 桜 が 楽 し め る 。 設置 され て いる 
「 く つろ ぎ 椅 子 ] で うた た 寝 す る の が 気持 ちい い 。 右 海 園 られ 呂 い と 客 ど は 温 素 ee 
下 ノ 新潟 港 で 水揚げ され た 新鮮 な お 造り 。 の で 好 る が が り 室 バ 囲 * 築 泉 材 新 
魚 導 き “あぁ あ 占 付 ラ 炉 s1 な に 賜 
介 培 な 料 り 客 め き エ 裏 "0 記 県 
も さも 理 室 で の テ 付 0 人 こ 軸 
情 れ の は 気付 き 直 イィ き 年 気 だ 賀 
ふる さき と が し の ば れる や と し た を 10 兼 きる 天 に の の わ 野 
ーー ン を 章 と 切な 天 = 呂 ん 財 民 実る 3 
新潟 県 阿賀 野市 村 杉 4631-1 大 0250-66-2221 に こ が し 出 
料金 1 泊 2 食 付き 2 万 5854 円 ご カード / 使 用 可 寄 室 い ク 上 < く 由 た か だ べ 家 力 料 
10 室 チェ ッ ク イン : ア ウト ン 1500・1000 風呂 / 貸 切 内 湯 2、 ト の 温 呂 大 ら 全 ツ ッ の 派 理 
貸切 露天 風呂 2( 男 女 別 の 風呂 な し ) 、 客 室 露天 風呂 付き (1 っ コ 泉 や 浴 は 10 ド 宿 旅 と 
室 ) 泉 質 / 単 純 放 身 能 泉 (ラジ ウム 泉 ) 駐車 場 /15 合 邊 | 講 ( だ に | 場 桜 室 付 館 
アク セス (電車)JR[ 水 原 駅 ] よ り 車 で 約 15 分 。 ( 車 ) 盤 越 邊 日 ス 浸 は を で き 客 
動車 首 「 安 田 C] よ り 約 10 分 本 農 か か 風 な ひ な 室 
【 お 勧め Point 】 
た 時 還 
の : 室 : し 
席 | らち 宿 
料 : 桜 で 
食 : 喫 | せ 
せ : で : る 
る | き 
1 る 
右上 / 直 館 に は 直 天 風呂 付き 客室 も ある 。 箱根 連山 
や 庭園 の 桜 も 望め る 贅沢 な 浴室 。 左上 開放 的 な 客 
室 で くつ ろ ぎ の ひと 時 を 。 左 下 プ タイ や エピ な ど 、 で る 料 料 らむ 客 種 れ 孫 伝 文 
旬 の 素材 を 吟味 し て 作ら れ た 会 席料 理 を 味わえ る 。 優 " 理 理 湧 こ 室 類 た 文明 続 人 
雅文 だ 長き と 付 の 申 や 治 の た 
な 人 “が 出 が き 桜 緒 竹 16 選 た を 
ひ た 離 腕 す で 皿 が あぁ 久 年 温 ち 
と ち れ を 済ま き 天 植 る 泉 に 
時 が な 振 る か え 温 一 』 宿る 
と みか わ や り ょ か ん 護 遇 編 谷 か どら 東 5 a 愛 
神奈 川上 南足柄 如 箱根 町 小満 谷 503 人 0460.82.2231 過 凡 部 つけ 湯 ひ れ 宿 著 3 さ 
料金 1 泊 2 食 付き 3 万 500 円 (バス な し 、 入 湯 和 別 ) カー ご た 屋 た 流 は と て "名 ご 
ドン 使用 可 客室 /32 室 チェ ッ ク イン アウ トン 150-10:00 し 歴 で 上 し 自 り い 庭 人 に れ 
風呂 男 婦 別 内 湯 各 2. 男 列 寺 天 風呂 各 、 客 室 夫 天風 た 史 い 家 楼 る 園 に 創 た 
人 所 / 再 アル クリ 人 人 上 NN た の 4 し に 医 る 
場 30 台 アク セス (電車 )JR- 小 田 急 電鉄 「 小 田原 駅] に 芯 
より 車 で 約 40 分 。 ( 車 ) 東名 高速 道路 御殿 場 じ ] よ り 約 40 分 宿 け 席 は か し 数 さ ^ 


085 男 の 隠 れ 察 Moy 2020 


上 この 時 季 人 気 の 高 い 、 桜 の 木々 が 
目 の 前 に 広がる 客室 。 窓 の 外 は 一 面 桜 
に 覆 わ れる 。 右上 ステ ー キ プラ ン は 
国産 和牛 を 瓦 で 豪快 に 焼く 。 右 下川 
魚 な ど 山 の 幸 が 堪能 で きる 懐石 料理 


し ん し ゅ うす ざか お ん せん こし ょ うそ う 

長野 県 須坂 市 日 滝 5414 谷 026-245-1460 料 全 1 泊 2 食 付き 1 万 1100 円 
( 休 前 日 を 除く ) カー ドン 使用 可 客室 /35 室 チェ ッ ク イン ・ ア ウト ノ 15:00・ 
1000 風呂 男女 別 内 湯 各 2、 男 女 別 露 天風 呂 各 2、 貸 切 風呂 1( 休 日 の み ) 
泉 質 / 弱 アル カリ 性 単純 泉 駐車 場 70 台 アク セス (電車 ) 長 野 電鉄 
「 須 坂 駅 」 よ り 車 で 約 10 分 。 ( 車 ) 上 信越 自動 車道 「 有 坂 長野 東 IC] よ り 約 20 分 
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桃 、 梅 、 桜 が 一 斉 に 咲き 出す 
東北 の 山あい の 春 を 愛でる 

東北 の 耶馬 渓 ( や ば けい ) と も い 
われ る 「 抱 返り 渓谷 ] に 面 し た 
場所 に ある 一 軒 宿 。 客室 は 全て 
赴 天 風呂 付き だ が 、 男 女 別 内 湯 、 
貸切 露天 風呂 も あり 、 温 泉 三 昧 
(ざん まい ) の 休日 を 過ごせ る 。 

薬湯 と し て 親しま れ て きた 泉 質 
が 体 に 染み る 。 食事 は 秋田 の 和 郷 
土 料理 を 堪能 で きる が 、 春 の 自 
慢 は ワラ ビ な ど 採 れ た て の 山菜 。 
滋味 豊 か な 料理 を いた だ ける 。 


お 共 ゅ Point 】 


敷地 内 で 数 種類 の 桜 が 見 られ る 
・ 全 室 で 露天 風呂 が 愉し め る 
・ 秋 田 の 卿 土 料 理 を 味わえ る 


な つ せ お ん せん みや こわ すれ 

秋田 県 仙北 市 田沢 湖 李 田 字 夏 瀬 4 
合 0187-44-2220 

料金 1 泊 2 食 付き 3 万 9200 円 一 (土曜 
休 前 日 を 除く ) カー ド / 使 用 可 客 
室 /10 室 チェ ッ ク イ ン ア ウト 14:00・ 
11:00 風呂 男女 別 内 湯 各 1、 貸 切 
露天 風呂 1、 客 室 吉 天 風呂 付き (10 室 ) 
泉 質 プ ナトリウム カルシウム * 硫 酸 温泉 
駐車 場 /30 台 アク セス (電車 ) 秋 田 
新幹線 「 角 館 駅 」 よ り 車 で 約 30 分 。( 車 ) 
秋田 自動 車道 「 協 和 IC] よ り 約 1 時 間 


5 | 星野 り ソ ツー ト 青森 屋 ** 斉 林 県 三沢 市 


花見 まつ りや 津軽 三味 線 
充実 し た アク ティ ビ テ ィ 

青森 ・ 津 軽 の 文化 を 体験 で きる 
宿 。 津軽 三味 線 や 民謡 が 披露 さ 
れる ほか 、 春 に は 広大 な 庭 で 桜 
を 愉し む ア クティ ビ テ ィ も 豊富 。 
温泉 は 湯船 に 青森 ヒバ を 使っ た 
「 ひ ば 湯 ] や 露天 風呂 「 浮 湯 ] な ど 、 
広々 と し た 湯船 で 足 を 伸ばし て 
ゆっ くり 愉し みた い 。 地元 の 料 
理 が 並ぶ だ ビュ ッ フ ェ 形 式 の 夕食 
の ほか 、 自 慢 の 酒 や スイ ー ツ な 
ども 忘れ ず に 味わお う 。 


お 七 め Point 】 

- 部 土 芸能 に 触れ 6 れる 

・ 幻 想 的 な 露天 風呂 を 味わえ る 
・ 青 森 の 味覚 を 心ゆく まで 食 せる 


ほし の り 5 ぞ ー と あお も りや 

青森 県 三沢 市 字 古 間 木山 56 

容 0570-073.022 

料金 /1 泊 2 食 付き 1 万 9900 円 一 カ 
ー ド / 合 用 可 客室 /236 室 チェ ッ 
クイ ン ・ ア ウト 15:00・12:00 風呂 
男女 別 内 湯 各 2、 男 女 別 露天 風呂 各 1 
泉 質 だ アル カリ 性 単純 温泉 駐車 場 
200 台 アク セス (電車 )JR「 三 沢 
駅 ] よ り 車 で 約 5 分 ( 車 ) 上 北 自動 車道 
「 六 戸 JCT」 よ りす ぐ 


山形 の 旬 を 食べ 尽 ( し 
夜桜 を 眺め て 過ごす 

明治 44 年 (1911) の 天童 温泉 の 開 
湯 以 降 、 そ の 歴史 を 刻み 続け て 
いる 旅館 。 日 本 庭園 を 望む 客室 
の 窓 い っ ぱい に 桜 が 広がる 眺め 
は 、 こ の 季節 な ら で は の 換 沢 だ 。 
美肌 の 湯 と し て 知ら れる 露天 風 
呂 か ら も 庭園 が 眺め られ る 。 食 
事 は 山形 の 郷土 料理 。 特 に ブラ 
ンド 牛 で ある 「 山 形 邊 の すき 焼 
き ] は 絶品 。 ま た 、 忘 れず に 人 
気 の ね こ 女将 と 触れ 合い た い 。 
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お 基 め ゅ Point 】 


・ 寄 室 か ら 桜の 景色 を ひと り 占め で きる 
・ 庭 園 を 眺め な が ら 名 湯 に 浸 か れ る 
・ 山 形 の プラ ンド 食材 と を いた だ ける 


し ょ う は 〈 て い あづま そう 
山形 県 天童 市 鐘 田 2-2-1 
谷 023-654-4141 料 全 //1 泊 2 食 付き 
2 万 720 円 (平日 の み ) カー ドン 使 
用 可 客室 /34 室 チェ ッ ク イ ン ・ ア 
ウト 15:00・11:00 風呂 男女 別 内 
湯 各 1、 男 女 別 露天 風呂 各 1、 客 室 圭 
天風 呂 付き (2 室 ) 泉 質 デ ナトリウム ・ 
カル シウム - 硫 酸 塩 温泉 駐車 場 
人 台 アク セス (電車 )JR「 天 童 駅 ] 
より 車 で 約 10 分 。 ( 車 ) 山 形 自動 車道 
「 山 形 北 IC] よ り 約 15 分 


豊 沢川 の 豊か な 自然 と 
5 つの 湯 巡 り で 癒さ れる 

「 山 水 閣 ] は 入り 口 へ 向かう 坂 
道 に ソメイヨシノ や シダ レザ ク 
ラ が 並び 、 春 訪 温 の 風景 が 訪れ 
る 客 を 出迎え て くれ る 。 こ の 宿 
は 桜の 花 と 渓谷 の せせらぎ を 愉 
し みな が ら の 湯浴み が た ま ら な 
い 。 宿泊 者 は 豊 沢川 沿い に ある 
関連 施設 の 温泉 を 無料 で 湯 巡 り 
で きる 。 食事 は 月 替わり の 本 格 
会 席料 理 。 前 沢 邊 どの オプ シ 
ョ ン 料 理 も 合わ せ て 味わい た い 。 


【 お 功 め Point 】 


"壮観 な 桜 並木 が 出迎え て て れる 
"渓流 沿い の 則 巡 り が で きる 
* 月 替わり で 旬 の 味覚 を 愉し め る 


お お さわ お ん せん さん すい か く 
岩手 県 花巻 市 湯口 字 大 沢 181 
合 0198-25-2021 料金 <1 泊 2 食 付き 1 
万 9980 円 ー カー ドン 使用 可 客室 
57 室 チェ ッ ク イ ン ・ ア ウト ン 15:00・ 
10:30 風呂 / 男 女 別 内 湯 各 1、 填 天 
風呂 男 1 女 2、 男 女 別 半 赴 天 風呂 各 1、 
混浴 露天 風呂 1 泉 質 だ アル カリ 性 
単純 温泉 駐車 場 プ 100 台 アク セ 
スプ (電車 )JR「 花 差 駅 ]」 よ り 車 で 約 30 
分 。 ( 車 ) 東 北 自動 車道 「 花 巻 南 IC] よ 
り 約 15 分 


文化 財 指 定 の 木造 午 築 が 印象 的 
10 | 嵐 渓 欄 * 新 中 県 三条 市 


湧き 水 を 使っ た 料理 と 
強 塩 泉 が 愉し め る 宿 
3 階 建て の 本 館 は 国 登録 有形 文 
化 財 。 頂 部 に 「 望 楼 ] と 呼ば れ 
る や ぐら が ある の が 特徴 的 だ 。 
湯治 場 と し て も 栄え た 強 塩 泉 の 
湯 は 切り 傷 や や けど に 効く と い 
われ 、 ま と わり つく よう な 独特 
な 感触 が ある 。 食事 の 自慢 は 全 
て 湧き 水 を 使っ て いる こと 。 厳 
選 し た 食材 を 、 湧 き 水 を 使っ て 
丁寧 に 調理 する こと で 、 滋 味 豊 
か な 会 席料 理 に 仕上 が る 。 


て お 折 め Point 】 


・ 秘 湯 で 静か な 時 を 過ごせ る 
・ 名 湯 と ひと り 占 めで きる 
・ 滋 味 豊 か な 料理 が 味わえ る 


らん けい そう 
新潟 県 三条 市 長野 1450 

谷 0256-47-2211 

料金 /1 泊 2 食 付き 1 万 6650 円 一 カ 
ー ド / 使 用 可 寄 室 /17 室 チェ ッ 
クイ ン ・ ア ウト 15:00・10:00 風呂 
男女 別 内 湯 各 1、 貸 切 内 湯 1、 貸 切 赴 
天風 呂 1 泉 質 プ ナトリウム - 塩 化物 
冷 鉱泉 駐車 場 プ 50 台 アク セス 
(電車 )JR「 燕 三条 駅 」 よ り 車 で 約 40 
分 。 ( 車 ) 北 陸自 動車 道 「 三 条 燕 IC] よ 
り 約 40 分 


みち の く の 名 湯 で 癒し の 湯浴み 


9 | 舞 上 大 島 :* 福島 県 福島 市 


こだわ り の 福島 邊 と 銘酒 

食 も と こと ん 愉し め る 

飯坂 温泉 の 豊か な 自然 に 囲ま れ 
た 湯 宿 。 春 に は ロビ ー 先 の シダ 
レザ クラ が 咲き 、 ラ イト アッ プ 
が 行わ れる 。 霊 天風 呂 は 広々 と 
し て 野趣 あふ れる 石造 り の 湯船 
川 の せせらぎ を 聞き な が ら の 湯 
浴 み は 格別 だ 。 料 理 は 福島 和牛 な 
ど 県 内 産 の 素材 に こだわ る 。 全 
国 的 に 名 高い 福島 の 銘酒 も 豊富 
に 摘 え て いる の で 、 夕 食 と 共に 
地酒 に ひと り 杯 を 傾け た い 。 


お 勧め ゅ Point 3 

・ 大 き な シ ダレ ザク ラ を 培 能 で きる 
- 広 々 と し た 温泉 に ゆっ た り 浸 か れる 
- 福 島 の 酒 が 存 分 に 愉し め る 


すり か みて い お お と り 

福島 県 福島 市 飯坂 町 字 中 ノ 内 24-3 
谷 024-542-4184 

料金 "1 泊 2 食 付き 2 万 2000 円 一 (入湯 
税別 ) カー ドン 使用 可 客室 /59 
室 チェ ッ ク イン : ア ウト 15:00・10:00 
風呂 男女 別 内 湯 各 1、 男 女 別 赴 天 
風呂 各 1 泉 質 / 単 純 泉 駐車 坦 
150 台 アク セス (電車 ) 福 島 交通 
「 飯 坂 温泉 駅 ] よ り 車 で 約 5 分 。 ( 車 ) 東 
北 自動 車道 「 福 島 飯坂 |C] よ り 約 10 分 


典 湯本 で 風景 か ら 食事 で 桜 を 満喫 
12 | 小田 ホテル は つい は な 神奈川 県 箱根 町 


桜 尽 (し を 味わえ る 
《 つ ろ ぎ の 和風 ホテ ル 

「 は つ は な 」 と は その 年 の 最初 
に 咲く 桜 を 意味 する と いう 。 ホ 
テル に 完 し た その 名 の 通り 、 こ 
の 時 季 は 玄関 前 の ソメイヨシノ 
を は じ め と し て 、 裏 の 湯 坂 ( ゆ 
さか ) 山 の 山桜 な ど を 見 る こと 
が で きる 。 憎 石 料理 も 桜 を イメ 
ー ジ し た 飾り 付け 。 食 事 の 後に 
は 自家 源泉 で ある 自慢 の 名 湯 へ 。 
桜 尽 くし の も て な し に 日 頃 の 疲 
れ も 癒 され る 。 


【 お 勧め Point 3 


* 寄 室 か ら 山 桜の 咲 て 量 色 を 見 られ る 
・ 自 家 源泉 の 名 湯 を 増 能 で きる 
・ 華 や か な 懐石 料理 を 味わえ る 


お だ きゅう ほてる は つ は な 

神奈 川 県 足柄 下 郡 箱根 町 須 肢 川 20-1 
谷 0460-85-7321 料金 /1 泊 2 食 付き 4 
万 9650 円 ー カー ド / 使 用 可 客室 
47 室 チェ ッ ク イ ン ・ ア ウト ノ 15:00・ 
12:00 風呂 男女 別 内 湯 各 1、 男 女 
別 露 天風 呂 各 1、 女 性 専用 スパ 「 や ま ざ 
くら ] 内 湯 1、 露 天風 呂 3 泉 質 デ アル 
カリ 性 単純 温泉 駐車 場 /17 台 ア 
クセ ス /" (電車) 箱根 登山 鉄道 「 箱 根 
湯本 駅 ] よ り 車 で 約 10 分 。( 車 ) 釘 根 新 
道 「 須 雲 川 C] よ りす ぐ 


塩原 の 最 奥 部 に ひっ そ 5 と 他 ゼ 隠 れ 湯 


秘 湯 Rd 剛 2 
11 | た こ 9 温 の 規 据 寺 閣 * 株 那 者 原 市 


全て 源泉 か け 流し 

湯 巡 0 三 昧 の 秘 湯 

標高 1000m の 山あい に 倍 む 奥 塩 
原 新 潟 (あら ゆ ) 温 泉 。 こ の 温泉 
が 開か れ た 300 年 近く 前 か ら 続 
く 湯 宿 が 「 渓 雲 閣 ] だ 。 桜 を 眺 
望 で きる 貸切 露天 風呂 に 湧い て 
いる 白濁 色 の 湯 は 、 硫 黄 分 の 濃 
い 源 泉 か け 流 し 。 さ ら に 近く に 
ある 3 つの 共同 浴場 の 湯 巡 り も 
お 勧め だ 。 夕食 は 客室 で 、 山 の 
幸 を ふん だ ん に 使っ た 「 山 里 料 
理 ] を いた だ こう 。 


て 得 ゅ Point 3 


・ 近 隣 の 共同 浴場 も 無料 で 入れ る 
・24 時 間 、 貸切 回 天 風呂 に 浸 か れる 
* タ 朝食 共に 部 屋 で 食べ られ る 


ひと うに ご り ゆ の や と けい うん か 〈 
栃木 県 那須 塩原 市 湯本 塩原 37 

全 0287-32-2361 

料金 /1 泊 2 食 付き 1 万 7430 円 カー ド 
使用 不可 客室 /18 室 チェ ッ ク 
イン : ア ウト ン 15:00・10:00 風呂 / 男 
女 別 内 風呂 各 1、 貸 切 填 天 風呂 2 泉 
質 / 単 純 酸性 硫黄 温泉 駐車 場 ン 
20 台 アク セス (電車 ) 東 北新 幹線 
「 那 須 塩 原 駅 ] よ り 車 で 約 1 時 間 5 分 。 
() 東 北 自動 車道 「 西 那須 野 塩原 IC] 
より 約 35 分 


Moy 2020 男 の 陣 れ 家 088 


最大 22 時 間 滞在 で 

ゆっ 〈5 と 体 を 休め る 

小学 生 以下 や 団体 客 を お 断り し 
て いる 、 大 人 の くつ ろ ぎ を 大 切 
に し た 宿 。 ゆ っ くり 過ごす こと 
を 重視 し 13 時 チェ ッ ク イ ン 、11 
時 チェ ッ ク ア ウト 、 最 大 22 時 間 
を ずっ と 宿 で 過ごせ る 。 渓流 を 
望む 貸切 温泉 に 浸かっ た ら 、 口 
ビー や 食事 処 か ら 庭園 に 広がる 
桜 を 満喫 し よう 。 夕 食 は イワ ナ 、 
イノ シシ 、 山 菜 な ど 、 山 の 食 文 
化 を 伝え る 料理 が 揃う 。 


お 勧め Point 】 


・ ひ と り 替 沢 な 時 間 を 過ごせ る 
"渓流 を 望む 貸切 風呂 を 満喫 で きる 
・ 食 事 処 は 個室 で ゆっ 《 ち で きる 


ふ な や まお ん せん 

山 剰 県 南巨摩 郡 南部 町 本 卿 10617 
合 0556-64-2343 

料金 1 泊 2 食 付き 2 万 2836 円 (日 曜 
て 金曜 、 入 湯 税 別 ) カー ド / 使 用 可 
客室 12 室 チェ ッ ク イ ン ・ ア ウト 
13:00・11:00 風呂 男女 別 内 湯 各 2、 
男女 別 雷 天 風呂 各 2、 貨 切 風 呂 2、 
泉 質 / 単 純 硫黄 冷 鉱泉 駐車 場 
20 台 アク セス (電車 )JR「 内 船 駅 」 
より 車 で 約 10 分 。 ( 車 ) 中 部 横断 自動 
車道 「 南 部 IC] よ り 約 5 分 


16 | 丸 賠 温泉 たけ くら べ 福井 県 坂井 市 


KW 


の と か な 里山 の 空気 を 
全身 で 感じ られ る 宿 

竹田 川 渓谷 の 上 流 に ある 純 和風 
の 旅館 。 客 室 か ら 見 える の は 素 
朴 で 落ち 着く 里山 の 風景 だ が 、 
春 に は 目 の 前 に 桜 が 咲き 誇る 圧 
巻 の 景色 と な る 。 桜 を 愉し ん だ 
ら 、 温 泉 へ 。 和 柔らか な 泉 質 の 温 
泉 に ほのぼの と 浸かっ て 疲れ を 
癒 そ う 。 た くさ ん の 料理 が 並ぶ 
夕食 の 中 で も 特に 人 気 な の が 厚 
揚げ と イワ ナ だ と いう 。 山里 が 
育 お 食材 を 堪能 し た い 。 


089 男 の 隠れ 察 Moy 2020 


【 お 勧め Point 】 

* 客 室 か ら 桜の 広がる 風景 が 愉し め る 
・ 肌 に 優し い 温泉 に し っ くり と 浸 か れ る 
・ 地 元 の 食材 を 生か し た 料理 を 味わえ る 


まる お か お ん せん た け 〈 ら ペ 

福井 県 坂井 市 丸岡 町 山 竹田 888 
谷 0776-67-2333 

料金 1 泊 2 食 付き 1 万 450 円 一 カー ド 
使用 可 客室 /16 室 チェ ッ ク イン ・ 
アウ トン 16:00・10:00 風呂 男女 別 
内 湯 各 1 泉 質 だ カル シウム - 硫 酸 塩 
泉 駐車 場 プ 80 馬 アク セス ( 電 
車 )JR「 福 井 駅 ] よ り 車 で 約 50 分 。 ( 車 ) 
北陸 自動 車道 [丸岡 IC] よ り 約 20 分 


桜 が 彩 る 庭園 と 

歴史 を 感 し きせ る 建築 の 数 々 

別所 温泉 「 花 屋 」 は 大 正 6 年 
(1917) 創 業 。 敷地 内 に 点 在 する 

建物 の ほ ば 全て が 国 の 登録 有形 
文化 財 指定 と いう 歴史 の ある 宿 。 
宿 の 名 の 通り 、 庭 園 に は 多く の 
花 が 植え られ 、 桜 も ソ メ イ ヨ シ 
ノ の ほか 、 シ ダレ ザク ラ や ヤ エ 

ザク ラ な ど が 揃う 。 客 室 に 運ば 
れる 旬 の 食事 に 舌鼓 を 打っ た ら 、 
大 正 ロ マン を 感じ させ る レト ロ 

な 浴場 を 愉し みた い 。 


自然 豊か な 庭園 に 癒さ れる 
殿 河 湾 の 替 を 愉し む 

多く の 文化 人 が 訪れ た こと で も 
知ら れる 西伊豆 の 純 和風 旅館 。 
庭 は ヤセ エ ザ クラ や ウコン ザク ラ 
な ど 多 種 の 桜 が 長期 間 愉 し め る 。 
源泉 か け 流し の 湯 は さっ ぱり と 
し た 湯 触り の 塩化 物 泉 。 チ ェ ッ 
クイ ン 時 に 予約 し て 自然 林 に 囲 
まれ た 貸切 露天 風呂 [山水 ] に 
も 入り た い 。 食事 の メイ ン は も 
ちろ ん 駿河 湾 の 新鮮 な 海 の 幸 。 
地酒 と 共に 味わい た い 。 


き お 勧め Point | 


・ 有 形 文化 財 の 利 築 を 堪能 で きる 
・ 内 風呂 で か け 流 し の 湯 に 浸 か れ る 
・ 夕 食 は 部 屋 で ゆっ くり 食べ られ る 


5 ょ か ん は な や 

長野 県 上 田 市 別所 温泉 169 

容 0268-38-3131 

料金 1 泊 2 食 付き 3 万 8500 円 一 (入湯 
税別 ) カー ドン 使用 可 客室 40 
室 チェ ッ ク イ ン ・ ア ウト 15:00・1100 
風呂 男女 別 内 湯 2( 入 替 制 )、 男 女 
別 雷 天風 呂 各 1 泉 質 / 単 純 硫黄 泉 
駐車 場 30 台 アク セス (電車 ) 上 
田 電鉄 「 別 所 温泉 駅 ] よ り 徒 歩 約 5 分 
( 車 ) 上 信越 邊 動車 道 「 上 田 菅平 1C」 
より 約 30 分 


お 勧め Point 】 

* 早 咲き < 遅咲き の 桜 が 愉し め る 
"自然 林 に 囲ま れ 湯浴み で きる 
・ 食 事 は 部 屋 出し で いた だ ける 


さか ひし り ぎょ (し ょ うえ ん 

静岡 県 伊豆 市 土肥 284-2 

合 0558-98-1000 

料金 1 泊 2 食 付き 1 万 7280 円 一 (日 曜 
ー 全 孔 ) カー ド デ ゲー 部 使用 不可 
客室 /29 室 チェ ッ ク イ ン ・ ア ウト 
15:00・10:00 風呂 // 男 女 別 内 湯 各 1、 
男女 別 露天 風呂 各 1、 貸 切 露天 風呂 2、 
泉 質 / 塩 化物 泉 駐車 場 /35 台 
アク セス (電車) 伊豆 箱根 鉄道 「 修 
善 寺 駅 ] よ り 車 で 約 30 分 。( 車 ) 東 名 高 
速 道路 「 沼 津 IC] よ り 約 55 分 


脈々 と 続く 系 講 


TTY'S NO RULE 


「FR タ イプ の ライ トウ エイ トス ポー ツ カ ー を …] と 日 標 に 定め 、 試 行 鋳 誤 を 繰 9 返 し な が ら 1989 年 に 初代 ニー ノ ス ・ ロ ー ド スタ ー は 誕生 し た 。 


いつ か は 乗り 9 た いあ の クル マ 


1 回 


4 代目 ロー ドス ター は 


* 魂 動 --Soul of Motion' モデ ザイ ン テ ー マ に 人 気 を 博す 。 


当時 、 試 作 車 の 開発 コー ド ネ ー ム は ~P729"。 あ れ か ら 31 年 … 
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押 〇 中島 人 評 


文 O こ も だ きよ し 


① マ ツ ダ の 塗装 技術 「 匠 塗 TAKUMINURII に よる ソウ ルレ ッ ド クリ スタ ル メ タリ ッ ク は 、 生 や か な 透明 感 を 表現 し 
質感 の 高 さと 躍動 感 の ある 造形 美 を 際立た せる 。 3 部 速 道路 の 防風 壁 か ら 発想 し た メッ シュ タイ プ の エア ロボ 
ー ド が 強い 風 を 緩和 し 、 心 地 よい 風 を 車 室内 に 導 風 する 。 ⑬ 章 径 366mm の ステ アリ ング ホイ ー ル は 操作 性 を 高 
め る た め 、 断 面 形状 や ステ ッ チ の 位置 に まで こだわ っ て いる 。 球形 の シフ トノ ブ も 直径 や 重量 も 操作 性 を 重視 。 
サテ ンク ロー ム を あし ら っ た 三 眼 メ ー タ ー を 採用 。(④ 軽 快 な 走り を 生む FR 専用 設計 の 1.5 @ エン ジン を 後ろ よ 
り に 搭載 する 。 ⑤ ア ルカ ンタ ー ラ と ナッ パレ ザー の コン ビ に よる レカロ 社 製 シー ト を 標準 装備 。(⑥ タ イヤ サイ 
ズ を 先代 の 205/45R17 か ら 195/50R16 へ 。 さ ら に ハブ ボル ト を 4 本 と し た ほか 、 アル ミホ イー ル に は 新 工法 を 取り 
入れ て リム を 薄肉 化 。 ⑦ 中 央 の ロッ ク を 解除 し て 、 ガラ ス 製 リア ウイ ンド ウ 付 き の ソ フト トッ プ を 後方 に 移動 
させ る だ け で 簡単 に オー プン スタ イル に 。 気 軽 に オー プン カー ライ フ を 楽し め る 。 カッ プ ホ ル ダ ー は 脱着 式 。 
セン ター コン ソー ル 後 部 、 あ る い は 助手 席 の セン ター トン ネル 側 に セッ ト す る こと が 可能 だ 。⑨⑧ 自 然 な 運転 次 
勢 で 操作 で きる ペダ ル 配 置 と し 、 き め 細 か い 操 作 を 必要 と する アク セル ペダ ル は オル ガン 式 で ある 。 


@⑯ サ イズ: 全長 3915mmX 全 幅 1735mmx 全 高 1235mm 免 ホ イー ル 
1496cc 鍛 エン ジン : 水冷 直 列 4 気 簡 DOHC16 バ ルプ ト ラン スミ ッ シ 
4500mm@ 醒 動 方 式 :FR 人 サ スペ ンション 前 後 : ダ ブル ウイ ッ シ 


⑳ マ ツ ダ コー ル セ ン ター 硬 0120-386-919 wwwmazdapojp 
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| ricx cr | MAZDA ROADST 


History 
1989 年 -1 


2 代目 マツ ダ ・ ロ ー ド スタ ー (NB6CNB8C 型 ) 
年 3 代目 マツ ダ ・ ロ ー ド スタ ー (MCEC 型 ) 
4 代目 マツ ダ ・ ロ ー ド スタ ー (ND5RCANDERC 型 ) 


ER RS 


ス :2310mm@ ト レッ ド : 前 1495mm 後 1505mm 人 車両 重量 :1020kg@ 訟 排気 量 : 
6 達 MT 條 最 計 出力 97KW (132ps) 7000rpm@ 最 大 トル ク :152Nm (15.5kom) 

ー ン マル チリ ンク 欠 ブ レー ネ 前 / 後 : ペ ンチ レー テッ ド デ ィ スク ディ スク 多 タ イヤ 8 ホ 
イー ル 前 " 後 :195750R16&6.5Jx16 人 乗車 定 員 :2 人 例証 両 本 体 価格 :\3.382.500( 税 込み) 
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SE | 四 旦 儲 や G 六 史料 英 選 絹 思 
や 迷 菜 つい 7 直ぐ 理財 や 。 ペー や に ーー ーー ペー 


償 つ 妃 明 朋 宮代 欄 中 定 さ ュ )" 生 中 
因 S 観 尺 ぬ 展 0 22 で 則 半 ら 婚 
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で" 膨 困 捕 " 0 窒 無 品 旋 叶 許 7 
所 吉 因 室 寺 6 県 守 居 表 定 叶 人 
例 oG" 人 計 の G8 杖 06 
る ぐ 余 四 ※ 守 ” 定 ぐ 寺 K 回 S 所 
下回る 親 祭 " 単 肝 T" 了 K 諾 少 挟 
六 光 対 束 。 提 水中 投 ぐ まま ー ム 
いり トヨ 計 さ なこ いひ 0 くに で ささ) 
中 | 皿 作 史 0 ツー マロ ペ ゴ 会 
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莉 ' ク ラフ ト ツ ー リ スム 


盆 穂 、 て ん 菜 糖 、 斗 六 豆 。 下段 左 か ら 丹 波 黒豆 、 黒 千石 、 丹 波 大 


納 言 小豆 、 北 海道 産 小豆 。 左 / 人 気 の 定 番 甘納豆 、 丹 波 大 納 言 小豆 ( 無 農薬 ) と 斗 


| 月 2 凸 可 つ し る rk? 


し 層 肖 隔 会 届 d 生 SrG" hi 

世 加 因 題 つじ 判 路 性 凸 穴 補 さ 由 8 
JIExGnG 地 夫 2 の" て で ふ こ ト も と 想 書 内 に 
W 味 炉 ロート ドー と 6 毛 味 半 4K 上 き 上 
皇 rEfpyeXA)「 志 所 人 S り 公選 か 当 。 
妨 】 


紀 
3 
つ 
1 
ト 
1 
ド 
に 
ト 
I 
回 


道具 や 素材 を 展示 し て 、 も の 作 
り の 過程 を 学ぶ こと が で きる 。 


都 伝統 産業 ふれ あい 館 ) 。 京都 
市 の 伝統 産業 を 紹介 する ほか 、 


伝統 産業 


リ 


語詞 中 坦 環 ロ いっ し 前 Io 
| IEEE が 上 に いく) 
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7 リー 公 に さ 案 SG 反 縮 選 札 湯 
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の 寿 了 の の ・ 押 ら の | 失 雪 較 還 っ 人 旬 堪 芝 選 嘱 公 QG IO 
の 市 訪 押 の WM つき ふ へ ゼー 1 
に に 内 掴 Sh 導 共 人 oN う 
9 泊 坦 族 。 | SS や もつ 還 肥 ら 記 
で NR LT G 突 硬 玉 へ 和田 @ る ww や っ 
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人 皇 時 でき 捕 O も や と つ RHJ 時 押 措 ⑳ 富 や 2 内 ミ 
近藤 湯 拉 人 8 | 近 果 PWF 控 @ 舞 っ 代 
高丘 納 E 還 研 WOG 肛 表 SG mW っ 4 
| 6 可 媒 る 
 fKG@ 間 由 |  RKm 全 さ 尼 5 中 
揚 区 者 崇 RS 
控 合 “ に ドコ 人 
人 @ ド っ $ 
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簡単 取り 付け で 部 屋 を エン タメ 空間 に 
popln Aladdin EE 


ポッ プイ ン アラ ジン 面 の 装飾 と し て も 利用 


で き 、 パー ティ の 際 に 
[価格 ]7 万 9800 円 [サイ ズ ] 幅 476x 奥 行 476x 高 さ 169mm も 楽し め る 
[ 重 さ ]4.9kg [明る さ ]700ANSU ル ー メ ン 、( 一 8 量 適 用 ) 
[上 下 可動 域 ]0 一 18 度 
モリ ]2GB 【CPU]64bit4Core 1.56Hz 


屋 の 明か り と プロ ジェ クタ ー 

が 一 体 化し た シー リン グラ イ 
ト 「popln Aladdin]。 家庭 用 の シー リ 
ング が あれ ば 工事 は 不要 で 、 誰 で も 
簡単 に 取り 付け られ る 。 投影 され る 
壁 ま で の 距離 は 1 一 3m 程 が 目安 。 距 
離 に よっ て は 壁 一 面 の 大 画面 に な る 。 
スピ ー カ ー は 、 アメ リカ の サウ ンド 
メー カーHarman Kardon 製 の 高音 質 
スピ ー カ ー を 内 蔵 。 基 本 設定 で は 各 
種 動画 サー ビス や 音楽 スト リー ミン 
グ サ ービス な ど が 利用 可能 で 、 さ ら 
に チュ ー ナ ー と 接続 すれ ば テレ ビ も 
視聴 する こと が で きる 。 


ー へ NN ニー ツ ぐ S 聞 圧 
す で て 選 埋 1 半 喜 菩 SG の 


Dopln Aaddin サポ ー ト セン ター 
谷 0120-744-477 aladdWpoDM 


日 本 の 伝統 工芸 X オ ラン ダ の 芸術 


Tea Pot (mask) 


ティ ー ポ ッ ト ( マ スク ) 

【 価 格 ]8 万 8000 円 

[サイ ズ ] 幅 180X 奥 行 160X 高 き 180mm 
[ 還 ]740g 


ラン ダ で 活動 する 二 人 組 の デ 

ザイ ナー「 ス タ ジ オ ・ ウ ィ ネ キ ・ 
ソ マ ー ズ ] が 有田 の 伝統 的 な 工芸 に 、 
革新 的 な 発想 と 技術 を 組み 合わ せ て 
作り 上 げた 現代 的 な 「Tea Potl。 有田 
焼 の 特徴 と も 言え る 鮮やか な 瑠璃 の 
色 を ベー ス に する な ど 、 古 く か ら 伝 
わる 技法 か ら 発想 を 得 て 生 み 出さ れ 
た 色合い 。 さ ら に 円 を 描く 美しい フ 
ォ ル ム に 対し 、 ス テン レス 製 の 大 振 
りな 取っ 手 を 取り 付け る こと で 、 モ 
ダン な 印象 が 加え られ て いる 。 シ ン 
プル な の に デザ イン 性 も 高い 、 大 人 
の ティ ー ポ ッ ト だ 。 


バー テマ 革 、S よ で きら て 準 
cv 因 さ 局 卓史 詩 末 藻 S 藻 田 慎 


20167 (ニー ゼロ イチ ロク ) 
儲 0955-42-2016 2016arWajp 
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走破 性 に 優れ る カー ゴト レー ラー 


Burley COHO XC 


パー レイ コー ホー エッ クス シー 
[価格 ]8 万 7780 円 

[サイ ズ ] 幅 432x 奥 行 1689X 高 き 540mm 
[荷台 サイ ズ ] 幅 380x 諾 行 610X 高 き 290mm 
[重き ]974kg [耐荷 重量 ]31.8kg 


転 車 で 替 引 で きる ベビ ー カ ー 
が 話題 の 「Burley] か ら 注目 の 


VA 寺 喜 麻 丁 
ぷぷ 貸さ 漂 忌避 遇 


自転 車 で は な か な か 痛 
荷物 用 の トレ ー ラ ー が 登場 。「COHO 物 が 載せ られ な か っ た 
XC] は 自転 車 の 後 輪 に 取り 付け る 一 サイ クリ ング が より 快調 
輪 式 の カー ゴト レー ラー。 約 30kg ま 轄 に な る は ず だ 。 


で 載せ る こと が 可能 で 、 コイ ルス プ 
リン グ 式 の サス ペン ショ ン と オフ ロ 
ー ド タイ ヤ を 装着 し て いる た め 、 近 
距離 の 買い 物 か ら 長 距離 の 旅行 まで 
幅広 い 使い 方 が で きる 。 着脱 の 際 も 
手間 が か か ら な い リ リー スレ パー を 
採用 し て お り 、 累 引 装置 も 幅 調整 式 
で 自転 車 に 合わ せ て 取り 付け られ る 。 
別売 り の オプ ショ ン バ パー ツ も 多彩 。 


ヨ 
ン 
を 
搭 
載 


ライ トウ ェ イ プロ ダク ツジ ャ パン 
人 03.5950-6002 
NewayjpcombloyClerburfey/ 


必要 な 器具 が 揃っ て わずか 108g 


フィ ルター は 半永久 的 Snufkin 純 チ タン 製 
2 コー ヒー& 紅 茶 メ ー カ ー 


フィ ルター を 使わ ず 、 
環境 に も 優し い 。 スナ フキ ン ジュ ンチ タン セイ コー ヒー アン ドコ ウチ ャ メー カー 
【 価 格 ]3 万 9600 円 [サイ ズ ] 直 径 78.7X 高 き 68mm 
[容量 ]220m) [重き ] 約 1089 [付属 品 ] 納 ケー ス 
| woe 細 中 柄 
ヒー や 紅茶 を も っ と 美味 し 
く 」] と いう コン セプト か ら 生 み 出 さ 
れ た 「Snufkin チタ ン 製 コー ヒー& 紅 
茶 メ ー カ ー」。 オ ー ル 純 チ タン 製 で 
ある 最大 の 特徴 は 、 何より 強く て 軽 
いこ と 。 そ の 軽 さ は マグ カッ プ 、 フ 
ィ ル ター、 三脚 を 合わ せ て わずか 約 
108q と いう 総 重 量 か ら も わか る 。3 
つの 器具 が 片手 サイ ズ の 収納 ケー ス 
へ コン パク ト に 収まる と いう 手軽 さ 
も 嬉し い 。 面 食性 に も 優れ て お り 長 
持ち する た め 、 一 生 モノ の 付き 合い 
が で きる アイ テム に な る だ ろう 。 


ー せ 一 \ 湊 苗 一 ドーH 
ら 語 へ 想い と 古 VY 光 球 ミー 


アウ トレ アザ 
会 050-5328-4898 automealzacom 
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民 田 


ー 北 次 め 旨 拝 紀 G 拝 路 ー 


INTERVIEW REPORT 


日 本 上 談 


「 昌 土 記 や 殴 や 近 軍 SS 
居 S?26 ぐ ^ jK 尽 rr く NG の で 穫れ で USYG」 


代目 神田 松 鯉 に 入門 。2012 年 6 月 、 
ツ 目 昇進 。 メ ディ ア へ も 多数 出演 、 


講談 普及 の 先頭 に 立つ 活躍 を し て いる 。 


2020 年 2 月 1 日 か ら 真打 昇進 と 同時 に 


協会 、 落語 芸術 協会 所 属 。2007 年 11 月 、 
六 作 目 神田 伯 山 を 栖 名 。 


1983 年 東京 都 生 れ 。 講 赤 師 。 


: 番 組 


1 
に 
洋 
記 
SS 尊 
に 
8 
屋 ど 足 ゴ + 紋 虫 和 公理 人 お 
外 判 泥 人 る 尉 脂 ゅ 呈 I 思 G 製 


Km 中 コ S 緒 Rmm 拓 の つつ お 
つら ー の 革 加 上 青 丘 ・ 上 中 ネー ミ や 
選 で る 奈 昔 田中 雪 ( 親 虐 S 芋 田宮 
) @ 局 坦 ポ ロ 交 GN ト 人 編 合 
会 8" GS 展 ” 畠 反共 孤 定 明 や 四 
退 %「 ロ ロッ ワウ ピー と の 一 四 
QGQ 〇 員 将 上 川 束 刊 親 SN ふか 
mAI」SN ふ で マハ テツ 氏 ] 第 や 
ーー 羽 怪 GS 着 活 め 民 や ポ 田 
固 失 祝 填 明 ぐ 凍 明 着 押下 ・ 凸 思 医 規 
居 %%SS 表 疑 ” 抱 1 | 紅 り 3 外 境 
GS 國 せ 守る 所 人 団 全 朋 の で " 

宗二 時 紀 や Q 騙 操り 
「xwsowp 辛 導い り 尽 り や 全 つの 
っ 心中 ヨコ S 錯 記 全 表 疑 く ペ ーー" 
「 就 判 疾 司 IL 公記 宮 会 ちい 末 
会 選 で 畠中 G 刀 人 人 @ 選 軸 や ” 浴 飛 ペ 
中 3 総 泡 の 放つ SS Sp ン 
更 全 さ ポ つや | の ロ 牙 胡 % で "NG 

] 醤 倒 り 人 さ や ゃ やつ KN ネー へ お 前 
つ ヨ % 訪 SG” 足 コ SSS の 弟 緊 4m 
倒 揚 人 で や 就 境 選 (HE 図 二 )* 部 避 め 


※ 本 展 に は 出品 され ませ ん 。 


トコ 
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を Ss 吾 
まま 和 に HH 
生 拓 7 | 詳 8 ミ Ye 
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問 衝 品 思 8 尽 を 中 コジ きび 
3o" 揚 お り 還 団 朋 ( 民 図 に )” 型 田 
報 廿 痛々 民 -O" 幾 泡 や ゅ 宣 球 ぶ 書 
到 環 全 京 外 境 導 公 剖 つ 所 品 ke" 
「 店 判 引 | 忠 や wwG 判 路 く で 
人 SQ 光 倒 ぬく 園 岡島 下り 弄 
SS 紀生 2S や が 第 
ポ で いい 選 避 中 谷 じ 必 つろ 」 つろ 愉 思 
庫 馬 で 中 ヨッ p 晃 ご 編 ご " 

虹 | | 逢 じ 8" 爺 坦 G 敵 戦 半 豆 ・ 
王 挟 呈 握 全 州 くく GS 所 区 慰 『 革 到 年 
握 』 嘱 に 玄 G 物 倒 財 恒 押 党 
es や 衣 e ホ ふ や KK テ ー ュ ネー や 
公 ′ り G せ や 正 握 人 折る @ 羽 近 選 抽 
本 コリ ママ リ 
計 敵 三重 団 ぐ 《 田 定 記 手間 還 富 
S 圭 朝 玉 品 ) ロ 環 登ら 6S” 生 握 
公選 S 財 性 弄 田所 田 部 絶 暴 生 で 
羽 尺 替 @ 補 年 つ B 換 る 和 e 擬 四 ′ 戦 
m 和 PS め 環 態 。 裕 史 年 ら ye 
や 皿 埋 席 つ ロ や 縄 十 写 騙 邊 
半 呈 境 四 くつ 直志 史 る "MD 近 や 可 壁 
各 上 つ る 閥 詳 " "つい wwG 玉 壁 ぬ 
や 水 料 紀 QO 尽 oOW" 
呈 慌 や S 邊 会 8 弟 詞 播 ve" 
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支 G 在 紀 連 


ヒロ RP ロ RATI ロ N 


MM 間 NE 


LIUIIUHLUIII 


一 仕様 ご カラ ー( 一 部 モノ クロ ) 、 ビ スタ 、 音 声 :① 日 本 語 ② 英 語 、 字 幕 (英語 ナレ ーション 対応 ): 日 本 語 、 ド ルビ ー デ ジタル 
5.1ch、 偽 面 二 層 較 収 録 時 間 // 本 編 80 分 士 特典 映像 17 分 還 特 典 映像 内 容 ステ ィ ー ヴ ン ・ オ カ ザ キ 監督 の イン タ 

バー グ の イン タビ ュー 完全 版 な ど 較 出 演 " 司 葉子 、 加 藤 武 、 八 千草 薫 、 三 船 史 郎 、 役 所 広 
、 、 マ ー テ ィ ン ・ ス コ セ ッ シ 、AKIRA( 日 本 語 版 ナレ ーション ) 、 キ アヌ ・ リ ー ブ ス (英語 版 ナ レー ショ 
ン ) ほか 罰 監 督 ス ティ ー ヴ ン オ カ ザ キ 。@G"MFUNE:THELASTSAMURAPRIm Patners 


男 の 隠れ 家 


SELECT 
SHOP 


昭和 の 名 優 、 三 船 敏郎 と 高倉 健 に 迫っ た 
本 格 ド キュ メン タリ ー 映 画 な ど 
昭和 を 思い 出さ せる グッ ズ が 盛り 沢山 ! 


DVDMIFUNE THE LAST SAMURAI 
3800H ロ ( 税 抜 ) ET peror 


世界 の 映画 人 に 愛さ れ た 名 優 ・ 三 船 敏 郎 の 波乱 万 丈 な 人 生 
と その 精神 に 迫っ た ドキ ュ メ ンタ リー。 黒澤 明 監督 の 『 決 
生 門 】 (昭和 25 年 )、「 七 人 の 侍 (昭和 29 年 ) 、「 次 映 巣 城 | (昭和 
32 年 )、『 用 心 棒 (昭和 36 年 ) 、「 赤 ひげ 』 (昭和 40 年 ) 、 稲垣 浩 監 
督 の [宮本 武蔵 (昭和 29 年 ) な ど 、 全盛 期 の 三船 が 出演 し た 
重要 な 作品 に 焦点 を 当て 、 家族 、 俳優 仲間 、 ス タッフ 、 臣 
ステ ィ ー ブ ン ・ ス ピル バー グ や マー ティ ン ・ ス コ セ ッ シ 
船 に 魅せ られ た 海外 の 著名 人 な どの イン タビ ュー や 証言 、 
映像 資料 を 元 に 、 サム ライ 映画 の 進化 を 加速 させ た 三船 の 
役割 、 そ し て 彼 の 人 生 を ドキ ェ メ ンタ リー と し て 描く 。 
100 分 以上 に 及ぶ 貴重 な 特典 映像 も 収録 。 


昭和 の 大 スタ ー、 三 船 敏郎 と 高倉 健 の 


初 の 本 格 ド キュ メン タ 


稀代 の 俳優 
DVD/ 健 きん 
3800 円 ( 税 拓 ) BP-3767.0T 


平成 26 年 (2014) 11 月 10 日 、* 最 後 の 映 画 スタ ー^ 高 倉 健 、 逝 く 。 
生前 に 限ら れ た イン タビ ュー し か 受け な か っ た この 不 世 出 
の スタ ー の 素顔 は 、 わずか な 情報 の 中 で し か 明らか に され 
て いな い 。 彼 は 何 を 考え 、 ど う 行動 し 、 何 を 成し遂げ て き 
た の か ? 『 健 さん 」 は そん な 疑問 へ の 答え を 提示 し た 初 の 
ドキ ュ メ ンタ リー 映画 で ある 。 国内 外 20 人 以上 の 著名 な 映 
画 関係 者 た ちの 証言 を 通し て 、 高倉 健 の 真 の 姿 に 迫る 。 


画 受 賞 / 弟 40 回 モン トリ オー ル 世 界 映画 祭 . ワ ー ル ド ・ ド キュ メン タリ ー 部 門 
最 優秀 作品 賞 、 第 26 回 日 本 映画 批評 家 大 賞 ドキ ュ メン タリ ー 賞 田 仕 欄 
カラ ー・ モ ノ ク ロ 、 一 部 日 本 語 字幕 画 収 録 時 間 . 本 編 95 分 出 演 
高倉 儲 、 マ イケ ル ・ ダ グ : 、 ジ ョ ン ・ ウ ー、 マ ー テ ィ ン ・ ス コ セ ッ 
シ 、 梅 宮 辰 夫 、 川 本 三郎 、 立 木 義浩 、 降 旗 康男 、 八 名 信夫 、 山 田 洋次 、 中 井 
貴一 (語り ) ほか 監 督 日 比 遊 一 G2016 Team'KENSANT 


TYP 1 


健 


リー 映画 ! 
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東京 2020 を より 重層 的 に 
楽し むために ! 


DVD/TOKYO 1964 Vol.1、Vol.2 2 巻 セ ッ ト 


5000 円 ( 税 抜 ) FT fcw-478or 


首都 高速 道路 、 名 神 高速 道路 、 東 海道 新幹線 、 東京 モノ レー ル な どの 交通 網 や 、 日 本 武道 館 、 
代々 木 体育 館 、 駒沢 オリ ン ピ ビック 公 園 な どの 競技 施設 。 今 も 現役 で 利用 され て いる これ ら の イ 
ン フ ラ は 、 昭和 39 年 (1964) の 東京 オリ ン ビ ッ ク の レガ シー( 遺 産 ) で あり 、 日 本 の 復 異 ・ 経 済 成長 
の 証し で も ある 。 本 作 は 、 1964 年 東京 オリ ン ピ ビッ ク 開 催 を キー ワー ド に 、 発 展 を 続け る 東京 の 
姿 を 捉え た 貴重 な ドキ ュ メ ンタ リー 映画 集 だ 。 東京 オリ ン ピ ッ ク 開 催 に 向け て 急 ビ ピッチ で 進め 
られ た イン フラ 整備 の 様子 を 記録 し た 作品 や 、 集 団 就職 で 東京 に 出 て きた 若者 た ち が 、 卿 里 の 
両親 を 東京 に 招待 する と いう 心 暇 ま る スト ー リ ー の な か で 。 オリ ン ピ ッ ク に 活気 づく 東京 の 姿 
と 若者 の 前 向き な 姿 を 重ね 合わ せ た 物語 と し て の 奥行 き を 感じ させ る 作品 な ど 、 切り 口 も 様々 。 


較 収 録 時 間 Vol]1: 本 編 約 129 分 十 特典 約 20 分 、Vol 2: 本 編 約 123 分 十 特典 約 18 分 還 収 録 内 容 <Vol1:「 新 東京 の 願 」 [銀座 八丁 ] 「 か わっ た 形 の 体育 館 ( 代 々 木 体育 館 建 設 記録 )] 「 オ リン ピッ ク 
ニュ ー ス No.1 東京] [東京 ルネ ッ サン ス 1964] 「 映 像 特典 ]、Vol2:「 東 京 1963 年 都政 記録 )]「 浅 草 ] [東京 ] [東京 の 空 の 下 ] 「 東 京 20 年 ]「 映 像 特典 ] 較 喘 像 特典 内 容 Vol1: 東 京 オリ ン ピ ッ ク か ら 50 年 
「 銀 座 の 今 半 [高速 1 号線 高速 4 号線 か ら 見 える 風 耕 」、Vol.2: 東 京 オリ ン ピ ッ ク か 550 年 「 浅 草 の 今 普 」 [環状 7 号線 周辺 の 風 以 、 新 宿 副 都 心 」 還 仕 様 モノ クロ ・ カ ラー、 モ ノラ ル 、16:9( 本 編 43) 、 乾 
面 二 層 


昭和 の 日 本 と と も に 躍進 し た スー パー カブ を イン テリ ア に 


「 世 界 の スー バー カプ | が 光 の 彫 3 


BB クリ スタ ル (3D) プス ー パ ー カ ブ C100 


5000 円 ( 税 抜 ) 皿 cmd9790r 


ドイ ツ ・ CERION 社 製 の 最 先端 の クリ スタ ルレ ー ザ ニー 加 工 機 を 使い こなす 、 最新 の 光学 
技術 に 精通 し た 技術 陣 に より 生み 出さ れる 「BB ク リス タル (3D)」。 本 品 で は 、 昭和 33 年 
(1958) の 登場 以来 、 日 本 は も ちろ ん 世界 各国 で 愛さ れ 続け る スー パー カブ の 初代 モデ 
ル 「1958 スー パー カブ C100] が 立体 クリ スタ ル ガ ラ ス の 内 部 に 鮮やか に 浮か び 上 が る 。 
スー パー カブ は 、 ホン ダ の 漠 業 者 ・ 本 田 宗 一 郎 と し 、 その 名 参謀 と いわ れ た 藤澤 武夫 に よ 
る 、 往時 の 日 本 の 実情 に 合っ た 小型 の 二輪 車 と いう 青 写真 か ら 誕生 し た 。 耐久 性 の 高 
い 4 ス トロ ー ク 単 気筒 エン ジン と 乗り 降り の し や すい 独自 の シル エッ ト な ど 高 い 実用 
性 が 認め られ 、 発 売 と と も に 大 ヒッ ト 。 累計 生産 台数 は 1 億 台 を 突破 し て いる 。 

画 サ イズ 幅 80X 奥 行 50X 高 さ 50mm 一 素材 ご 特殊 形状 ウリ スタ ル ガ ラ ス 画 備 考 本田 技 研 工業 株 式 


会 社 許諾 商品 ※ ハ ンド メイ ド の た め 、 サ イズ に は 若干 の 個体 差 が あり ます 。 ※LED ス タン ド は 別売 り で す 。 
画像 は LED スタ ンド に 載せ た 状態 で す 。 


内 部 の 「1958 スー パー カブ 


C100」 を より 明る く 鮮やか に 見 に 六 員 で きる [8 クリ スタ 
せる LED ス タン ド も オプ ショ ン で 『 開 発し た 、 オ リ ジ ナ リティ あふ れる この イ 
購入 可能 だ (価格 は 税 挟 1000 

円 。 別 売り の 単 4 電池 が 3 本 必 議 テ と 1 ー ザ ー』 り 、 細 部 まで 中 
Mi 人 更 こ れ た 評 信 時刻 が 、 外 部 か ら 取 り 込 まれ た 光 に よっ て クリ ア に 浮か び 上 が る 。 


く 鑑 賞 で きま す 。 


裏面 に は 黒色 ガラ ス を 装着 し 、 上 面 と 側面 は 独自 の 傾斜 カッ ト を 施 
り 多 く の 光 が 取 り 込ま れ 、 彫 像 の 魅力 が 最大 限 に 引き 出さ れる 設計 と 
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昭和 を 彩っ た 不朽 の 名 車 た ち ! 


の 
世界 を 陶酔 させ た 名 車 


First18 1/18 トヨ タ 2000GT レッ ド 


9500 円 ( 税 抜 ) 印 -498.0T 


「First18] は 、 創業 100 年 余 の 老舗 ホビ ー メ ー カ ー「 国 際 貿 易 ] が 展開 する 
オリ ジ ナ ル ダ イ キャ スト ブラ ンド 。 重 量感 の ある ダイ キャ スト で 仕上 げ 
た 日 本 車 シ リー ズ は 、 日 本 の みな ら ず 海外 で も 人 気 が 高い 。 精 密か つ 重 
厚 な ダイ キャ スト モデ ル に も か か わら ず 手 頃 な 価格 で コレ クシ ゴン で き 
る の も 魅力 だ 。「 ト ヨタ 2000GT] は 昭和 の スポ ー ツ カー の 歴史 を 語る うえ 
で 絶対 に 外す こと の で き な い ヒス トリ ッ ク カ ー。First18 で は 後期 弄 
(MF10) を モデ ル 化 。 余 分 な ギミック を 排 し 、 非 開閉 に する こと で 、 再現 
性 を 上 げ て いる 。1718 ス ケー ル で 美しい プロ ボー ショ ン が 堪能 で きる 。 


還 ス ケー ル 1718 還 素 材 ご ダイ キャ スト 較 備 考 開閉 機構 な し 


| 日 本 初 の 24 時 間 レ ー ス の 優勝 車 を 再現 


First18 1/18 トヨ タ 2000GT 67 
富士 24H レ ー ス 優勝 #1 細 谷 四方 洋 / 大 坪 善男 


11000 円 ( 税 ) 色 -4982.0T 


昭和 42 年 (1967) 4 月 に 富士 スピ ビー ドウ ェ 
イ で 開催 され た 日 本 初 の 24 時 間 耐 久 レ ー 
ス 「 富 士 24 時 間 レ ー ス 」。 その 優勝 車 を 
First18 が 1/18 ス ケー ル で 再現 。 悪天候 の 
下 、 3234km を 走破 し た "ゼッケン 1" を 細 
部 まで こだわ っ て モデ ル 化 し た 。 


較 ス ケー ル - 1718 
一 素 材 ご ダイ キャ スト 
玉 備 考 開 閉 機構 な し 


| ホン ダス ポー ツ ・ ジ リー ズ の 究極 
l「 エ スハ チ 」 を 再現 

First18 1/18 ホン ダ SB00 コン バーチ ブ ル 
9500 円 ( 税 抜 ) 還 T Eo49830r 


ホン ダ S800 (通称 エス ハチ ) は 、 昭和 41 年 (1966) か ら 昭和 45 
年 (1970) の 間 に 生産 され て いた 小型 スポ ー ツ カー。 ク ル マ 好 
き な ら 誰 も が 知っ て いる 、 ホ ンダ ス ボ シリ ー ズ の 究極 
と いう べき モデ ル だ 。First18 で は 、 ツイ ン リ ンク も て き ぎ 内 に 
ある 4 給 自 動車 ・2 輪 車 自動 車 に 関す る 博物 館 「 ホ ンダ コレ クシ 
ョ ン ホ ー ル ] 所 蔵 の RSC 仕 様 車 ( オー プン タイ プ ) を 再現 。「 エ 
スハ チ ]」 の 和 魅 力 を 凝縮 し た 仕上 が り と な っ て いる 。 


田 カ ラー ホワ イト 、 レ ッ ド 
還 ス ケー ルプ 1/18 

還 夫 材 ダイ キャ スト 
還 備 考 / 開 閉 機構 な し 
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1 昭 和 30 年 代 頃 の D り た ば こ 屋 を 再現 


ドー ル ハ ウス ノ 昭 和 シ リー ズ た ば こ 屋 
4000 由 ( 税 抜 ) BUY26740T 


ホー ロー 看板 の レト ロ な 趣き が 懐か 
し い 昭 和 の た ば こ 屋 の ドール ハ ウス 。 
東京 タワ ー が 完成 し 、 カラ ー テ レビ 
の 本 放送 が 開始 され た 昭和 30 年 代 頃 
の 町 の た ば こ 屋 を 再現 し て いる 。 角 
型 に な る 前 の 丸 型 の 郵便 ポス ト も 郷 
名 を 誘う 。 単 3 電池 (別売 )2 本 で 内 部 
に 明か り を 灯す こと も で きる 。 


玉 完 成 サイ ズ 幅 220X 高 さ 180X 身 
行 130mm ※ 本 商品 は 組み 立て キッ 
ト で す 。 画 像 は 組み 立て 後 の 完成 イ 
メー ジ で す 。 


| 下町 情緒 あふ れる せん べ い 屋 を 再現 
ドー ル ハ ウス ン 柴 又 の 老舗 シリ ー ズ せん べ い 屋 
5000 中 ( 税 抜 ) 本 『 語 By4637-T 


柴又 帝釈 天 に 実在 する 人 気 せん べ い 
店 を 元 に デザ イン し た キッ ト 。「 堅 
焼 ] や 「 の り 」 な ど 、 様々 な せん べ い 
が 入っ た 菓子 瓶 や 機 (の ぼり ) が 味 わ 
い 深い 。 手 焼き ぜん ぺい の 香ばし い 
匂い が 漂っ て きそう だ 。 


画 完 成 サ イズ 幅 210X 高 さ 190x 奥 行 135mm 
※ 本 商品 は 組み 立て キッ ト で す 。 画 像 は 組み 立て 後 の 完成 イメ ー ジ で す 。 


11 1 男 の 隠れ 察 Moy 2020 


の ME の に さい 


ン 


で と 


FE 細 R「 疾 ら SI 


「 昭 和 シ リー ズ 」 で は 、 古き 良き 昭 


昭和 の 駄菓子 屋 に タイ ム ス リ ッ プ 
ドー ルウ スン 昭和 シリ ー ズ 駄 菓子 屋 
4000 円 ( 税 抜 ) 想 Br2676or 


和 の 時 代 の 街並み を 再現 し て いる 。 

作り な が ら 思 わ ず 子 供 の 頃 の 記憶 が 
次 っ て くる 人 気 シ リー ズ だ 。 今 で は 
な か な か 見 か け な く な っ て し まっ た 
駄菓子 屋 。 菓子 や ゲー ム 目 当て に 小 
銭 を 握り し め て 通っ て いた あの 頃 を 
思い 出す 。 単 3 電池 (別売 )2 本 で 内 部 
に 明か り を 灯す こと も で きる 。 


ee 
玉 完 成 サイ ズ 幅 220x 高 さ 180x 奥 
行 130mm ※ 本 商品 は 組み 立て キッ 
ト で す 。 画 像 は 組み 立て 後 の 完成 イ 
メー ジ で す 。 


| 柴又 帝釈 天 の 有 名 店 を 再現 


ドー ル ハ ウス 。 柴又 の 老舗 シリ ー ズ うな ぎ 屋 


5000 円 ( 税 抜 ) 本 BY4636-0T 


「 柴 又 の 老舗 シリ ー ズ ]」 で は 、 
昭和 を 代表 する 名 作 「 男 は つら 
いよ 」 で も お 馴染 み の 柴 又 帝 釈 
天 の 有 名 店 を 再現 し て いる 。 下 
町 テイ スト を ふん だ ん に 盛り 込 
ん だ 実物 さながら の 作り で 、 店 
先 か ら ひ ょ いと "あの 人 "が 顔 を 
出し そう な 雰囲気 だ 。 


計 
較 完 成 サイ ズー 幅 210X 高 さ 190X 奥 行 
135mm ※ 本 商品 は 組み 立て キッ ト で す 。 
画像 は 組み 立て 後 の 完成 イメ ー ジ で す 。 


完成 品 の ドー ル ハウ ス を ホコ リ や 傷 か ら 守 る ディ スプ レイ 用 アク リル ケー ス を 列 途 販売 し て いま す (商品 番号 Br4908-0T、 商 品名 : ア クリ ルケ ー ズ D) 価格 は 4500 円 ( 税 抜 )。 


1「 愛 」 と 「 義 」 の 知 将 、 直 江 兼 続 モ デル 


鉄 扇 8 寸 直江 兼 続 
1 万 円 ( 税 抜 ) 認 語 詳 wo-3568-0T 


表面 は 黒地 に 兼 続 の 更 の 立 物 「 愛 ] の 金 文字 と 直江 家 の 家紋 「 三 つ 盛り 
便 甲 に 花 間 ]、「 三 つ 盛り 亀甲 に 三つ葉 ] が 、 裏面 は 白地 に 「 義 」 の 文字 と 
兼 続 の 名 言 が 書か れ た 鉄 扇 。 天 下 人 を も 魅了 し た 知 桂 で あり 、 現在 も 
多く の 歴史 ファ ン か ら 愛 され る 直江 兼 続 に 相応 し い イ ン パ クト ある デ 
ザイ ン だ 。 


還 サ イズ 約 24cm(8 寸 ) 較 重 量 / 約 150g 較 材 質 鉄 (親骨 )、 竹 、 紙 
還付 属 品 / 扇 子 代 親和 


1 組み 合わ せ 角 に 枯 梗 の 家紋 入り 


鉄 扇 /8 寸 坂本 龍馬 ( 黒 ) 
8500 円 ( 秋 抜 ) EE Sw0-3828-0T 


鉄製 の 親骨 部 分 に 坂本 家 の 家 紋 [組み 合わ せ 角 に 本 梗 」 を 時 絵 調 に 
らい 、 上品 に 仕上 げた 鉄 扇 。 シ ンプ ル な デザ イン で 、 普段 使い に 最適 。 
通常 時 は 普通 の 扇 だ が 、 緊急 時 に は 敵 の 攻撃 を 受け 止め 、 逆 に 相手 に 
一 撃 を ぐら わす 護身 具 と し て 使わ れ て いた と いう 鉄 扇 。 扇 を 閉じ た 際 
の 親骨 の 部 分 が 鉄 で で き て いる た め 、 刀 を 遮る こと が で きた と いう 。 


較 サ イズ 約 24cm(8 寸 ) 画 材質 鉄 ( 親 向 )、 竹 、 抵 画 付 属 品 … 扇子 袋 、 箱 入り 


| 金 文字 で 「 般 若 心 経 ] の 経文 が 書か れ た 鉄 扇 


鉄 扇 8 寸 般若 心 経 
8000 貴 ( 税 抜 ) 本 swo-3573.0T 
こち ら は 黒地 に 金 文 字 で 「 般 若 心 経 」 の 経文 が 書か れ た 鉄 扇 。 般 若 心 経 


を 身近 に 感じ 、 その 真 蘭 で ある 「 空 ] の 思想 に 一 歩 で も 近づき た い 。 普 
段 使い も し や すい デザ イン で 、 非 常に 人 気 の 高 い 一 品 。 


較 サ イズ 約 24cm (8 寸 ) 較 重 量 約 150g 軸 材 質 鉄 ( 親 箇 )、 竹 、 紙 
玉 付 属 品 扇 子 袋 、 箱 入 


SKUECTSHOPs 


BESI SELLER 


織田 信長 や 豊臣 秀吉 、 直 江 華 続 な どの 
名 将 の 家紋 入り や 般若 心 経 扇 子 の ほか 
旅 に 欠か せな い 旅 行 バ ッ グ を ビ ピックアップ! 


1「 教 盛 」 を 舞う 信長 の 幻影 に 酔い し れる 


鉄 扇 /8 十 織田 信長 
1 ヵ 1000 円 ( 税 抜 ) 本 swo-357oor 


扇 の 親骨 部 分 が 鉄 で で き て いる 「 鉄 扇 ] は 、 戦国 の 世 か ら 護 身 用 の 武具 
と し て 、 また 三 の 道 具 と し て 数 多 の 武将 た ち に 愛用 され て きた 。 現在 
で は 、 その 「 未 広がり 」 の 形状 も あい まっ て 、 縁起 物 と し て も 人 気 だ 。 
こち ら は 織田 信長 モデ ル 。 豪 華 な 金地 の 扇 に は 、「 木 瓜 ] の 家紋 、 も う 
片面 に は 織田 信長 が 旗印 に 使っ た 3 つの 永楽 通宝 と 花押 が 入る 。 信 長 
は 幸 若 婦 ( こ うわ か まい ) の 「 教 盛 | を 好 ん で 舞っ た と いう 。 


画 サ イズ 約 24cm(8 寸 ) 画 重 量 / 約 1509 田村 質 鉄 (親骨 )、 竹 、 底 
罰 付 属 品 扇子 袋 、 箱 入 


1 中 央 に 「 太 閣 桐 」 を 配 し た 華やか な 鉄 扇 


鉄 扇 /8 寸 豊臣 秀吉 
8500 円 ( 税 抜 ) 本 SWO-4985-0T 


豊臣 秀吉 モデ ル は 、 中 央 に 「 太 隆 桐 ]、 左右 に 「 五 七 桐 」 が 入る 。 も う 片 
面 に は 「 豊 臣 秀 吉 」 の 文字 と 花押 を 配 し て いる 。 太 用 桐 は 、 家臣 た ち に 
桐 紋 を 与え 過ぎ た た め 、 その 価値 が 下がる こと を 懸念 し た 秀吉 が 、 従 
来 の 桐 紋 を アレ ンジ し て 考案 し た と され る 。 派手 好み の 秀吉 らし い 華 
や か な デザ イン の 鉄 扇 だ 。 


還 サ イズ ー 約 24cm(8 寸 ) 記 重 量 約 150g 
下 材 質 鉄 ( 打 般 )、 竹 、 紙 還付 必 品 扇子 袋 、 箱 入 
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料金 受取 人 払 郵便 
新宿 局 承 認 


8517 


差出 有効 期間 
2021 年 1 月 
31 日 まで 


切手 は いり ませ ん 


ふり が な 


お 名 前 


東京 都 新宿 区 四谷 4-3 
四谷 トー セイ ビル 6 階 
(株 ) ジ ャ パン クリ エイ トワ ー ク ス 
えがお プラ ス 

「 男 の 隠れ 家 」 係 行 


HMIMIUIMIIUIUIIEIMUUMMUUUUUI 


1 旅行 か ら 出 
POLOFIELD 2WAY ポ スト ン ペ ッ グ 


16000 ロ ( 到 ) 四 


旅行 は も ちろ ん 、 レ ジャ ー や 出張 な ど 、 幅 広く 活用 で きる ボス トン 
バッ グ 。 2 泊 3 日 程度 の 旅行 の 荷物 な ら 楽 々 収納 可能 で 、 マ チ が 広く 
口 が 大 きく 開く た め 、 荷 物 の 出し 入れ も スム ー ズ に 行え る 。 取 り 外 
し 可能 な ショ ル ダ ー ベ ルト が 付属 し て お り 、 シーン に よっ て 使い 分 
けが で きる 2WAY 仕 様 。 余 分 な 装飾 を 排 し 、 使 い 手 の 立場 に 立っ て 考 
え 抜か れ た 充実 の 機能 性 か ら は 、 老舗 物 屋 な ら で は の 高い 鈴 持 が う 
か が える 。 レ トロ な 色 使 い が 、 大 人 な 紛 囲 気 を 醸し 出す 。 


LW-4501-OT 


画 サ イズ 横 約 48X 高 さ 28X マ チ 22cm 較 重 量 約 920 還 素 材 " 合 成 皮 革 、 和 牛革 
玉 仕 様 / 外 側 : フ ァ ス ナー ポケ ッ ト X1、 内 側 : オ ー プ ン ポケ ッ ト X1、 そ の 他 : シ ョ ル ダ ー ベ ル 
ト 付 き . 次 芋 防 止 用 の 生 付 き 較 生 産 国 “ 日 本 


ルド ]」。 生産 は 、 40 年 以上 の 長き に わた り 


輸 の 町 と 【 ぅ れる 兵庫 県 豊岡 市 の 工 
マチ 幅 が 広く 、 た っ ぶ 電電 財 
り 収 納 で きる 。 口 も 大 6 
きく 開く の で 、 中 身 も 
確認 し や すい 。 


1 ご 注文 方 法 I 


6 mn 1 
ビリ イン ター ネッ ト 上 1 フリ ー ダ イヤ ル | 


に B 
友 の ハガキ に 必要 事項 を ご 記入 の 上 、FAX し て いた だ く こ 
と も で きま す 。 


@ お 支払 い 方 法 に つい て 

イン ター ネッ ト で お 申し 込み の 場合 は 、 代 金 引換 、 各 種 クレ ジッ トカ ー ド 決済 、 コ ン ビ ニ エ ン スス 
ト ア 決 済 が ご 利用 いた だ け ま す 。 

フリ ー ダ イヤ ル 、 ハ ガキ 、FAX で お 申し 込み の 場合 は 、 代 金 引換 の み と な り ま す 。 


| の ご 注文 に つき 880 円 (税込 ) の 送料 が か か り ま す 。 ま た 、 代 金 引換 で お 支払 い の 場合 、 
別途 代引き 手数 料 が 必要 と な り ま す の で あら か じ め ご 了承 くだ さい 。 
@ 代 引 は 月 に つい て 
税込 合計 全額 が 、1 万 円 以下 の 場合 は 330 円 (税込)、3 万 円 以下 は 440 円 (税込 ) 、10 万 円 
以下 は 660 円 (税込 ) と な り ま す 。 

和 そ の 他 
商品 は お 申し 込み 後 、10 営 業 日 前 後 で お 届け いた し ます 。 メ ー カ ー 在 庫 切れ の 場合 、 納 期 ま 
で お 時 間 を いた だ く 場 合 が ご ざい ます の で ご 了承 くだ さい 。 お 客 様 の ご 都合 に よる 返品 ・ 交 換 
は 原則 と し て 受け 付け て お り ま せん 。 な お 特別 な 理由 が ある 場合 に は 、 返 品 を お 受け する 場 
合 が ご ざい ます 。 そ の 際 の 送料 は お 客 様 に ご 負担 いた だ きま す 。 


ヒロ RP ロ RATI ロ N 


紅茶 や スイ ー ツ で 
老舗 府 元 の 器 を 身近 に 


従来 の 有田 焼 と 一 線 を 画 し た 斬新 な デザ イン 

と 高い 品質 で 世界 中 に ファ ン を 持つ 深川 製 磁 。 
明治 時 代 か ら 続 老舗 窯元 が 、 新 業態 の ティ 

ー& ギャ ラリ ー を 東京 六本木 に オー プン する 。 
伝統 と モダ ン が 調和 する 落ち 着い た 店 内 で は 、 
深川 製 磁 の 器 を 使い 、 厳選 され た 紅茶 や スイ 

ー ツ な ど が 堪能 で きる 。 同 時 に 深川 様式 と 呼 

ば れる デザ イン や 、 フカ ガワ ブル ー と 呼ば れ 

る 色合い の 器 を じっくり と 楽し め る 。 


体 に 浸透 し や すい 水 へ 
手軽 に 浄水 で きる 兆 水 ボッ ト 


アス リー ト か ら 高 い 評価 を 得 て い る 「 低 分 子 
クラ スタ ー 浸 秀 水 ]。 浸 透 性 が 高く 飲み や す 
い だ け で な く 、 水 に 含ま れる 酸素 も 吸収 し や 
すく な り 、 血行 を 促進 する こと も 認め られ て 
いる 。 新 発 売 の 「He.Cera( リ セラ )] (1 万 725 円 ) 
は そん な 低 分 子 ク ラス ター 浸透 水 を 自宅 で 飲 
め る よう に 開発 され た 浄水 ボッ ト 。 カ ー ト リ 
ッ ジ が 水道 水 を 簡単 に 浄水 で きる の で 、 アス 
リー ト だ け で な く 健 康志 向 の 人 に も お 勧め だ 。 
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イタ リア ンス タイ ル の ステ ー キ を 
桜 が 彩 る 景観 と 共に 堪 能 


西 銀座 に ある 「Bisteccheria INTORNO] で 、 
「SAKURA フ ェ ア 特別 ディ ナー コー ス ] を 4 月 19 
日 (日 ) ま で 提供 。 限定 コー ス は 最高 級 ア ン ガ 
ス 牛 を 使用 し た フィ レン ツェ の 肉 料理 「 ビ ス 
テッ カ 」 が メイ ン 。 相 性 の 良い 辛口 の ロゼ ス 
パー クリ ング ワイ ン を 含め た 、 数 種類 ドリ ン 
ク が 飲み 放題 で 味わえ る 。 さ ら に 窓側 の 席 は 
ソメイヨシノ を 見 下ろ すこ と が で き 、 満 開 の 
時 に は 食事 と 共に 美しい 景色 を 満 誹 で きる 。 


PRO 
DUCT 


リ 
! 


レー ザー で 間取り を 正確 に 把握 
コミ を 逃さ な い ロ ボッ ト 掃 除 機 


パナ ソニ ッ ク か ら 新 型 [ ロ ボッ ト 掃 除 機 HULO 
(ルー ロ ) MC-RSF1000] (オー プン 価格 ) が 発売 。 
最大 の 特徴 は 「 レ ー ザ ーSLAM] と いう 最 先端 

の 空間 認識 技術 が 採用 され て いる こと 。 こ ご これ 

に より 全 方 位 の 間取り と 自己 位置 を 素早 く 正 
確 に 感知 し 、 室内 を 効率 良く 移動 する こと が 
可能 に な っ た 。 さ ら に 最大 25mm の 段差 を 越え 

る アク ティ ブリ フト 機能 も 搭載 。 家 の 中 の 掃 

除 完遂 性 能 が 大 幅 に 向上 する 。 

家事 1 


非 日 常 空間 で 心身 を リセ ッ ト 
安曇 野 で 「 リ トリ ー ト 」 を 体験 


自然 に と きめ く リ ゾー ト 休 暇 村 が 4 月 2 日 
( 水 )「 リ トリ ー ト 安曇 野 ホ テル ] (1 人 1 泊 2 食 付 
1 万 3200 円 一 、 入湯 税別 ) を オー プン 。 日 常 生 
活 を 離れ 自分 だ け の 時 間 に 浸る こと で 新た な 
活力 を 得る 「 リ トリ ー ト 」 を テー マ に し て いる 。 
食事 や 温泉 は も ちろ ん 、 40m 以 上 が 中 心 の 客 
室 や 、 暖 炉 の ある パブ リッ クス ペー ス に 至る 
まで 、 随 所 で 非 日 常 が 味わえ る 。 心身 を リセ 
ッ ト す る に は 絶好 の ロケ ーション だ 。 


休 由 # ト 安 曇 野 オ 


カッ ター ナイ フ の オル ファ か ら 
アウ トド ア の 新 ブ ラン ド が 誕生 


カッ ター ナイ フ を 中 心 に し た 刃物 メー カー の 
オル ファ か ら 、 ア ウト ドア 向け の 新た な ブラ 
ンド 「OLFA WORKS] が 登場 し た 。 (写真 手前 か 
ら ) フィ ー ル ド ノ コ ギリ (2200 円 )、 フ ィ ー ル 
ドナ イフ (1540 円 )、 ブ ッシュ クラ フト ナイ フ 
(1430 円 ) と いう 3 つの アイ テム が 販売 中 。 メ 
イド イン ジャ バン の カッ ター ナイ フ メ ー カ ー 
が 、 切れ 味 や 使い や すさ を 追求 し た 逸品 で 、 
今後 の 展開 に 期待 し た い ブ ラン ド だ 。 
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き | | 


新 商品 、 


ー ベ INF0RMATION 


和 表 必 イン ピ ジ ュ アル 


知る と 、 も っ と お いし い 
自然 と 知恵 が 育ん だ 「 和 食 」 


日 本 の 伝統 的 な 食 文化 を 読み 解く 「 和 食 展 ]」 が 
東京 国立 科学 博物 館 で 開催 中 。2013 年 に は ユ 
ネス コ 無 形 文化 道産 に も 登録 され た 和食 。 近 
年 、 科学 や 歴史 の 分 野 で 研究 が 進ん で いる 和 
食 を 、 豊富 な 標本 や 最新 の 映像 な ど を 利用 し 
て 多角 的 な 視点 か ら 取 り 上 げ る 。 自分 た ちの 
食 文 化 を 知る た め の 良 い 機会 に な り そ うだ 。 

コロ ナウ イル ス の 影響 の た め 、 開催 期間 な ど 
は ウェ ブサ イト を 要 確 認 。 一 般 1700 円 ほか 。 


前 国立 科学 博物 館 


[ 和 xn ペー ル - ル バー ジュ (NOVA)」 


“映像 の 魔術 師 " が 手掛け る 
太鼓 の 「 新 ・ 視 聴 体感 芸術 」 


日 本 だ け で な く 世 界 で 人 気 を 情 し て いる 太鼓 
芸能 集団 「 鼓 童 ]。2020 年 5 月 の 東京 公演 を 皮 
切り に 、 シ ルク ・ ド ゥ ・ ソ レイ ユ な ど を 手掛け 
た ロベール" ル バ ー ジ ュ 氏 が 演出 を する 「NO 
VA (ノー ヴァ )」 の 公演 が 始ま る 。 音 や 振動 
を 可視 化す る 「 サ イマ ティ クス 」 を 実現 させ る 
た め 、 日 本 文化 ・ 太 鼓 と 最新 テク ノロ ジー が 
融合 。「 音 を 見 ろ ] と いう テー マ の 通り 、 想像 
力 を 刺激 され る 世界 を 体感 し た い 。 


ゴー ルド コー スト が より 近く 
ブリ スペ ン 線 が 初 就 航 


オー スト ラリ ア ・ ク イー ンズ ラン ド の 州都 ブ 
リス ペン と 、 羽田 空港 を 結ぶ 初 の 「 ヴ ァ ー ジ 
ン オー スト ラリ ア 」 直 行 便 が 就航 。 に より 3 
月 29 日 (日 ) よ り 開始 され る 。 オ ー ス トラ リア 
第 3 の 都市 ブリ スペ ン や 、 リ ゾー ト 地 と し て 
名 高い ゴー ルド コー スト へ の 旅 が より 身近 に 
な る 。 約 9 時 間 の フラ イト で は 日 本 人 向け の 
機内 食 や コン テン ツ な ど が 用 意 され 、 移動 中 
で も くつ ろ げ る サー ビス が 受け られ る 。 


人 』 補 様 子 約 も 
合 050.6964-8006( 日 本 語 


ビジ ネス に も 旅行 に も 使え る 
新型 キャ ン ピ ン グ カ ー 


レク ビィ か ら 新 型 キ ャ ン ピ ン グ カ ー「 フ ァ イ 
ブス ター・ セ プ ト ] (607 万 2000 円 ) が 発売 。 ト 
ヨタ ハイ エー ス の 外観 を その まま に 、 乗車 定 
員 7 人 (前 向き )。 さ ら に 後部 に 2 段 ペッ ド を 設 
置 する 事 で 、 就寝 時 で も 定員 大 人 3 名 、 子 ども 
2 名 まで 使用 が 可能 と な っ て いる 。 ま た 、 運 
転 席 ・ 助 手 席 と 2 列 目 で テー ブル を 囲ん だ ダイ 
ネッ ト 展 開 で きる 。 ま た 物入れ や シャ ワー に 
活用 で きる 人 気 の 防水 マル チル ー ム も 装備 。 
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世界 中 の 人 々 を 魅了 する 
モネ の 「 睡 夢 全 308 作 品 を 収録 


日 本 で 最も 愛さ れ て いる 画家 の ひと り 、 クロ 
ー ド ・ モ ネ が 描い た 代表 作 「 睡 蓮 ] の 全て を 明 
ら か に する 「 図 説 モネ 「 睡 蓮 ] の 世界 』 (本 体 
3400 円 、 安井 裕 雄 ・ 著 ) が 、 創 元 社 か ら 4 月 24 日 
( 金 ) に 発売 。 最初 期 の 作品 か ら 晩 年 の オラ ン 
ジュ リー 美術 館 の 大 装飾 画 まで 、 全て の 「 睡 
蓮 ] と その 関連 作 308 点 を 完全 収録 し た 永久 
保存 版 。 多 く の 人 を 魅了 する モネ の 「 睡 蓮 ] の 
真実 を 解き 明か す 、 待望 の 一 冊 。 


花粉 も PM2.5 も 987%% カ ッ ト 
次 世代 型 の 高 性 能 マ スク 


スウ ェ ー デ ン 生 まれ の 次 世代 型 マ スク 「ARINUM 
(エリ ナム )] (7920 円 ) が 日 本 に 初 上 陸 し た 。5 
層 レ イヤ ー の フィ ルター が 花粉 や ほこ り 、 
PM2.5 を 98% カ ッ ト す る 高 性 能 マ スク 。 デ ザ 
イン 性 が 高い だ け で な く 、 調節 可能 な スト ラ 
ッ プ で 快適 な フィ ッ ト 感 も 備え て いる 。 さ ら 
に 本 体 は 手洗 い が で き 、100 時 間 効 果 を 持続 
する フィ ルター を 交換 する だ け で 、 繰 り 返し 
使う こと が で きる エコ な マス ク 。 
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読者 プレ ゼン ト 
| 応募 村 項 = | 


Web ア ン ケ ー ト に て 必要 事項 と 希望 商品 番号 
を 記入 の 上 ご 応募 くだ さい 。 応募 締め 切り は 
4 月 26 日 。 当 選者 の 発表 は 賞品 の 発送 を も っ 
て 代え させ て いた だ きま す 。 


@⑳ ペ ン ネ ー ム 
(本 誌 の 「 隠 れ 家 通信 」 に コメ ント を 
掲載 させ て いた だ く 場 合 に 使用 させ て 
いた だ きま す ) 


条 今 号 の 表紙 の 印象 を 教え て くだ さい 


介 今 号 で お も し ろか っ た 記事 と 
その 理由 を 教え て くだ さい 
(いく つ で も ) 
例 :P20 昭和 を めぐ る ひと り 旅 。 2020 


0 本 誌 を 


⑬ 興 味 の ある 号 の み 買う 
人 今 号 を 購入 し た 動機 は 何で すか 
① 表 紙 に 惹か れ た 
(⑫ 特 集 ・ 企 画 内 容 が 気に入っ た 
③④ 情報 の 量 ・ 質 
④ ほ か に 欲し い 雑 誌 が な か っ た 
⑤ そ の 他 
日 頃 、 定 期 的 に 購入 し て いる 
雑誌 は 何で すか (いく つ で も ) 
條 最近 の 旅行 に つい て お 伺い し ます 
① 行 っ た 場所 
④② 日 数 
③ 人 数 
0 今 一 番 旅行 し た い 場所 を 
教え て くだ さい 


人 ⑲ 赴 味 を 教え て くだ さい 
⑩ 今 一 番 欲し い 物 は 何で すか 
介 本 誌 で 取り 上 げ て ほし い テ ー マ 、 
特集 を 教え て くだ さい (いく つ で も ) 
人 食べ物 ・ お 店 ・ 風 景 ・ 道 具 な ど 
イチ オシ を 教え て くだ さい 
⑩ 本 誌 に つい て の ご 感想 な ど 、 
な ん で も お 書き くだ さい 


ご 協力 あり が と う ご ざ いま す 。 


読者 の 皆様 か ら の お 声 を 受け 、 下記 Web サ イ 
ト よ り 応募 し て いた だ ける 形 と な り ま し た 。 
回 左記 GR コー ド か ら も ご 応募 
いた だ け ま す 。 官製 ハガキ で 
の 応募 も お 待ち し て お り ま す 。 


https://san-a.jp/form/pub/4/kakurega 


穴 官 製 ハガキ で ご 応募 され る 際 は 、 切 手 代 を ご 信 担 
いた だ く 形 と な り ま す 。 (ハガキ の 宛先 は P119 参 照 ) 


※ ご 記入 いた だ いた お 名 前 、 ご 連絡 先 、 ア ン ケー ト の 
ご 回 答 な どの 情報 は 、 誌 面 作 り の 貴重 な ご 意見 と し 
て 参考 に させ て いた だ く た め に 利用 し 、 そ の 他 の 目的 
で は 一 切 使 用 いた し ませ ん 。 


ニン ニク や ハー ブ を 簡単 に みじん 切り 
転がす だ け の ミニ チョ ッ パ ー 


楽し い キ ッ チ ン を デザ イン する ブラ ンド [「Zyliss( チ リ 
ス )」 か ら 直 径 10cm の コン パク ト な 「 ツ イス ト & ロ ー ル 
ミニ チョ ッ パ ー] (3300 円 ) が 登場 。 回 し た り 転がし た 
りす る だ け で 簡単 に みじん 切り が で きる アイ テム だ 。 
フィ スラ ー ジ ャ パン カス タマ ー サ ービス 

合 0570-00-6171 

fsslecooniy 


大 事 な 愛犬 の 歯 を 優し く ケ ア す る 
ヤギ & 馬 の 天然 毛 歯 ブラ シ 


人 間 と 同じ く 愛 犬 に も 歯 の ケア が 重要 。 骸 医 師 と 歯 ブ 
ラ シ メ ー カ ー が 共同 開発 し た ケン デ ] の 特徴 は 、 
国産 天然 毛 を 使用 し た 極上 の 柔らか さ 。 愛 犬 に スト レ 
ス を 与え ず に 、 歯磨 き を 習 情 づ け よ う 。 

ほ 多 葉 訓子 工業 所 


合 072-922-3429 
migakende com 


エン ター テイ ン メ ント と 自然 の 融合 
植物 園 の 枠 を 超え た 新 施設 に 注目 


よみ うり ラン ド 隣 に 新 施設 「HANA・BIYORI が オー プン 。 
花 と デ ジタル の アー トシ ョ ー な ど を 目玉 に し た 新 感覚 
の エン ター テイ ン メ ント 型 植物 園 だ 。 今 回 は この 
「HANA・BIYORII の 入園 券 を プレ ゼン ト 。 

き HANA-BORI 

04-966-8717 

https/Awww yomiumiland.comVhanabiyori/ 


イタ リア の 発 シ ェ ー ビ ング クリ ー ム の 
3 ステ ッ プ アイ テム を プレ ゼン ト 


70 年 以上 の 歴史 を 持つ 「PORORAS0( ポ ロラ ー ソ )] は 世 
界 中 の パー パー や 紳士 た ちか ら 濾 され て いる シェ ー ビ 
ング プラ ンド 。 今回 は 克 快 感 が 楽し め る 人 気 の シ リー 
ズ か ら 3 ス テッ プア イ テ ム を プレ ゼン ト 。 

@UPPER HOUSE 

imjp@upperhouse.oojp 


4 


で m、 


大 容量 メモ リー と 擦れ 音 フ ィ ル ター で 
ボ ポケット に 入れ た まま すぐ に 使え る 


オリ ン パ バス の IC レ コー ダー「Voice-Trek( ボ イス トレ ッ 
ク )VP-20] (オー プン 価格 ) は 全 指向 性 ステ レオ マイ ク 
と 擦れ 音 フ ィ ル ター で ポケ ッ ト の 中 で も クリ ア な 録音 
が で きる 。 心強い 大 容量 メモ リー も 搭載 。 

 ⑳ オ リン パス カス タマ ー サ ポー ト セン ター 

容 0570073-000 (ナビ ダイ ヤル ) 

oympusrimagingjp/ 


セリ デリ 
ソン の 前) 
アリ シェ フェー ル 
1 年 - カ ンプ ァ ス 
し に は 革 親 時 


ポー ラン ド を 代表 する ビア ニス ト 
ショ パン の 貴重 な 関連 資料 が 勢ぞろい 


練馬 区 立 美術 館 で は 日 本 と ポー ラン ド の 国交 樹立 100 
周年 を 記念 し て ポー ラン ド 出 身 の 音 楽 家 に 迫っ た 「 シ 
ョ パン 200 年 の 肖像 ] を 4 月 26 日 (日 ) 一 6 月 28 日 (日 ) に 
開催 。 コ ン サ ー ト な どの 関連 イベ ント に も 注目 。 

価 練 馬 区 立 美術 館 

信 3-3577-1821 

neribun orjp/museum/ 
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芸術 家 ・ シ ョ パン の 人 間 像 、 創造 


新た な 視点 か ら 読み 解く ショ パン 
日 本 ・ ボ ー ラ ンド 国交 樹立 100 周 年 記念 


ショ パン 
ー200 年 の 肖像 


ポー ラン ド 出 身 で 、 19 世 紀 ロ マン 主義 を 代表 する 作 
曲 家 で あり ビア ニス ト と し て も 知ら れる フリ デリ ク ・ 
ショ パン 。「 ビ アノ の 詩 人 ] と 称 さ れ た ショ バン の 楽曲 
は 、 母国 ポー ラン ド や ロマ ン 主 義 の 掴 台 と な っ た フラ 
ンス は も ちろ ん 、 日 本 を は じ め 世 界 中 で 愛さ れ て きた 。 

一 方 で 、 シ ョ パン に つい て は 、 幼い 頃 か ら 体 が 弱く 、 
恋人 で あり 作家 の ジョ ル ジ ュ ・ サ ンド と の 別れ に より 
傷心 の うち に 若く し て 亡くな っ た 、 と いう 画 一 的 な イ 
メー ジ が 先行 し て いる 。 本 展 で は 、 シ ョ バン の 息吹 き 
を 感じ る 自筆 護 や 手紙 、 適 品 を は じ め 、 彼 に まつ わる 
様々 な 美術 作品 や 資料 か りら 、 シ ョ パン と いう 芸術 家 の 
人 間 像 と 音楽 創造 の 背景 、 見 つめ 直す 。 展示 は 、 首 都 ・ 
ワル シャ ワ の 国立 フレ デリ ク ・ シ ョ パン 研究 所 の 全面 
協力 の も と 、 本 邦 初 公開 と な る 展示 品 を 中 心 に 構成 。 
くわ えて 、 現代 の アー ティ スト た ち が シ ョ パン か ら イ 
ンス ビレ ーション を 得 て 制作 し た 数 々 の 造形 作品 か ら 、 
多角 的 な 視点 で ショ バン 像 を 読み 解い て いく 。 


| CINEVA | 


スタ ー の 壮絶 な 生き 様 
ポメ デス ター 


ミレ ニア ム を 迎え た アメ リカ で 、 同 級 生 に よる 銃 乱 射 事 件 に 差 き 込ま れ 、 生 死 
の 間 を 礼 委 う も 蘇っ た セレ ステ 。 度 肉 に も 、 姉 の エリ ー と 作っ た 犠牲 者 へ の 追 
悼 曲 が 異例 の 大 ヒッ ト を 記録 し 、 一 気 に ス ター ダム を 駆け 上 が る 。18 年 後 、 栄 
華 を 極め た 彼女 は 、 アルコール と スキ ャ ンダ ル に より 活動 休止 に 追い や られ る 。 


CINEMA | 


夢 を 抱い た 2 人 の 出会い 
場 

4 月 17 日 ( 全 ) よ り 全国 ロー トド 
芝生 和 

出演 山 由 人 、 松 還 優 ほか 


ETTLUTT 


中 学 時 代 か ら の 友人 と 立ち 上 げた 劇団 「 お ろか ] で 、 脚 本 家 兼 演出 家 を 担う 永田 。 
その 前 衛 的 な 作風 は 酷評 され 客足 も 伸び ず 、 劇団 員 か ら も 見 放さ れ て し まう 。 
孤独 を 感じ て いた 永田 は 、 町 で 自分 と 同じ スニ ー カ ー を 履い て いる 沙希 に 声 を 
か ける 。 や が て 、 金 の な い 永田 は 沙希 の 部 屋 に 転がり 込み 、 一 緒 に 住み 始め る 。 


束 新型 衣 の 影響 で 映画 の 色 還 展示 会 還 條 が 年 琴 と な る 可能 性 が ご ざい ます 。 最新 の 情報 は 、 季 寄り の 導電 = た は 問い 合わ せ 先 で ご 守 認 くだ さい 。 


ENTERTAINMENT TOPICS 上 


告 の 背景 に 迫 


上 。 ア ョ ハネ スラ ン メ 


ボンド シリ ー ズ 第 25 弾 


007 

ノー タイ ム ・ ト ゥ ウ ・ ダ イ 
Fr 全国 ロー ド シ ョ 

出演 : ダ ニ エ ル クレ イク 


レイ イン ズ 、 ナ オミ ハリ ス ほ カ 


課 報 員 と し て の 現役 を 退き 、 ジ ャ マイ カ で 平穏 な 毎日 を 過ごし て いた ジェ ー ム 
ズ - ボ ンド 。 あ る 日 、 旧友 で CA エー ジェ ント の フェ リッ クス ・ タ イラ ー が 彼 を 訪 
ね て くる 。 フ ェ リ ックス は 、 誘拐 され た 科学 者 の 救出 を ボン ド に 依頼 。 ボ ンド 
は ミッ ショ ン を 引き 受け 、 世界 に 間 威 を も た ら す 黒幕 を 追う こと と な る 。 


「 CINEMA | 


2 人 で 歩む 10 年 間 の 足跡 
ステ ッ プ 

4 月 3 日 ( 全 
ほか 全 | ト 
監督 館 博 侍 
出演 山田 地 芝 、 広 未 涼子 、 全 貴美 子 
國 村 隼 ほか 


SS9CO 員 [ステ ッ プ ] 抽 全員 人 


結婚 3 年 目 、 30 歳 で 突然 妻 を 亡くし た 健一 。2 歳 半 に な る 娘 ・ 美 紀 の 子 育て と 仕 
事 を 両立 する べく 、 時短 勤務 が 許さ れる 部 署 へ 異動 。 何もかも が 予定 外 、 う ま 
くい か な いこ と だ ら け の 毎日 が 始ま る 。 そ ん な 姿 を 見 た 義父 母 が 娘 を 引き 取 ろ 
うと する も 、 健 一 は 男 手 ひと つ で 美紀 を 育て る こと を 決め 、 前 に 進み 始め る 。 
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実話 を 基 に し た 寺 絶 な 漂流 記 
アド リフ ト 
41 日 間 の 漂流 


4 月 10 日 ( 金 ) よ り 新宿 パル ト 9 


ル - コ ル マ ウ クル CSIXRIWMCNG LE ALLRKGMIS RESERWED 
出演 : シ ャ イリ ー ン ・ ウ ッ ドリ ー、 サ ム ・ ク ラフ リン ほか 


1983 年 、 婚約 し た ば か り の タミー と リチャード は 、 ヨッ ト で タヒチ か ら サ ン デ 


エゴ へ と 旅 に 出る 。 出 発 か ら 2 周 間 後 、 記録 的 な ハリ ケー ン に 遭遇 。 巨大 な 
津波 に 飲み 込ま れ て し まう 。 船室 で 目 を 覚まし た タミー だ が 、 ヨ ッ ト は 操縦 不 


RE 議 itH 
(作曲 ま や 金 を 入 ) 
当 

新 収 工 品 を 含む 名 品 を 公開 

美 の 創造 者 

北大 路 山 人 

4 月 1 日 ( 水 ) 一 6 月 30 日 ( 火 ) 

足立 美術 館 借 山 人 秋 ( 本 徹 内 

人 8654-28-7111 


開館 50 周 年 を 迎え る 足立 美術 館 が 、 同 館 が 所 蔵 する 北大 路 備 山 人 の 作品 を 展示 
する 「 箇 山 人 館 ] を 開館 。 開 館 記 念 属 と な る 本 展 で は 、 国内 屈指 の 會 山 人 コレ ク 
ショ ン か ら 厳 選 し た 120 点 を 展示 。 代 表 作 の 「 全 らむ 手 津本 ] や 「 椿 鉢 ] を は じ め 
と し た 各 分 野 の 傑作 を 楽し め る 。50 点 余り の 新 収載 作品 も 見 どこ ろだ 。 


稀有 な 創造 性 と 鞭 術 性 
新 収蔵 作品 特別 展示 
パウ ル ・ ク レー 
4 月 18 日 ( 土 ) 一 6 月 21 日 (日 


アー ティ ゾン 美術 館 
玲 03-5777-8600( ハ ロー ダイ ヤル ) 


建て 替え の た め の 長 期 休館 を 経て 開館 し た アー ティ ゾン 美術 館 。20 世 紀 前 半 を 
代表 する スイ ス 出 身 の 画家 、 パウ ル ・ ク レー の 新 収 載 作 品 24 点 を 含む 特別 展示 
を 開催 。 分離 派 展 や 青 崎 士 グ ルー ブ へ の 参加 を 通じ て 頭角 を 現し 始め た 1910 年 
代 か ら 、 晩 年 に あたる 1930 年 代 ま で の 、 クレ ー の 貴重 な 作品 群 を 楽し め る 。 


B00K 


武士 の 生き 様 を 描く 感動 作 
流 人 道中 記 上 ・ 下 
浅田 次 郎 ( 著 ) 


中 央 公論 新 杜 
1870 円 


万 延 元 年 (1860) 、 旗本 の 青山 玄 善 は 通 を 犯し 
た 罪 で 、 切 腹 を 言い 渡さ れる 。[ 痛 え か ら や だ ] 
と いう 理由 で 玄 薔 は ほこ れ を 拒否 。 銀 夷 松 前 藩 へ 
流罪 と な り 、 19 歳 の 見 習い 与 力 ・ 石 川 選 次 郎 と 
共に 、 奥 州 街道 を 北 へ と 進ん で いく 。 
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能 で 無線 も つなが ら な い 。 そ し て 大 怪我 を 負い 波 に 漂う リチャード を 発見 する 。 


| CNEVA 


傷つい た 若者 た ちの 新た な 一歩 
WAVES/ プ ウェ イブ ス 


4 月 10 日 ( 全 ) よ り TOHO シ ネ マ ズ 日 比 谷 
ほか 全国 ロー ド 
監督 トレ イ - エ ド ワ ー ド シュ ル PTOTTYPITYTTTPT 


マイ アミ で 菱 ら す 兄 妹 の タイ ラー と エミ リー。 タイ ラー は 成績 優秀 な レス リン 
グ 部 の エリ ー ト 選手 で 美しい 恋人 も いる 。 一 方 の エミ リー は 、 活発 な 兄 の 影 で 
目立た な い 存 在 。 恵 まれ た 家庭 に 育ち 、 不 自由 な い 生活 を 送っ て いる よう に 見 
えた が 、 ある 夜 、 タ イラ ー が 起こ し た 事件 に より 家族 は パラ バラ に な っ て いく 。 


「 CINEMA 


ある 夫 細 の 激動 の 30 年 
在り し 日 の 歌 


内 川 シ ネ マ 有楽 町 


ヤオ ジュ ン と リー ユン 夫婦 は 、 中 国 の 地方 都市 で 幸せ に 暮らし て いた 。 し か し 、 
大 切な ひと り 息 子 シ ン シ ン を 失っ て し まう 。 乗り 越え られ な い 深 い 悲 し み を 抱 
えた 2 人 は 住み 慣れ た 故郷 を 捨て 、 親 し い 友 と も 別れ 、 見知らぬ 町 へ と 移り 住む 。 
や が て 時 は 流れ て いく 。 激 動 の 中 国 を 育 景 に 描く 、 夫婦 の 30 年 の 物語 。 


時 を 超え る 食 へ の 追求 
お いし い 浮 世 絵 

^ 北 斎 広重 国 芳 が 描い た 
江戸 の 味わい て 

6 月 7 日 (日 ) 寺 会 期中 、 展 示 替 え あり 


ロー ダイ ヤル 


4 月 17 日 ( 全 
寄 ア 

人 き 03.577 
日 本 独自 の 文化 が 花開い た 江戸 時 代 、 当時 の 文 
化 を 生き 生き と 描い た 浮世 絵 に は 、 風俗 史 と し 
て の 「 日 本 の 食 ] が 度々 描か れ て きた 。 現代 の 暮 喚 
らし に つなが る 江戸 の 食 文化 を 紐解い て いく 。 


人 なき 定 間 才 人 ) 
條 の 東 の 文人 セン ター 身 示 


BOO0K 


漫画 界 の 鬼才 の 全 人 生 
つげ 義春 大 全 第 一 巻 
白 面 夜叉 涙 の 信 討 


つげ 義 奏 ( 著 
講 恋 福 


3300 円 


デビ ュー が か ら 50 年 を 経て も 、 その 芸術 性 が 評価 
され る 漫画 家 ・ つ げ 義 春 。 昭 和 29 年 (1954) か ら 
昭和 62 年 (1987) の 断 筆 ま で の 作品 、 随筆 や 旅 写 
真 な ど を 収録 。 同時 発売 の 第 16 巻 「 な ね じ 式 / ゲ 
ン セ ンカ ン 主 人 を 度 切り に 全 22 巻 を 刊行 予定 。 
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form http://13DL.TO 


隔月 刊 奇数 月 26 日 発売 


上 13Om 


時 宇 US 


2020 征 1 月 号 (1 1 月 26 昌 発売) 
時 空 旅人 Vol.53 weoeh+ 


「 日 本 書 紀 」 成 立 1300 年 ! 

・[ 和 時 ] 特 別 展 「 出 雲 と 大 和 」 古代 史 へ の 誘い 
・[ 入 一 意 ] 古 代 祭 祀 の 世界 出 肝 

・[ 第 二 意 ] 王 析 許 生 の 地 大 和 

[第 三重] 仏教 と 古代 戦争 ほか 


2020 年 3 月 号 (1 月 24 昌 発売 
時 空 旅人 Vol.54 woe 


特別 展 「 法 隆 寺 金堂 壁画 と 百済 観音 」 開 供 ! 
・[ 汰 頭 言 ] な ぜ 、 今 法隆寺 な の か ? 

[第 一 晶 ] シ ルク ロー ド か ら 法隆寺 へ 

・[ 第 二 邊 法隆寺 金堂 搾 画 と 百済 観音 

・[ 第 三 草 ] 近 現代 に お ける 法 降 寺 ほか 


定価 本 体 891 円 十 税 


キリ スト 教 と 吾 書 で た どる pa 


世界 の 名 画 


時 空 旅人 別冊 wsgp+ 


キリ スト 教 美 術 を 徹底 解説 

・[ 短 コラ ム ] サク ッ と わか る ! 聖 大 入 門 

・[ 第 1 特集 ] 避 書 で 見 る 名 画 の 世界 旧約 吾 書 
・[ 第 2 特集 ] 避 書 で 見 る 名 画 の 世界 新約 有 書 
・[ 第 3 特集 ] 大 国 際 美術 人 物語 

・[ 第 4 特集 ] ゴ ッ ホ と キリ スト 教 


時 空 旅人 別冊 geip+ 科 


絶対 に 見 逃 せ な い 2020 美 術 展 8O 
・[ 乱 頭 ル ボ ]LNG の ある 街 ロン ドン を 旅 する 

・[ 第 一 特集 ] 絶 対 に 見 授 せ な い 西洋 美術 

・[ 第 二 特集 ] 絶対 に 見 和 せ な い 日 本 美術 

・[ 第 三 特集 ] 絶対 に 見 授 せ な い 近 - 現 代 美 術 


・【[ 第 四 特 集 ] 2020 年 注目 の 美術 展 


時 空 旅人 別冊 *weoimt+ 


運命 の 1 1 日 天下 の 真実 と は ? 
大 河 ドラ マ 「 馬 表 が くる 」 出演 者 イン タビ ュー 
・[ 現 地 ルポ ボル ター ジュ ] 没 後 の 光 先 

・[ 大 特集 ] 光秀 、 謎 に 包ま れ た 生 肖 

- も し 光秀 が 勝利 し て いた ら ……if の 物語 
"明秀 家中 軍法 と は ? ほか 


下る 鉄道 の 歩み w 


中 本 鉄道 
人 


時 空 旅人 ベス トシ リー ズ を emin]+ 科 


蒸気 機関 車 か ら 現代 に 至る 鉄道 の 歩み 
・[ 療 特集 ] 鉄道 博物 館 体 有 記 
・Part.1 日 本 を 支え た 鉄道 の 歴史 


・Part.2 明治 日 本 鉄道 紀行 
青函 之 絡 邊 メモ リア ル 
・ 空 想 鉄道 旅行 ほか 
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19 年 9 月 号 7 有 27 発 売 ) 


夏 の 冷泉 お る 湯 宿 。 
夏バテ の 体 に よく 効く 冷泉 、 ぬ る 
湯 の 宿 、 大 人 の 鍵 乳 洞 探検 を ど 


20 年 2 月 号 (12 朋 27 発売) 


奥 ・ 京 都 の 名 店 


京都 の 美食 20 軒 、 老 財 甘 味 処 、 
京 漬物 、 伏 見 の 酒 など 
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男 の 隊 れ 家 別 穫 (10H9 昌 発売) 


憶 れ の クラ シッ ク カー 
スタ イル 100 価 


や = 


tUMIEEMEWTIE 


恒 れ の クラ シッ ク カ ー スタ イル 100 


オー スチ ン ヒ ー レ ー100、 プ リン ス グ 
ロリ ア S40 型 、 い す *117 ク ー ベ $ ど 


20 年 3 月 号 (1 月 2 日 発売) 


各 小 
符 る 
基 を な 
し 
を 


造 
る 
テ 
ィ 
テ 
ァ 


小 き な 秘 密 基 地 を 造る アイ デア 。 


狭小 スペ ー ス 活用 術 、 家 具 雑 貨 、 
ツリ ー ハ ウス 、 木 の ガレ ー ジ な ど 


KS だこ NSKANI NN) 


ー き ー ミ ー\ び て 溢 き 愛 


EACIK NUDEEE 虐 
「 男 の 隠れ 家 ] バッ ク ナ ン バー の こ 案 内 (本誌 : 拓 月 27 日 発売) 


19 年 11 月 号 (9 月 27 昌 発売) 


も う ひ と つの 現 形 の 菜 、 肝 国情 震 が 
層 う 宙 、 差 球 の は じ ま り の 地 な ど 


20 征 月 号 (227 昌 発売) 


TORYO 和 
BAR STORY 
3020) 


TOKYo BAR STORY 2020 


下町 の BAR40 軒 、 シ ング ル モ ル ト 
の 基礎 知識 、BAR の マナ ー な ど 


[Ns ティ ] 


男 の 隠れ 家 
本 Esz 胃 | 攻 和 有 貞 上 二 ]|| コ 


2020 年 6 月 号 は 4 月 27 日 (月 ) 発売 で す 。 


人 内 は 変更 する 天 合 が あり ます 。 


ク 言 宮 』 
グ 秋 弟 
1 
ンス 
ツク 和信 も 
レ 
バカ 山 
イイ 
る # 

期 
才 き 
に 四 
迫 w 
る 


19 年 12 月 号 (10 有 26 発 売 ) 


や きき S 穴 ぶ 具 計り 


さき NNNNSY は ふみ ー キ ー キ 


ぃ ク 特 次 会 つ 
2 見 の あく * 
を せな いら 
さき 1> 信 し だ ルー 
クオ クタ 例 マ 
を 1 る 、 く の 
を 2 だ っ 
で 訪 1 ラ い 
も 詞 
乗 の * の 1 ツ 
り 多 今 中 ! 
続 力 年 で ク 
け を も も 
る こ 愛 特 カ 
陸 ま 
は し 遇 包 | 
ぃ いて の の 
フェ イス ブッ ク & ツ イッ ター で 情報 発信 中 
月 刊 計 「 男 の 隠れ 家 ] 
半 @otoko_kakurega 
チェ ッ ク 、 よ ろ し く お 願 いし ます ! 
お 求め は 通販 受注 セン ター 


TL-03-5357-8802( 平 日 1000<17.30) sumracom 


2Q 年 1 月 号 (11 有 の 発売) 


耕 香 み の ス ス アテ 。 お 忍び の 温泉 宿 。 
太 に 香 め る 全国 の 名 店 50、 灯 を 愉 誰 に も 邪 麻 さ れ な い 隊 れ 家 温泉 
し む 、 香 兵 術 が 愛す る 洒 キン ミヤ な ど 38 斬 、BAR の ある 宿 を ど 


日 本 ゥ 名 城 


日 本 の 名 城 を 訪ね て 


男 の 障 れ 家 別 同月 16 日 発売) 


大 変 申し 訳 ご ざい ませ ん が 、 こ こ 
に 掲載 され て いる 号 以 外 は 全て 
完売 と な っ て お り ま す 。 パ ッ ク ナ 
ン バ ー に つい て は 通販 受注 セン 
ター へ お 問い 合わ せく だ さい 。 


現存 十 一 天守 を 居る 旅 、 古 写真 で 見 
る 失わ れ た 名 城 、 木 和 簡 元 天 守る ど 


NISSAN SKYLINE GT-X 


日 産 ス カイ ライ ン GT-X 


{1968-1972} 


リー 


ン と メ 


1972 年 の ケ 


の に の 時 居 村上 ら 側 Q 叶 
で SN ト さ 画 や 痕 環 入信 
IR 導 KS 概 林 草 で 介 計 S 
吾 人 6 ら 中 較 ′ 選 守 % 特 国 条 公有 
で で で 還 ら 麗 40 時 Nos 三村 
皇 直 私 NN nmG 藤 務 史 盟 
隔 や ot の ロ 嘱 時 盤 際 慌 回 
員 泡 信じ っ や 央 較 直入 束 時 
曰 呈 束 赤 区 語 間 ど 公 補 で" 

田 呈 第 団 革 較 旋 配り 上 つ 
けり 人 S 革 SG の KR で で 
G 指 球 閣 償 N ロ コー つ 人 で" 振 
己 S や NAKKS て NT 
AS 尽 ぞ 全 宏 WW で 補 り 准 
SQ や 人 トミ や ト ャ ー 連 鑑 介 
SNSwS 冶 R じ "区 
お 吐 油 宣 お さぐり ろ お に ママ に 
の あか も さだ いこ 王 7 

痢 令 電 補 一 時 計 き で ポ 時 
信人 MtGAvG6 な Bok 
いこ に て 
ルコ 
人 ペ ぐ ③ や = 四半 GKR て で 
て へ 和 全く K 悪 em っ で" 

KR で いで へ 人 8 軸 宮 人 ト 和 ヘ 
で へ 全 の 移 く Tn ( 近 ) KR つ 記 
当 こ So デ mop 畑 SG 司 宮 
ち お で 0S マ mo や NN へ 
=S S 遇 紀 りゃ どり 蘭 つ eS 
ゴロ で" 慰 等 尽 G 潤 
記 や で NN XSK 
〇 、 つ 有人 入り っ 9 誠 震 oh 
り 号 人 潮 「 や AO ペ 
ュー」 つら 愉 恥 ポ GPS 
思い や 〇 有 り 提 表 epS や " 
N ネ ー ふ NG 上 つい N( く 
K) 公 敵 ぐ ポ 「 遇 つ 悦 G」 
つろ mO 受 へ ANoK さ トー つ 
KA キ さ SS く ーh で 名 る 工 
に も を や こし 3 


ン S で 


evSO 受 四半 余 王 SN 

nmーAm ANSSmS 避 
想 菩 つ いろ" 

〇 ご @ 送 僅 8 ト AS へ 押 
SNー さ 代 0 っ pM 衣 人 0 玉 り っ wo 
ここ で と さい トコ 
S つ 2m NAOX ュ ネー は 
キキ 泊 衣 代 GA て BS で お 
8 NS て ふつ る お る KA 
R「 そ %% 加 合 SG 入 で 」 
NO ホ ュー や 8 計っ 
人 の 絡 間 較 つ りら toy 

っ %O 愛 民 中 oN 
ミー ふ * ペ SAHS 客 倒さ ン 有 で で 
いろ や 4 居 祭 遇 央 や 議 全 人 
紋 癌 私 絡 2 ぐう 個 ” コン セロ 
軌 JGI2KRO 穴 民 っ 羽 
刑 ト ー ミ NANA に つい" 吉 求 
や Q いせ 抽 や っ ご 稀 介 田 せ 
翌 い ひら や 2( ト ミー 悦 
求 録 を し 層 求 の 笠 Ko-JSN 
除 間 樹 で 引 ン SR)* 

和 す 回 で NK< 全 押 下 トミ 
に 3 と ) こ 2 まだ だ さと 4 
ナン) こじ て ・ 1 
OSS 全 や 年 氷 G 地 SO 
ミー か AN 出 科 G 舞 室 o 皮 
所 OROH AA 避 吉 稲 つる 
り G 香 "Io 還 Am NN へ っ 特 末 
さい CA コー に よい 
本 で や w つ 会議 限 史生 で 


共和 て ポー へ Am AA 症例 eo 


拍 寺 SGN HNー ュ 詳 G 昌 お 
刀 拘 令 貴 必 京 り っ or 


っ S も り 


WIK"ー の oo 財 拉 析 務 電 韻 
様 本 ロー ド 映 皿 補 は く 社 つ " 「 吾 正 > ド 
マン 」S 禁 紅 wE っ 9 [ ド こ て 320 幸 
<G 地 休め せつ 人 9@” あ 財 コート =ー ロ "| 
躍 覆 末 せ ロ い ふい H ト セー「ー の の す 振 G 悦 
合 hNMNNSJJG や を 回 喉 つっ 9 
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1952 役 下味 生ま れ 、 イ ラス トレ ー タ ー、 ス メー パー リア リズ ム 柏 家 . 書 籍 の 区 や 企 広 告 の イラ スト 香 を 多 ( 手 が ける は か 、 個 諾 ダル ー プ 胡 へ の 出 民 も 多数 。 


人 53 国 日 本 出 上 家 辻 民 大 受 真 、NY ッ タネ ニテ ィ キ プイ ラス トレ ー タ ー ズ 入 通 
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